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この報告書は、日本自転車振興会から競輪収入の…部である機械

工業振興資金の補助を受けて平成3年 度に実施 した 「ハイパーネッ

トワーキング社会の構築と展望に関する研究」の成果をとりまとめ

たものであります。



は じめ に

この調査研究報告書 は、財団法人 日本情報処 理開発協会がシステムズ ・

アナ リス ト・ソサエティに調査委託 した 「ハ イパーネッ トワーキ ング社会

の構築 と展望 に関す る研究」 の成果 を取 りまとめた ものである。

"ハイパーネッ トワーキング"と い う言葉 は、聞 きなれないものである

が、実はこの言葉の前 に次の ような枕詞 をつけて私 たちは話をすすめて き

た。 「個人の創造性(ク リエ イティビティ)を サポー トす る」 一これがハ

イパーネッ トワーキング社会 につ く枕詞である。私たちは"ハ イパーネッ

トワーキング社会"を 「情報化 の進展 によって個人の創造性が十分に開花

し、 また ・人 ・人の能力が最大限に発揮 される社会」 と定義 し、そ うした

視点か ら本書を執筆 した。内容的には第1章 でハイパ ーネ ットワーク社会

を生み出す技術 と、そうした社会 にとって求められるものは何か を記述 し、

第H章 では、ハ イパーネッ トワーク社会の具体的なイメージを実例 に即 し

なが ら記述 しようとした。

第H章 における切 り口は、企業、家庭 と個人、地域 という3つ の側 面に

わたるものであるが、現在の情況をふまえた うえで、今後の望ま しい社会

のイメージを求め ようとした ものである。様 々な局面で多 くの問題点が浮

かびあが り、ある項 目ではそれが問題 点の提示 までに終わらざるをえなかっ

た もの もあるが、多 くの項 目では、.より具体的な解決の為 の方策 を提示 し

た。

本年度 の研 究成果を踏 まえて次年度以降は、さらに議論を深め、 また望

ましい"ハ イパ ーネッ トワーク社会"の 具現化に向けての具体 的な方途 を

さらに実社会 に即 した形で検討 してい きたい と考 えている。

ここに、ご協力 を頂いた方々お よび関係各位な らびに快 くインタビュー

取材等に応 じていただいた方 々に深 く感謝するとともに、あわせ て本研究

結果が、何 らかの意味において新たな局面での情報処理技術の発展 に役 立

ち得 れば幸いに存する次第 である。

平成4年3月
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第1章 ハ イパーネ ッ トワーキング社
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ハイパーネットワーキング社会を生み出す技術とハイパーネッ トワーキング社会に求められるもの

第1節 マル チメディア ツール の発達

ハ イパ ーネッ トワー キング社会に求め られる もの

1.新 しい技術 パラダイムの到来

歴史 にはルネサ ンスや宗教 革命 、産業 革命 な どと

いわれた様 々な節 目がある。 しか し当時に生活 してい

た人達が その変化 を自覚 していたか とい うこ とは相当

に疑わ しく思える。歴史 を振 り返ることがで きる今 の

時点 におい て も、果 た して本当 にそ の ような変化 が

あ ったのか史家 によって意見の分 れる点 も多 い。 とこ

ろが、い ま我 々が直面 している大 きな変 化い わゆる

「情報化革命」 と1呼ばれている ものは、誰 もがその到

来 を疑間 もな く受 け入れている点では歴 史 ヒきわめて

特異 なi現象 といえる。

この 「情 報化 革命 」 が今 世紀 後 半の技 術 革新 に

よってもた らされていることも大方の同意 をえること

がで きるであろう。高度な情報処理 ・伝達技術 を中核

とし、 さらにエネルギー処理技術 や新 素材関連技術、

あるいは遺伝子工学に立脚 したいわゆるバ イオテクノ

ロジーな ども含 むふつ うハイテクといわれている技術

革新 は確 かにめざま しいものがあ る。 しか し、現在の

変化 をもた らしている ものはどうもそれだけではなさ

そ うである。 これまでの 「ハイテク」 とな らんで、個

人や集団 といった社会関係 の中で協力 、協働 、調整 を

効果的 に実現するための 「インターパーソナルテクノ

ロジー」=協 調技術 とで も呼ぶべ き技術 が、既 に芽生

えつつあ り、 さらにこれか らます ます重 要になって く

る もの と思 われる。

た とえば、遠 く離 れた ところ との会話 をロ∫能 に し

た電話機 に して も、確 かに通信 技術 に よって開発 され

たこ とに疑いはないけれど、電話その ものを社会的 な

インフラとして整備'してい く制度的な基盤や、それに
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ハイパーネットワーキング社会 を生み出す技術とハイパーネットワーキング社会に求められるもの

適lEな 対価 で提供で きるようにする といったことも必

要である し、 さらにそれを使 うための ノウハ ウやマナ

ーをユ ーザー各 自が会得 してい った とい うこ ともあっ

た。また、昨今話題 になっている伝言 ダイヤルやパー

テ ィライ ンとい う他者 間会話 に よる電話利用 な ど と

い った ものの流行 は、た しかに技術 シーズの意図す る

ところを 「超 えて」ユーザー同士 で新 しいコ ミュニケ

ー シ ョンの局面 を切 り開いていった もの であ る。

そ こで この ような意味 での新 しい技術使用 ノ ウハ

ウの総体 と しての 「イ ンターパ ー ソナル テクノ ロジ

ー」 と従来 の 「ハイテク」 とを総合 した技術 の体系 を

「ハ イパーテクノ ロジー」 と総称するこ とを提 案 した

い。それ と同時に、従来の 「ハ イテク」 を、 この よう

な 「ハ イパ ーテクノロジー」 という観点で見 てい くこ

とが重要であ るこ とを指摘 してお く。

さて、 この よ うな協調の テクノ ロジー は、産 業社

会でそれ以 前のシステムに見 られた、階層 的な組織 を

前提 とする指令や報 告 といった情報 フローによる 「管

理のための テクノ ロジー」 とは異なったパ ラダイムを

持 ってい る。横 並 びの コミュニ ケー シ ョンを前提 と

し、相 互説得 ・誘 導 を通 じて各人の異なる意見や想念

を調整 するための技術 なのである。逆 にいえば、ハ イ

パーネ ッ トワーク社会 は、 もはや一方向の権力的 な情

報 ・通信の階層構造 に よっては、管理 しきれない、調

整 しきれない社会へ の変化 なので ある。

そ うい うわ けで、 「ハ イパ ー テクノロジー」 のな

かでもとくに適応 と協調 といった技術分野 に?1三目す る

な らば、その主要な方向 と して 「ハイパ ーネッ トワー

ク」 と 「ハ イパー リア リティ」 の二つの トレン ドをあ

げるこ とがで きる。
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ハイパーネットワーキング社会を生み出す技術とハイパーネッ トワーキング社会に求められるもの

2.ハ イパーネ ッ トワーク

1970年 代 の終わ りか ら生 じて きたパ ーソナル ・コ

ンピュータを利用 した情報処理や通信の技術の急速 な

発展 は、当初 コンピュータの個人的利用 の観点か ら注

目され、いわゆるソフ トウェア とハー ドウェアとよく

いわれるメタファによって確認 されて きた。 ところが

1980年 代 後半 か らのネ ッ トワー ク利用 の爆 発的進展

に つれ、 「グル ープ ウェア」 とか 「CSCWcom-

putersupportedcollaborativework」 、っま りネッ トワ

ークの運営の仕方や制度化のためのノ ウハ ウといった

「よ りソ フ トな」知識の集 ま りが注 目される ように

な った。

グル ープ ウェアの重 要な一・部 を構成 す る もの と し

て、パ ソコンや ワープロを使 った、電子的な コミュニ

ケーシ ョンのためのハー ドウェアやソ フ トウェア群が

あ る。その中で もとりわけ、 「特定中数」の メンバー

を対 象 と した 「グループ ・コミュニケーシ ョン」 ない

し 「グループ通信」のためのグループウェアが注 目さ

れ ている。 これまでの コミュニケーシ ョンには、大別

して 「パーソナル ・コミュニケーシ ョン」(会 話や手

紙、電話 など、一対一、あるいはご く限定 された少数

者 の間の双方 向的な コミュニケー シ ョン)と 、 「マ

ス ・コミュニケーシ ョン」(新 聞や雑誌、 ラジオやテ

レビな ど、一対不特定多数の 一'方向的 なコミュニケー

シ ョン)の 二つがあった。これ に対 して、 コンピュー

タ と通信 回線 の助 け を借 りて新 た に可能 になつたの

が、この 「グループ ・コミュニケーシ ョン」 であ る。

それは、不特 定多数の 「マス」 を対象 とする…・方向的

な コミュニケーシ ョンではない。 そうか といって、 ご

く少数の 人々の 間に しか可能 でないパ ー ソナ ルな コ

ミュニケーシ ョンで もない。中数、つ ま り相対的 に少

数(数 十か ら数 百、たかだか数千)の 、範 囲が特定 可

能な人々の間で行われる双方向的 なコミュニケーシ ョ
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ンであって、その典型 は、1980年 代 に普及 したパ ソ

コン、あるいは ワープロを利用 して行 われた電 子メー

ルや電子掲示板、あ るいは電子会議な どである。

[図 空間/時 間特性によるグループウェアの分類]

空 間
同 … 空 間 非 同'一 ・ 空 聞

時 間 (対 面) (分 散)

同 一'時間 例: 例:

(リアルタイム) 会議室支援システム テレビ会'議システム

フ。レゼ ンテーションシステム 共用画面システム

非同一時間 例:

(時間差蓄積型) フ.ロジ ェクト管理 シス テム

共同執筆システム

さて、現在 の 「ネ ッ トワーク通信」 の世界 でや り

とりされているメッセージは、そのほとん どが文字 と

若干の図形 であ る。その他 、画像の送信 を可能 にする

ビデ オテ ックス と呼ばれ る通信方式 も開発 されてい

て、これが文字 を中心 とす る 「パ ソコン/ワ ープロ通

信 」に次第に融合 しようとしてい るのが現状 である。

また、ファクシ ミリとの融合 も進みつつあ る。こう し

て、ネ ッ トワーク ・コミュニケーシ ョンの 「マルチメ

ディア」化 が、 このコ ミュニケーシ ョン方式の進化の

方向 であ るこ とは、明 らかにな りつつあ る。

この グル ープ ウェアの ポイン トは情報 の流 通 にお

けるシンメ トリーの確保がキーポイン トになることで

ある。 この ような意味 で今いわれているマルチメデ ィ

アやマルチメディア通信 といわれているもの とは、い

ささか方向が異 なる。
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観念

陸 圏 一 一[麺

この ような表 し方では単 に…方 の表現手段 が多様

になったにす ぎない。本 当にコミュニケーシ ョンが豊

かになるには、受け手か らの反応 が重要であ って、そ

うい う意味では表現手段 を共有することが最低 限必要

である。既存 のフォーマ ッ トのある部分は 「音 を半音

低 くして くだ さい」 とい った代 替手段 によるインタラ

クシ ョン も確 かに可能であるが、そのような手段 が存

在 しない場合 には、ただ一方的 に受 け取るばか りであ

り、創造的な情報のインタラクシ ョンは困難 になる可

能性がある。 もちろんこれ まで も、パ ワーあふれるク

リエイター達は表現のギ ャップをもの ともせず に新 し

い ものを切 り開いて きたのは確かであろう。 ここのポ

イン トは、技術の助けによ り、めいっぱいのパ ワーを

使わな くても、創造 的な活動が生活 レベルで可能にな

る とい うことなのである。

さ らに、テキス トを一定の順序 に従 って直線的 に

配列するだけでな く、多次元的 な配列構造 を持たせ、

…つの単語や文章か ら他 の単語や文章へ と、あ るいは

文章 と画像 と音声 との問 を、自由 自在 に行 き来で きる

ようにす る 「ハ イパーテキス ト」 のアイデアが提 唱さ

れ、その…部 は、マ ッキン トッシュなどのコンピュー

タの上 で動 く 「ハ イパ ーカー ド」 とい うアプ リケ ー

シ ョンと して実用化 もされてい る。 コミュニケーシ ョ

ンの メデ ィア とい う意味 では、映像な どのマルチ メ

デ ィアに対応 したハ イパーテキス トは、 「ハ イパ ーメ

デ ィア」 と呼ばれることもある。 この ような情報 の構

造体 は広帯域 の統合 デ ィジタル電 子通信サ ー ビス ・
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ネ ッ トワーク(BISDN)と 高度のデータベースや

知識ベースをインフラス トラクチ ャー と しなが ら、こ

れまた高度 に発達 した通信端末 を利用 して行われるハ

イパーメディア型のコミュニケーシ ョンによって伝達

されるようになる。社会 システム としての各種 のネッ

トワークの複合体 を 「ハ イパーネッ トワーク」 と呼 ん

でみたい。

3.ハ イパ ー リア リテ ィ

近代 的な思考の 中核 には、 「観念」 と 「実在(リ

アリティ)」 との二項対立がある。そのいずれ を本 質

とみなすか については、いわゆる観念論 と実在論の対

立があった ことが知 られている。 しか し、少な くとも

「生活 世界の思考」 に関す るかぎ りは、素朴 な実在論

的立場が これまで支配的であった。観念は、豊富で多

様 な実在世界 のご く一部 を不完全に認識 した り、実在

世界 の 一部 にこれまた不完全 な人工物 を追加するため

のアイデ アを提供 した りで きるような、相対 的に貧弱

な存在 にす ぎなか った。

このこ とは映画や テ レビ ドラマのセ ッ トとい った

実在 世界の楼小化やデフォルメ、 またシ ミュレーシ ョ

ンといわれ るような現実 を抽象化 したモデル、テ レビ

ゲームな どに見 られる じつに単純化 された世界像の構

築 といった ようにとくに旧来のパ ラダイムを色濃 く残

しているマスメディアの分野における情 報提供 の局 面

において顕著 にみ られ る。

そ れに対 し、今 日生 じつつあるパ ラダイムの転換

は、この ような観念 と実在 に対す る我 々の認識 を逆転

してい く可能性 があ る。すなわち、無 限の豊か さは、

本 来は観念の属性 なのであ り、実在 は観念世界か ら四

次元 の物 理的時空 間への まるで貧 弱な投射 にす ぎな

い、 とみ なす。そ して、この無 限に豊かな観念 世界 の

任意 の創 造物 を、人間の感覚器官 が認知可 能な形 に
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「具体化virtualize」 す る技術が、 コン ピュー タ技術

の じつは中核 なのである。 いいか えれば、 コンピュー

タは観念 を具体化す る機械==virtualizerと して、 自分

の観念 を相 手 に示す ための強力 な手段 になるので あ

る。

その ひ とつ にあたるのが、 コンピュー タに よって

「具体化」 されたさまざまな観念が、人 間の感覚器官

お よび頭脳 にとって、 「実体」 と区別 がつか な くなる

ところにまで、具体化の レベルを引 き上 げる、すなわ

ち、観念 に形や色 だけでな く、音や手触 り、あ るいは

匂 いな どを付 け加 え、さらに他の具体物や実体 との物

理的 な相互作 用 をさせ る一 これが 、いわ ゆる 「バ ー

チ ャル ・リア リテ ィvirtualreality」 の技術である。

「バ ーチ ャル ・リアリティ」の世界 は、やが て 「現実

世界」 と重な りあった り、相互 に リンク しあ った りし

て、合体 してい く。 さらにいえば、 これまでの 「現実

世界」 をその一部 として包摂することになる 「ハ イパ

ー リア リティ」 の世界 を作 り上げてい くこ とになる。

巳i郵 一
←

形 式 知

(表現可能)

暗 黙 知

(表現不能)

一[麺
←

場の共有

9
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第2節 バ ーチ ャル ・{ノア リテ ィ(VR)へ の注 目

1.バ ー チ ャル ・リア リテ ィ と は

バ ー チ ャル ・リア リテ ィ とは 日本 語 で は仮 想 現 実

感 とい い、VRはVirtualRealityの 訳 語 であ る。 人,.rl

現 実 感(ArtificialReality)と も言 われ る。VRの 定

義 は明確 で はな く、 諸説 が あ る。 参考 まで に い くつ か

の定 義 を以 下 に例 示 す る。

AR(ArtificialReality)と い う言葉 を生 み だ した

マ イ ロ ン ・クル ー ガー に よる と 「アー テ ィ フ ィシ ャル

リア リテ ィ とは 、邪魔 され ない(自 由 な状 態 にあ る)

参 加者 や ユ ー ザ の行動 に対 す る、 リア ル タ イムの 認識

と レス ポ ン ス」 と も言 わ れ る。1)

東 京 大 学 工 学 部 の広 瀬 通 孝 助 教 授 に よる と 「人一1二

現 実感 の技 術 とは、 人 間 の感 覚器 に計算 機 に よ り合成

され た情 報 を直接 的 に入力 し、 あ たか も人:Il的 な 現 実

を体 験 して い るが ご と く錯 覚 させ る技 術 であ る」 と し

て い る。2)

ま たJ.N.ラ ッ タ博 士 に よる と、 「VRと は 、

技 術 と経 験 と未 来 志 向 概 念 で 定 義 さ れ る」 と して い

る。3)

よ り詳 細 に説 明 す る と、 「技 術 」 に つ い て は"The

useoftechnologytocreateasensoryenvironmentwhichis

dynamicallycontrolledbytheactionsoftheindividualso

thattheenvironmentappearsrealtothepartipant."、 「経

験 」につい ては"Theexperienceofparticipationinacon-

jugateenvironmentwhichcausestheparticipanttobelieve

thatenvironrnentissuthcientlyrealtosuspenddisbelief."、

「未来志向概念」 につい ては"Asystemwhereindividu－

剣scanbelinkedtoaworldwidenetworktonavigatean

infiniteartificailinformationbasedspace."と あ る。

lO
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簡単 に言 うと 「コン ピュー タシス テム 内 の世界

を、あたか も人間がその中にいるような感覚で疑似体

験 で きる技術」 で、換 言す れば 「VRと は、 ヒ トの器

官からの信号または情報を受けてその処理を行ないヒ

トの器官 に働 きかけて(エ フェクテ ィング)或 いは

フィー ドバ ック して、あたか も人間がある環境(虚 の

世界)に 居 るかの ようにふ るまえるシステム」 とも説

明するこ ともで きる。

2.VRが 注 目 されるよ うになった背景

VRは 、多 くの技術及び人間の夢や希望に基づい

ているので、VRの 起源 を求めるのは困難であるが、

以 下その背景の概略を述べる。

VRと いう言葉が生 まれたのは比較的に新 しい

が、VRの 様な概念或いは夢はSFの 世界では昔から

ある。例 えば タイムマシーン、宇宙旅行、 ミクロの世

界への旅、不思議の国の ア リス 、通信 による実体の移

動、 ロボッ トなど枚挙 には暇が ない。 しか しなが らこ

れらの殆どは、現時点では実現不可能な夢の世界であ

る 。

技術史的にみると、現実を記そうとして先史時代

か ら存在するものは絵画や彫刻で、まず視覚か ら始

まったが、絵画に代わる写真技術が出現 したのはつい

百数十年前のことである。写真技術は動画即ち活動写

真、音声付 きの トーキー に発展 し更 には電子技術 によ

り第二次大戦後にはテレビジ ョンが実用化 された。そ

れそれの技術が世に出たときには当時の人々は 「夢の

ようだ」 とか 「その場所へ行ったみたいだ」 とか感 じ

たであろ うがVRと い うほどの概念 はなかった もの と

推測 される。

一・方第二次大戦 中に研 究 ・開発 され た電]矧'算 機

は、半導体技術の飛躍的な進歩により大量のデータを

高速で処理出来るようになり、数値情報、文字情報を
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越 えて画像 情報、動画情報 も扱 え る ようになって き

た。

大雑把 に 言えばテ レビジ ョン技術 とコン ピュータ

技術 が融合す ることによりVR技 術が生 まれてきた と

もいえる。この2つ の大 きな技術系統の発展の背景 に

は数 々の個別技術の開発があ った。例 えば画像処理技

術 、印刷技術(カ ラーテ レビジ ョンは網点 によるプロ

セスカラーを基礎 としてい る し、半導体製造 も製版技

術 を基礎 としている)、 通信技術、情報処理技術特 に

CG技 術 などで、 コンポー ネン トとして観 ると高精細

表示装置 、大量のデータを処理 できるCPU、MOD

な どの大量記憶装置な どであ る。

コン ピュータ技 術 とテ レビジ ョン技 術 との ドッキ

ング以前 までは ヒ トの5感 に作用する もの と しては視

覚 と聴覚 に関する技術 に限 られ、 しか も基本的には受

身で、視聴者がこれ らの手段 に能動 的に作用すること

は出来 なかった。

人 間が能動的 に作用す る ことが出来 る システムの

ひとつ として、インタラクテ ィブ ・アー トの分野 をあ

げることがで きる。観賞者の動作 に反応 して リアルタ

イムで変化する巨大なス ク リーンに投影 された ビデオ

イメージは、ある種 の仮想的な世界 を感 じさせ る。 こ

の システムは、後 にMandaraと 呼ばれるシス テムに発

展 す る。 もう一 つの ル ー ツ は コン ピュー タ ・グ ラ

フィ ックス(CG)で あろ う。3)

この ような基本 的技術 の発 達 を基礎 として、現実

の世界では実際に体験で きないこ とをシ ミュ レーシ ョ

ンで経験 できる ようなシス テムの開発 が行 なわれて き

た。例 えばフライ トシ ミュ レータによる事故や緊急時

に対応するための訓練 シス テム、原子炉の操作訓練 シ

ステムな ど現実には例示で きないこ とをコン ピュー タ

システムで疑似体験す る ものが研 究 されてきた。

ところが コン ピュー タ技術 や通信技術 な どの飛躍

12
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的な発展 により、大量のデータを短い時 間で処 理 し或

いは遠隔地へ伝達することがで きるようになって、比

較的に安価 にシミュレー タが得 られ るようにな って き

た。上述のラ ッタ博士の定義か らする とこの ようなシ

ミュ レー タは、 「未来志向概念」に乏 しいので、VR

とは言いに くいか も卸 しれないが、 ここでは一応VR

の範躊 に含 め るもの とす る。

この ようにシ ミュ レー タは教育 に極 め て有効 であ

ろ うとい う見方が出てきて、更 に発展 させれば夢の世

界へ一歩近づける とい う技術的背景からもVRが 注 目

されて きた もの と思 われ る。

VRが 、現実 に出来 ないこ とをあたか も現実 であ

るかの ように体験 出来る可能性があることか ら、危険

な場所 での作業 を人間に代 わってロボッ トを操作す る

方法 と して人間が動いたとお りにロボッ トを動 か して

あ たか もその危険 な場所 に居 るかの ようにす るこ と

や、人間が行 くこ との出来ない空 間例えば原 子内部や

細胞 内部 に入って行っているかの ように振 る舞 えるこ

とに応用の可能性がある。要するにVRと は、時間 ・

空間 を越 えて存在することが不可能 な場所 、危険 な場

所 などに仮 想的 に存在 で きるシス テム と も言 える。

従 ってVRは 、教育、 ビジネス、医学 ・薬学 な ど

広い分野での応用が期待 されている。それぞれの具体

的な説明は ここで は省略するが、以下の ような応用が

期待 され る。

VRの 応用分野

遠隔地 間会議

・デザ イン ・インへ海外 か らの参加

ゲー ム

・カラオケ(歌 手 とデュエッ ト)

・3次 元空 間ゲーム

教育

13
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・通信教育

・楽器演奏

・仮想生物モデル

・原子 ・分子 ・細胞 レベルの世界

・模擬空間

宇宙

人工衛生修理

原子炉内部

・医学

仮想献体 による解剖教育

入歯の設計

薬品開発

ロボッ ト操作

・深海作業ロボッ ト

・人間協調型高機能ロボッ トシステム

都市設計

機械設計

商品プレゼンテーション

・臭いを実感で きるもの

・味を体験で きるもの

・建物内部の案内

観光案内

・寝たきりの入用世界旅行

・博物館め ぐり

・美術館め ぐり

芸術

宗教

軍事

3.情 報 スペース

情報空 間 とい う言葉 は今 まで色 々な意味 に用 い ら

れた。例 えばf-一 つ の高水準 言語 と して1962年 に提

議 された情 報代数 を拡張 し、データとデータ処理の抽

14
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象 モデル としての情報空間モデル」4)や 「関係の集合

RとR中 の関係 間の意味関係 を表す射の集合mの 対の

つ くる圏 として定 義 された情報空 間」5)な どがあ る

が、 ここで言 う情報空間(lnformationSpace)は データ

ベース及 びマルチ メデ ィアが より発展 した将来の情報

構造のことであ る。従 ってこれまで使 われていた情報

空間 と区別す るために情報スペース という言葉 をこの

節で は用 いる こととす る。

将来 は、 コ ンピュー タは人 間に よ り親密 な もの と

な り、腕 時計や衣服の ように日用 品 として身に着 け、

簡単 に使 いこなす ことがで きるようになる。同様 に情

報検索の場合 も、場所 を問 わず どこか らで もデー タベ

ース に相 互通信が 出来 るよ うにな り
、更 に世界情報

ネッ トワークがで きれば、個人 、組織 、顧客、その他

の相互接続が可能になる。 こうしてデータベ ースの概

念は情報スペ ースの概念へ と発展 してい くのである。

情報 スペ ースへ の移行 は3段 階 を経 る もの とみ ら

れ、デジタル ・メデ ィアの普及 ばか りでな くこれに並

行 す るマ ルチメデ ィア、視 覚化 、VR技 術の 開発 に

よって も推進 され る。6)

4.VRが 今後発 展 してい くために必要 な事項

(1)必 要なツール

VRを ハー ドウェア的 に観 る と、 ヒ トの5感 覚の

うち聴覚 と視 覚 につ いては ツー ルが実用化 されてい

る。残 りの触覚、 嗅覚、味覚に対 するツールは極め て

不充分である。味覚 については、甘味、:呂:味、塩味、

酸味、辛味、 旨味 など限 られた要素か ら合成 して表現

し得 る可能性 もあ るので、現実的 なエ フェクタが現れ

ることも考え られ る。臭 いは多様でセ ンサのみならず

エ フェクタの実現 は今少 しの時 間が必要 と推察 される

が、臭気 の種類 を限定すればエ フェクタの実用化 は現

在 で も可能である。味覚、嗅覚 については今後 の より

15
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・層 の研究 ・開発 の成果が期待 され る。

聴覚 につ いては、他 の感 覚 に用 いる トランス ジュ

ーサ(即 ちセ ンサ又はエ フェクタ)に 較べ るとかな り

進んでい る。例 えばステ レオシステムやPCM(Pulse

CodeModulation)な どによって より臨場感のある音楽

を従来 より追求 してきてお り、現 にその成果があ らわ

れている。

視覚 につ いては動 画 と しては映画で はかな り臨場

感 の実現は進 んでいるが、コンピュー タで処理で きる

範 囲で は、未 だ充分 とは言 えないであ ろ う。HMD

(HeadMountedDisplay)に して も高精細な ものが必要

であろう。大規模VRシ ステムでは レーザによるホロ

グ ラフィも利用 可能 と思 われる。

触覚 につ いてはデー タグラブやデー タスー ツ とも

呼ばれる位置 センサ及び圧力セ ンサが開発 されてはい

るが、ヒ トの感覚か らする と範囲が限定 されてい る。

触 覚には熱 に対す る感覚 を含 まれているもの とす ると

上記センサの他 に熱電 トランス ジューサ も必要 になる

であ ろう。

圧電 トラ ンス ジューサ に しろ熱電 トランス ジ ュー

サ に しろヒ トにはその役 目をす る触覚 「器官」が全身

にい き渡 っている。つま り手のみ とか指のみでは、現

実 とはかな り知覚 手段 の数が異 なる。即 ち触覚 「器

官」か らの信 号量 は、デー タグラブな どで扱われる信

号量(ま たは情報量)よ りも格段 に多い。

Li述 ヒ トの5感 の他 にVRに はその他 のセ ンシン

グ技術 も必要 と思 われる。例 えば内臓 の感覚 などに基

づ くと思 われる全 身感覚(健 康感 や虚脱感 など)、 筋

肉の動 きを知 る感覚、力 の強 さを知 る感 覚、爽快感 、

欝感 などについて も今後 は研究する必要が生 じるか も

知 れない。

従 って本格 的 にVRを 実現 しようとす る とヒ トの

現状 との差 異 を埋 め る方策 を立てる必要 がある。

16
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信号 または情 報の処理速度 の意 味か らも、現状 で

は ヒ トのそれ とはかなりの差異がある と思われる。 ヒ

トの場合は全 身の無数のセ ンサ(感 覚器官)か らの信

号 をを受 けて、 か な りの短い時 間(例 えばO.5秒 以

内)で 反応す るこ とが出来るが、現在の技術 で どこま

で ヒ トの情報処 理能力 に近づけ るか とい う課題が あ

る。

この よ うにみる と、か な りヒ トの感 覚情 報の処理

とコンピューダの情報処理 とは、その量 的処理能力及

び処 理速度 においては大 きな差 がある。 とは言え、最

近 の コン ピュータハ ー ドウェア等 の大 きな進歩 に よ

り、情報処理能力 は大幅 に向上 してい る。

今後 のVRの 発展 は、 この ようなハ ー ドウェアの

進歩及 びそのハー ドウェアを効率的に利用す るソフ ト

ウェアの開発やセ ンシング技術、エ フェクティング技

術 な どの研 究 にかかってい ると言える。

(2)・lfi幸艮

以上VRの 実現 に必要 なツールについ て考察 した

が、扱 う情報 は膨大 に必要になると予想 され る。 デー

タベ ースの時代 で もそのデータの量及 び質が大いに課

題で あったが、VRの 時代 では桁違 いに大量 の情報が

必要 になるので、いかにその情報 を効率的にVRシ ス

テムに取 り込 むかが1つ の課題 となるであろ う。

またVR参 加者が充分 な臨場感 を得 るために も情

報 の質 も問題 となるであろ う。 ここで は言及 しない

が、質の範囲 としてノウハ ウや経験情報が正 しいもの

であ るか?誤 ったものであるか?意 図的な ものか?善

意の ものか?こ れらの情報 がどういう種類 の ものか判

断す る方法や手段が可能か?な ども問題 となるであ ろ

う。

(3)ネ ッ トワーク

VRを デー タベースの延 長線 上 にあ る もの として

とらえると、未来志向 として世界的なネ ッ トワークの
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構築 も期待 される ところである。データベースでは各

種VANな どで主 として文字 コー ド情報のネ ッ トワー

クが構築 されてお り、世界 中から各国にあ るデータベ

ース にアクセスで きる ようになってい る
。

デー タベースの ネ ッ トワークでの基本 的 な要件 と

同様 にVRの ためのネ ッ トワークでも通信規約(プ ロ

トコール)、 データの種類、圧縮法な どの国際的標準

化 も必 要 とな るであ ろ う。 また、大量の情報 を瞬 時

に、VR参 加者 が通信 で きる必要が出て くる。 この よ

うな点をクリアすれば、テ レイグジスタンスの世界 も

開ける し、他 の参加者 の1青報 を相互 に利用で きるよう

になる。

参考文献:

1)服 部 桂 著 「人工現実感 の世界」(工 業調査会)p76

2)「 人 工 現実 感(AR)技 術 の研 究動 向 と将来展 望」

"LaterAI"Feb
./1991p25

3)デ ー タベース国際セ ミナー1992(1992年2月18日)に お

けるテキス ト 「21世紀 の情報化社 会を創造す る次llj代 デ

ータベース」p35

4)小 林 功武"デ ー タとデータ処理 の構造 情報空聞モデル

とFORIMS",「 情報処理」VOL、17,NO.10,ppgl6-

920,1976

5)田 中譲"リ レーシ ョナル ・モデルに基づ く情報 空間モデ

ル"「 情 報 処 理 学 会 全 国 大 会 講 演 論 文 集 」

VOL.20th,pp687-688,1979

6)デ ー タベース国際セ ミナー1992(1992年2月18[Dに お

けるテキス ト 「21世 紀 の情報化社会 を創 造する次 世代 デ

ータベース」pp43 -45〃
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ハ イパー ネッ トワーキング社会の社会構造一 新 しい社会 のイ メージ を求め て

第 ∫節 ハイパーネ ッ トワーキング社会における企業

1-1日 本型 テ レコミューテ ィングへの挑戦一分散型 オ フィス実験事例 にみる現状

と課題一

はじめに

ハ イパーネ ッ トワーク社会では、情報空間の拡大が

進み、そのことが人々の生 き方を変え、 したがって働 き

方 を変え、また職場との関わ りを変えてい く。企業社会

において も、企業人の意識改革が進み、さまざまな就業

形態や雇用管理が行われてい くもの と想像できる。その

具体的な形の一つが、今後なんらかの形で進化 してい く

ものと考えられるテレコミューティングによる就業形態

であろ う。

そこで、 これまで進め られて きた分散型オフィスの

実験事例 を通 じて、 日本型テレコミューティングがニュ

ーワークス タイル、ニューワークプ レイスの確立にむけ

ての課題について考えてみたい。そのこ とが、来るべ き

ハイパーネットワーキング社会 における 「企業 とそこで

働 く人々 との関わ り」をさぐるうえで参考にな りうるも

の と考えるからである。

1.志 木 サテライ トオフィスの事例

(1)現 状

(a)ニ ュータウンに二十…・世紀型 インテ リジェン

ト・オフィス

首都圏で も典型的なニュー タウン、埼玉県志木市。

東京の池袋か ら東武東上線で40分 位 の ところに柳瀬川

という駅がある。 この駅に隣接するビルの四階の ・角に

「志木サテライ トオ フィス」 とい う実験 オフィスがあ

る。といってもすでに第二実験期 間も終わ り、三年以上

も実績を積み重ねてきた立派な二十…一世紀型のインテリ

ジェン ト・オフィスだ。 このサテライ トオフィスが、プ
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ロジェク ト参加企業の応援 をえて、企業のゆ とり創造と

遊支援、そ して企業 と地域社会 を結びつける様々な試み

に挑戦 して きた。

(b)日 本型 テレコミューティングを求めて実験開始

日本で最初のサテライ トオフィスの志木での実験 は

米国におけるテ レコミューティング活動の研究がきっか

けとなった。 テ レコミューティング とは、簡単にいえ

ば、自宅にコンピュータ端末などを置いて在宅勤務する

事。今、米国ではこの新 しいワークスタイルが注 目を集

めている。 これは日本 でも、オフィス環境問題、ビジネ

スマンの通勤問題などを考えればIIEに朗報である。 しか

し、わが国でのテレコミューティング導入 についてはま

だ検討の余 地があ ると見 られている。

例 えば、 日本 にける企業の勤務慣行、住宅 誓手捕 など

の制約条件である。在宅勤務というス タイルが本 当にビ

ジネスマンにゆとりを与えるのか。それが現状では難 し

いのであれば、まず、企業の本社機能 を分 散させ ること

が最適ではないかとい うことになった。そのため、分散

型 オフィスの実態 を調査 するために、昭和63年5月 、

参加企業の共同出資による職住接近型オフィス 「志木サ

テライ トオフィス」 が実験的に誕生 した。

(c)人 、企業、地域 を活か し、ゆ とりを創造するた

めの実験 オフィス

現在、このプロジェク トに参加 している企業はオフィ

ス機器専門商社、ゼネコン、シンクタンク、情報通信サ

ービス会社 など6社 で、この企業群などか らなる 「志木

サテライ トオフィス研 究会」が組織 されてい る。

サテライ トオ フィスのテーマは、人を活か し、本来

の能力 をより発揮で きるワークス タイル とオフィス環境

を創造することにある。都市郊外に配置 し、本社業務機

能を効果的に分散 できる職住接近型オフィスの実現をめ

ざ している。先端OA機 器 と情報通信 ネッ トワークがこ

れら各オフィスの機能を支え、ゆとりある執務環境は人
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の活性化 を促すことが期待 されている。また、…・人一一・人

の豊かな暮 らしの創造が企業の活性化 に、そ して地域に

密着 した企業の活動がその地域の活性化 にそれぞれ貢献

で きる、ゆ とり創造の拠点づ くりをめ ざしている。

さて、以上 のようなテーマに もとついて行 われた実

験だが、どのようなオフィス環境の もとで、 どの ような

ワークスタイルが試みられているのだろうか。第二実験

期間 を終 えた段階 での様子 を見てみたい。

(d)個 室 とサ ロンの創造空間

サ テライ トオ フィスでは、将来のオ フィス として 目

指すべ き快適かつ機能的で、さらにオフィス内のワーカ

ーが相互 にスムーズ なコミュニケーシ ョンをはかれる環

境づ くりが試み られている。 しか もそれは、オ フィスが

単に 「作業を行 う」 とい うことではな く、場合 によって

24時 間勤務 も可能な 「生活空間」 としてのニューオフィ

ス形態の創造 をめざ している。

快適性 とい うことでは、ゆと りある使 い勝手の よい

ワークスペースが重視 され、また接触感の良い素材 ・色

彩を採用 した家具 ・備品類が配置 されている。例 えば、

カーペッ トの床が採用 されていたり、グ レアレス照明 と

タスクライ トの組み合わせによる高品位照明が施 されて

いる。 また、エル ゴノミックス(労 働環境]王学:)対応の

椅 子、デスクな どのオフィス家具が置かれ、快適性への

配慮 が隅々にまで行 き届いている。

このオフィスは、個室(セ ル)方 式 になってお り、

「ゆった りとした個室空間」で知的生産性 を高められる

反面、 とか く個室 に閉 じこもった作業にな りがち。そう

いったことをできるだけ改善 し、またオフィス内をで き

るだけ開放的にす るための配慮が なされてい る。例 え

ば、異業種間交流や リフレッシュのためのサ ロンが設置

され、 また ローパ ーテーシ ョンで よ り開放的 に したス

タッフブース、ガラスによる間仕切 りなどを採用す るこ

とで、 コミュニケーションがはか りやすい状況 をつ くっ
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ている。

(e)各 人各様 にニューワークス タイル を実験 中

さて、 どのようなワークスタイルが試み られている

かとい う点 については、参加企業から派遣 され、この実

験 に参加 しているメンバーの体験談 をインタビューなど

か ら紹介 してみたい。

まず、職住接近の環境 をつ くりだす ということで、

実験参加 メンバーの大半は、歩いて数分の ところにある

団地に住 んでいる。 フレックスタイム制だから出勤時間

はさまざまである。仕事の内容 も、社内報の編集から各

種企画の立案などさまざまである。企業 によっては課題

が与 えられた り、そうでない ところもある。

本社 に勤務 していた時 と同 じようにライ トオフィス

で 日常の業務 を処理 している人 もいれば、週3回 一'日5

時間、このオフィスで仕事をするメンバーもいる。なに

よりも電話、来客、雑用が少ないので、 「密度の濃い集

中時間が確保 で きて能率がア ップ してい る」 とい う。

「周 囲には上司 も部下 もいない開放感で効率 はグンと

アップ。一 日が26時 間になった ような気分」 というメ

ンバー もい る。

また中には、 「低血圧で朝が弱 いので、午前1トは比

較的、ボー としているが、午後になると、かな り仕事 に

集中で きる」 という人 もいる。 さらにまた、まず、服装

その ものか ら脱皮 しなければならない と考 えている人 も

いる。 「ビジネススーツを脱 ぎ、ポロシャツで仕事に と

りかかると、正直いってはじめは不安があった り、ス リ

ルがあった りで、なんとなく落ち着かなかった。でも今

は、このラフな服装がなんとも自然体で、快 適だ」とい

う。

出社 時間が 自由なわ りには早出の人が多い ようだ。

U社 のT氏 は午前8時 に出社 しているので、本社の同僚

が出勤する前 にひと仕事すませることができる。夕方は

人よ り早 く退社あるいは帰宅できるので、 「なんだか得
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をしたみたいだ」 という。そのゆ とりの時間を、オフィ

スのあるビルの階下にあるアスレチ ッククラブで汗を流

した り、スイミングプールでひと泳 ぎして、帰宅する人

も少な くない。

また、 「本社のあるオ フィス街 では外食 だったが、

ここでは家庭の昼食、夕食が とれる。経済面ばか りでな

く、家族 とのコミュニケーション面で もよい」 と好評。

また、家族(妻)に とって も、 その ような ことが父

(夫)の ワークスタイルを見直す またとない好機 となっ

ている ようだ。

(2)課 題

(a)ニ ュー ワークス タイルへ不安 と戸 惑い

もちろん、 よいことづ くめではない。大 部屋'スタイ

ルの本社 オフィスでの執務 になれてきた人には、いささ

か戸惑いがあるようだ。仕事のや り方 はい うまで もな

い。本社の.ヒ司、同僚、部下との コミュニケー ヨンの仕

方に して も、実際やってみると、やや勝 手が違 うよう

だ。例えば、 「本社の同僚の顔が見えないので、同僚が

どんな仕事をしているのかわからず、不安 だ」 とい う声

もあ る くらいだ。

しか も制約が少ない環境なので、仕事 に没頭 して し

まうと、 「時間を忘れて、ついつい残業 しがち」 という

声 も聞かれる。サテライ トオフィスでは、 自分の仕事 を

自分で管理 して、 自分の裁量で遂行 しなければならない

か ら、 「与え られた仕事を与えられるままに仕事 をして

きた人」だと、自分な りのワークスタイル を見 い出すま

でには少 々時間がかか りそうだ。そのためか、現状 で

は、サテライ トオフィスと本社 を使い分けている人 もい

る。

(b)企 業意識が変われば、オフィス も変わ る

さて、以上の ように、体験者 のなかに多少の不安や

戸惑いがあるものの、第二実験期間を終えるまでに、サ

テライ トオフィスでのメリットとして、 「知的生産性の
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向上」、 「自由時間の増加」(通 勤時間の短縮)、 「精

神 的なゆ とりの創造」な どが確 認 されている。

そのため、サテライ トオフィスを前提 とした業務連

絡管理システムや人事評価システムなどを設けるなどし

て、本社側(企 業)が 制度 としてサテライ トオフィスの

分散を取 り上げれば、現状でも本社機能の分散化は可能

ということだ。ポイントは企業 および企業人の意識がサ

テライ ト勤務に踏み切 ることであ り、意識が変われば、

分散化は より可能 とい うこ とになろ う。

(c)分 散型 オフィスの実験的展 開は、E体 のビジネ

ス慣行 に対す る大 きな挑戦

企業意識が変わる といって も、そう簡単ではない。

従来の企業の大部屋型のオフィス(職 場)で 社員は時間

で管理 され、仕事量の達成率や執務態度で評価 されてき

た而が少な くない。 ところが、今後、サテライ トオフィ

スのような分散型オフィスが増えて くると、企業は、大

企業、中小企業 を問わず、職場 を創造空聞 として とら

え、仕事の管理は社員個人に任せてい くことがますます

必要になって くるだろう。それだけに、分散型オフィス

の実験的展開は、仕事 のや り方 とか人事の管理や言師1iの

仕方など、従来の 日本 のビジネス慣行 に対する大きな挑

戦 といえそ うだ。

2.安 曇野 リゾー トオフィスの事例

(1)現 状

(a)リ ゾー トライフとニュー ワークスタイルの融合

をめざす リゾー トオフィス

東京か ら車で も電車で も約3時 間の長野県穂高町。

ここは全国…のわさび産地 として有名だ。長野県の太糸

線 の穂高駅か ら車で約15分 。常念P;を 望む標高約950メ

ー トルの斜面 に、温泉 を引 いた二階建 て貸別荘が26棟

並んでいる。 これ らの別荘は リゾー トビジネスを手掛け

るリゾー ト施設会社が管理 ・運営 しているものだ。この
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別荘群の一一角 に2棟 のコテージからなる安曇野 リゾー ト

オフィスがある。周辺には、テニスコー ト、ゴルフ場な

どが 点在 し、 リゾー ト施設 としての環境には優れている

ところだ。

サテライ トオ フィスが職住近接型のオフィス空間で

あ るとすれば、 リゾー トオフィスは、豊かな自然環境の

中で リゾー トライフと新 しいワークスタイルの融合 をめ

ざ した磯遊近接型のオ フィス空 間である。昭和63年9

月、熊本県阿蘇山麓(阿 蘇郡久木野村)で 、異業種4社

に熊本県を加 えた5つ の組織によって日本で初めての熊

本 リゾー トオフィスの実験が行われた。 この実験 を皮切

りに、平成元年10月 か ら長野県南安曇野郡穂高町で安

曇野 リゾー トオ フィスの実験が、同年の翌11月 か らは

北海道磯谷郡蘭越町でニセコリゾー トオフィスの実験が

それぞれ1年 をかけて行われた。

(b)リ ゾー トライフの定着がワークスタイルや余暇

の過 ご し方 を変 える

リゾー トオフィスの コンセプ トにおいて、 リゾー ト

地は遊んだ り、 くつろいだ りす るところ、オフィスは仕

事 をするところと単純 に分けて考えられてはいない。む

しろ、 リゾー ト・コテージや周囲の環境にそういった両

面での複合的な機能を持たせる。仕事 をしたい ときはす

る、遊びたい ときは遊ぶ、家族 と過ご したいときは、そ

うする。朝起 きて、お天気 を見 て仕事 をす るか判断す

る。 リゾー トオ フィスは、この ようないうなれば、 「晴

耕雨読」の ようなライフスタイルやワークスタイルの融

合 をめざしている。新 しいライフスタイルが ワークスタ

イルを変え、その新 しいワークスタイルが余暇の過 ごし

方 を変えるとい うものだ。

晴耕雨読 の ようなライフスタイルや ワークス タイル

が仕事の創造性 にどのような効果や影響があるのか。な

んらかの効果があるとすれば、ユーザーとしての企業や

企業人にそういったリゾー トオフィスを活用 したいとす
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る意向(ニ ーズ)が あるのかどうか。ユーザー としての

企業や企業人がそういったリゾー トオフィスでの勤務 を

活用す るためには、またそのようなワークスタイルが社

会的に認知 されるためには、どの ような条件整備や意識

改革が必要か。そういったことを参加団体の体験者 のモ

ニタリングを通 じてさぐってみようというのが、 リゾー

トオ フィス実験のね らいである。

さて、その実験のモニ タリングだが、い ったい、ど

の ような人がどのような使い方をして、 どのような1愁思

をもっているかをみてみたい。

(c)「 ああだ、 こうだ」 と楽 しい議論、時 には思 わ

ぬ アイデア も

この実験 に派遣 されて きたモニターは、ほとん どが

研 究開発や企画業務 を行なうビジネスマンである。例 え

ば、Aさ んたちは電話通信会社の通信システム部員だ。

総勢6名 、一週間滞在の予定で安曇 野 リゾー トオ フィス

にやってきた。まず、彼 らの 日課 をおってみることにし

よう。6時 起床 したシステム課長のA氏 がステ レオ音楽

を鳴 らす。7時 頃になると全員が起床 し始める。A氏 は

料理が得意 で、 この時 とばか りに腕 を振 う。 リゾー トオ

フィスでの仕事は、VANやLANの ネッ トワークづ く

りの資料 をイラス トでつ くることだ。なにをどう表現す

るかで議論 を開始。 まとまった もの をイラス トで表 わ

す。最後 には、皆で手分けを して色づけを行な う。 とこ

ろで、食事 は毎 日3食 一週 間分 のメニ ューをA氏 が決

め、皆で分担 した。夕方には、町に車で買い出 し。夕食

時は、 ビールで歓談。8時 頃から、仕事の議論 を開始。

就寝の12事 頃、備 え付けの温泉 にはいるのが楽 しみ と

なる。 こうして、5日 日頃には、目的の仕事の8、9割

がで きた という。

これは、いわゆる 「合宿」で成功 した事例 であ る。

このように仲間 と仕事 と生活 を同 じ屋根の下で行 なうの

で、仕事仲間の意外な側面、才能などを発見す るきっか
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けにな り、またそれが、仕事に活かせることもしば しば

ある ようである。

(d)邪 魔が入 らず集 中で きるが、時には話 し相 手が

いて もいい

この ような使 い方に対 し、一・人で じっ くりとりくむ

かたちもある。M氏 は総合オフィス機器商社の総合 エン

ジニアリング事業部長さん。さきのA氏 と同世代のせい

か、6時 起床である。小鳥がさえずる爽やかな周囲の環

境 も無関係ではなさそうだ。 レンタカーで穂高町 まで

行 って喫茶店で朝食 をとる。本社始業に合 わせ、9時 に

仕事 を開始する。宿題は、新設問 もない同事業部の管理

手法づ くり。午後1時 半過 ぎぐらい まで仕事 を してか

ら、昼食がてら、穂高町内の禄 山美術館へ行 く。彫刻 を

ゆっ くり味わったの ち、3時 半過 ぎには再 び仕事 につ

く。

貝類 の缶詰め をおかず にパ ック入 りごはんで夕食 を

とる。 「一人で食べる夕食はさび しいですな」 とM氏 。

時には議論や話 しの相手が必要 といったところか。夕食

後 、再び仕事 につ く。10時 半まで仕事 を して、11時 半

には就寝。滞在中の本社からの電話 は3回 だけであ り、

また、勤務時間は 「実働8時 間と、本社にいるのとほぼ

同 じだった」 とい う。

(e)上 司がいない分、 自分で自分 を管理 する自己管

理が必要

もう一つの コテージには、ゼ ネコン会社の本社開発

設計課に勤めるSさ んとOさ んが大規模計 画を練 るため

に滞在 している。 「本社 にいては浮かばないアイディア

が出そうだ。せめて十 日はいたい」 とい う。環境にな じ

んでエンジンがかかるまでには多少 の時間がかかる とい

うのだ。

滞在 中、午後には近 く.のゴル フ場へでかけることも

ある。 「こんなところは同僚にうらやま しがられるか も

知れない。で も、上司がいない分、 自己管理は大変 じゃ
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ないかな」 ともいう。分散 オフィスでの新 しいワークス

タイルの確立のためには、自分で自分 を管理する自己管

理の確立が必要不 可欠 とい うこ とか。

(f)画 一的発想か らの脱却 をねらうリゾー トオ フィ

ス効果

ここで、 リゾー トオフィス効果なるものを考 えてみ

よう。 リゾー トオフィスのプロジェク トメンバーとして

調査研究 を続けてい る東条寮氏に よれば、 リゾー トオ

フィス効果 とは企業 と個人の双方の視点か ら、 しか も短

期的ならびに長期的なものに分 けられるという。それを

表で表わ してみると、付表(P32参 照)の ようになる。

まず、短期集中促進効果 とは、例 えば、ある課題に

対 し、短期 間で良質なアウ トプッ ト要求がある場合、リ

ゾー トオフィスにおいて、種々の束縛(時 間、空聞、規

則 など)か らワーカーを自由にすることにより、良質の

アウ トプ ッ ト成果 を期待 で きるような効果である。

人づ くり支援効果 とは、 自然環境 という非 日常空間

でボーとした り、地域の人 と交流 を深めた り、異業種の

人たちと気 ままな議論 を楽 しんだ りする。そうす ること

により、従来の企業パラダイムから離れ、新価値創造の

ための手法 を学習で きる効 果であ る。

個人の視点か らのニュー トラル効果 とは、車のニュ

ー トラル状態 を文字 っている(な ぞ らえて) 。ギアの入

りっ放 しの 日常生活か らいったんニュー トラルにするこ

とにより、 リフレッシュ効果が促進されるとともに、そ

れまでの自分の生 き様、働 き様に対す る深い洞察が生 ま

れる効果である。

最後に、気づ きの効果 とは、問題発見能力の向 ヒ効

果とも言い換えられる。つま り、非 日常性による環境刺

激(転 地効果)が ちょっとした気づ きを促進するのであ

る。

(2)課 題

(a)ソ フ トサー ビス面の向上 と企 業意識の変 革:が課
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題

さて、以上 のように、 リゾー トオ フィスの3つ の使

い方についてみて きたが、 この他 にもさまざまな使い方

があるようである。また、実験段階で不 十分に感 じた使

い勝手、例 えば、OA機 器のメーカー選択の問題、ケー

タリングサービスによる食生活の充実、秘書機能などの

ソフ トサービス面の向上 も大 きな課題 だ。

モニ ターの総評 と しては、電話、来客 などの割込み

がな く、煩損な社内業務か ら解放 され、 自分のペースに

合わせ た仕事 がで きる ところが よい としている。 こう

いったところが、 リゾー トオフィスの利用ニーズ を支え

ている ようであ る。

反面 、長期 間、会社 を離れることで、 「コミュニケ

ーション ・ギャップが生 じないか
、勤務銅 面が どのよう

に行われるのか、自己管理ができない、 リゾー ト環境に

な じめない」 といった不安や悩み もモニ ターか ら出た。

サテライ トオフィスの場合 と同様 に、この辺 に分散型オ

フィス共通の課題 があ るようだ。

いず れに しても、分散型オフィスが 日本 の企業社会

に定着す るためには、以上のような分散型オフィスの実

験的展 開のなかで、仕事 のやり方とか人事の管理 ・評価

の仕方など従 来の 日本の ビジネス慣行の見直 し、そ して

企業人 自身の意識改革な どが同時に行われては じめて可

能 になる とい うこ とだ ろう。
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〈付表:リ ゾー トオフィス効果 〉

企業の視点 個人の視点

短期的

効 果

短期集中効果 ニ ュー トラル効果

(リ フレッシュ効果

と洞察力効果)

長期的

効 果

人づ くり支援効果 気づ きの効果(問 題

発見能力の向一ーヒ効

果)

3.ニ セコ ・リゾー トオフィスの事例

(1)現 状

(a)リ ゾー トオフィス ・ヴィレッジの形成 をめざす

ニセ コ ・リゾー トオ フィス

千歳空港か ら車で約2時 間、特急電車 だと約3時 間

ほど行 ったところに、道内でも有数のスキー リゾー ト地

として知 られるニセコ高原がある。この地は、 「ハイグ

レー ドヴィラ」 という別荘地として開発され、エ リア内

に立地するペンシ ョン群、貸別荘群は多 くの人たちに親

しまれている。また、近隣には、モイワ、アンヌプリ、

東山、ヒラフ、 ワイスのスキー場のほか、ゴルフ場、テ

ニスコー ト、温 泉な どの施設が数多 く整備 されている。

この一角 に、地元の企業などを中心に して進め られ

てきた実験 オフィス 「ニセコ ・リゾー トオフィス」があ

る。 このオフィスを拠点 に、長期滞在型のサテライ トオ

フィス群が らなるリゾー トオフィス ・ヴィレッジの実現

可能性を探 ろうとい うものだ。 ここでは安曇野 リゾー ト

オフィス とはややおもむきを異に したニセコ ・リゾー ト

オフィスの事例 を紹介 したい。

今 回のニセ コ ・リゾー トオ フィスの実験 は、北海道
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内の自治体、団体、企業 を中心に道外の企業 を加えた総

勢10社 か らなる北海道 リゾー ト研 究会によって行 われ

てきた。実験のねらいとしては、北海道の広大な自然や

四季の変化、冷涼な気候、 さらには近年活発 になってい

るリゾー ト開発への動きなどを背景 に、北海道独 自の資

源や地域特性 を活か し、知的生産 と人的交流に適 した新

しい企業活動の場の研究開発 を進めることを主眼と して

いる。実験研究においては、研究会の参加企業 ・団体の

スタッフが リゾー トオフィスワークのモニター体験 を通

じて、個人、企業、サービス(シ ステム)の 各視点か

ら、リゾー トオフィスの事業化 に向けたそれぞれの検討

が行 われた。

(b)熟 年夫婦の管理す る 「リゾー トペンシ ョン ・オ

フィス」

ニセコ ・リゾー トオフィスのある建物のヒュッテは、

同 リゾー ト研究会の事務局 をつ とめる地元民のシンクタ

ンクの関連会社が所有するもの。 もともと保養所だった

ところへ、今 回の実験 プロジェク トで ヒュ ッテの内部

(ソフ ト)を 全面改装 した。そのため、このヒュッテは

…見 した ところ、安曇野 リゾー トオフィスの建物 とそれ

ほ ど変わ らないが、内部は地」二lr三階、地下一階の内部充

実型の建物 となっている。ヒュッテの内部全体 は職住 一'

体型で、 しかも共同生活型の空間仕様 となっている。一一

階にはオフィス&ミ ーティングスペースが、二階には.三

つの個室(寝 室)と サロンとダイニングが、.・…階には多

人数のための宿泊スペースがそれぞれ設けられている。

地下一階には、温泉をひいた浴室が設けれ、快適な リゾ

ー ト生活 を過ごすための機能が施 されている。

ニセ コ ・リゾー トオ フィス には、ほかの リゾー トオ

フィスにない特徴 がもう一一つ隠 されている。 それは、

ヒュッテの管理人たる熟年夫婦の存在だ。ユーザーが仕

事に疲れた り、気分転換 をしたい時などに、 ・階の管理

人サロンにいるご夫婦が、なにげな く雑談に応 じて くれ
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るなど、つかず離 れずのサ ービスに努 めている。そ う

いった意味では、さ しずめ 「リゾー トペンシ ョン ・オ

フィス」 といったところだ。

(c)道 内の企業 を中心 に、 リゾー トオフィス を自分

たちの仕事場 と して活用

さて、今 回の実験への参加企業が道内 と道外の企業

の半々ずつであったので、当初はどちらか と言えば、道

外の企業がユーザーの立場で、道外の企業がサ プライヤ

ーの立場におかれるのではないかと予想 されていた
。 と

ころが、現時点での評価は、道内企業の利用－Lの舗lliが

高 く、道外企業の評価 が比較的低い というのが現状 だ。

例 えば、札幌 などの企業で、仕 事の成果があが った

という評価が非常に高い。実験 は平成2年12月 で終わっ

ているが、現在で も、実際使 っている道内の企業や個人

が多い。そういう意味では、 「道内の企業か らのニーズ

が多 くて、 自分 たちの仕事場として活用す るという感度

が高い」 という。例 えば、研究開発 を中心 にやっている

企業では、プロジェク トチームの合宿の場 として活用 し

ているようだ。本社の仕事場でやるよりは、はるかに効

率が良い し、集中的な思考ができて、深い考察ができる

とい うことで好評だ。

リゾー トオ フィス を合宿 の場 と して よく使 うと言う

H氏 は、 「自分たちは比較的良 く使いこな しているとい

う感 じだ。 もともと道産子だか ら、まわ りの環境 にはな

じみやすい。例 えば、ついたその日の昼は、スキーをし

て、夜 はミーティングをやる。翌 日の午前中はスキーを

して、午後は ミーティング、夜 はお酒 を飲みなが ら歓

談 をしたりとい うように、きわめて自由に時間を使 って

いる」 とい う。

(d)個 の状態 になれば、 ときには違 った効 果 も

しか し、 「リゾー トオフィスは、個人で使 ったほう

が効果があがる」 という意見 もある。そう語るのは、今

回のプロジェク トの推進役 のひとりであるY氏 。個人的
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見解 だと断って、Y氏 は次のように言 う。 「グループ利

用でも良い面は大いにあるが、 ともすると、職場の延長

であった り、仕事の延長であった りで、思考の範囲が限

られて くるのではないか。むしろ、個の状態になること

が重要だ。一人になると、精神的な拘束がとれ、感覚的

に変化 して、 リラックス効果が高いのではないか。大部

屋での仕事の慣行は、あ る程度までそれな りの効果はあ

るだろう。 しか し、発想力 とか創造性が求め られて くる

と、そうもいかな くなるのではないか。」

そ ういうY氏 は、ほ とんど一ーーi人で リゾー トオフィス

を利用 している。Y氏 は、リゾー トオフィスの基本的命

題 とい うのは、いかに個々人が時 間による自分(自 身

の)管 理か ら自分 自身での自分管理に移行で きるかであ

ると考 えているか らだ。

(e)自 然環境は都会人に とって大 きな刺激

ところで、道外の企業の利用だが、現実問題 として、

ニセコリゾー トその ものへのアクセスに時間がかか り、

時間的な制約 もあ ってか、平均滞在 日数は3泊4日 と

いったところだ。そのため、北海道といった環境 にな じ

むのにはもう少 し時間が必要なのか も知れない。 しか

し、それでも、なかには、家族同伴で、 じっくり腰 をお

ちつかせる、道外企業の リゾー トオフィス ・ワーカーも

いる。

例えば、K氏 は、東京の虎 ノ門のオフィスに通 うサ

ラリーマ ンだ。彼の会社が リゾー トオフィスの実験 に参

加 してい る関係 で、昨年 の夏にモニター と して参加 し

た。K氏 は滞在 中、その 日の天気 などに応 じて、仕事 と

子供たち との遊びのスケジュールを組 んだ。昼間の仕 事

時間はだいたい3、4時 間。朝、昼、夜の3回 、必ず、

パ ソコン通信で会社 との コミュニケーションをとるよう

に した。

仕事の合 間には、二人の子供たち と遊ぶ時間をとる

ことも忘れない。近 くにある大沼、神仙沼、長沼な どを
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子供たちと散策 して楽 しんだという。K氏 によれば、自

然のなかには都会にはない刺激があるとい う。 「仕事の

手 を休め、ふ と耳をすませば、小川のせせ らぎや、虫の

音がきこえ、静寂 も一つの刺激だ。仕事の途中にパ ソコ

ンから目を離せ ば、山肌 を滑 りお りる雲の影 を眺め られ

る。こんなことは、都会では考えられません」 という。

このように、北海道の自然環境は滞在者にとって大 きな

刺激 とか転地効果を もた らしているようだ。

(2)課 題

(a)仕 事場 の環境 を変化 させ 、さまざまな出会 いが

あ ってこそ リゾー トオフィス

「リゾー トオフィスの効用 というものは、仕事場 の

機能はその ままに、仕事場内外の環境 を変えることにあ

る と思 う。だか ら、そこには、 さまざまな出会いがあっ

ていいと思 う。自然 との出会いばか りでな く、 さまざま

な価値観を持つ人々との出会い もある。」 と語 るのは、

S氏 。 日常生活のなかで体験できない、地域の文化 や、

それらを形づ くってきた人々との出会いも重要 な環境資

源だとS氏 はいう。道産子のS氏 自身、当た り前 と思 っ

て きた北海道の 自然を、今回の リゾー トオフィスの実験

を通 じて、見 直す きっかけにな ったそうだ。

そ して、S氏 は、 「ゆ とり創造の1時代 とかいわれて

いる今 こそ、北海道という地域性 を仕事とか仕事のや り

方に活かすチャンスだ。つ まり、過疎を逆手に とった発

想だ。 ゆとりある空間は、ゆとりある発想 を生み出す。

人 と人 とのふだんの仕事上のコミュニケーシ ョンはニュ

ーメディアで充分。必要に応 じて、街に出れば よい」 と

い う。

(b)ゆ と り創造の時代 こそ、北海道 とい う地域特性

を仕事 に活かす

実際、北海道では、そ ういった会社があ らわれは じ

めている。例 えば、東京にあったZと いう設計会社は、

「東京 は創造的な仕事をす るところではない」 と帯広付
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近のある廃校 になった小学校を借 りて、そこに本社 を移

したという。彼 らは、そこで実際に仕事 を してお り、海

外 での仕事の ときは帯広空港か ら成 田を経由 して、外国

へ行 っている。このように北海道を足場 に して、世界 を

相手 に仕事 をする人々がではじめてい る。

もう一つユニークな会社の動 きがある。北海道のベ

ンチ ャー企業の雄 といわれているBと い うコンピュー

タ ・ソフ ト会社が札幌にある。 この会社は海外 のプログ

ラマと契約 を結んで、仕事のネッ トワーク化 をはかって

いる。契約者の勤務地は電話回線のあるところなら世界

中どこでも自由で、年俸制 をとっている。少数精鋭のソ

フ ト会社なので、そういった斬新的な展 開をはかれる面

もあろう。 しかし、すでにこのような企業があらわれは

じめているのである。

(c)変 われる人か ら変わ り、変われ る組織 か ら変わ

るニュー ワークス タイルの息吹 き

最近 よく聞かれるテ レコミューテ ィングの コンセ プ

ト 「離れていても、できる人」は、今後 の就労形態のキ

ー ワー ドといわれている。それはまた、北 海道で は、

「札幌ではな くても、できる人」 という意味をもとう。

仕事 をはさんだ企業 と個人 との関係 をどの ように変え

てい くかで、 ワークス タイルとか、そのシステムは変

わってい く。 日本の企業社会の全体 がそ ういった動 きを

示すまでにはまだ時間がかかるかも知れない。 しか し、

業種、業態、規模の大小 を問わず、変われる企業人は変

わってい る。変われる企業組織 は変わっている。

そ ういった意味では、サテライ トオフィスや リゾー

トオフィスなどの実験はこれらの動 きの 一つの きっかけ

になっている。ニセコ ・リゾー トオフィスやそれをめ ぐ

るい くつかの企業の動 きに、新 しいワークスタイルの息

吹 きを感 じとることがで きよう。
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4.ま とめ一 日本型 テレコミューテ ィング確立 にむけ

て

(1)課 題

以上の事例 を通 していえることは、分散型オフィス

(テレコミューティング)の ための施設 ・設備や技術が

先行 して、それ らを使い こなすだけのノウハ ウ(経 験

等)、 ソフ ト的対応 ノウハ ウが追いつかず、それらの蓄

積が企業側 も社員側 も不充分 な状況にあ るように思 え

る。その主要な原因の一つは、これまでの人事管理思想

が、時代 とか社会 を反映 した 「企業経営者 と社員 との主

従関係」にもとつ くものであったからであろう。双方向

に意思疎通が行 なえる情報社会化 しつつある今 日の社会

においてもなお、人事管理 の方法は遅 々と して変わら

ず、従来の人事管理思想が企業や社員の意識の中に根強

く支配 しているようである。 したがって、 「それらの人

事管理思想 を……」 と大上段 に振 りかぶるつ もりはない

が、身近な人事(雇 用)管 理方法 とか職場(就 業)環 境

をすこ しずつでもよいが着実に改善 して、そ して目標 と

しては根本 から変えてい く必要があろう。そうしない限

り、ハイパーネッ トワーキング社会 に至 らぬどころか、

現在の日本 の企業社会 さえ瓦解 して しまうのではないか

と考 える。

(2)提 言

そこでここでは、分散型 オフィスの実験事例か らえ

られる教訓 をふまえて、ハイパーネッ トワーキング型企

業社会 に向けて、これか ら出来 うる企業の就業環境改善

に関する3つ の提案 を したい と思 う(図 参照)。

(a)自 律性 を育む就業環境づ くり

先ず、就業者の 自律性 を育 む企業(経 営)体 質ある

いは就業環境づ くりが必要である。就 業者 に仕 事をさ

せ、そ して会社をもうけさせ、会社 を成長させ るには、

迂遠なや り方で時間はかかるが、社員の自律性 を育てて

創造力 を高め、下か らの盛 り上が りが 可能 となるよう
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に、社員ひとりひとりの レベルアップをす ることが、や

は り企業発展 の王道ではなかろうか。

(b)就 業者へのゆ とりの導入

第2に 、就業者のゆ とりを育む環境づ くりが必要で

ある。 ここでいうゆとりとは、時間的、空 間的、精神

的、そ して経済的なゆとりの導入である。例 えば、時間

的なゆとりとは フレックスタイム制、自由休暇制度、 フ

レックスデーな どである。空間的なゆとりとは職場の快

適 な環境づ くりに注力す ることである。一ーー一日24時 間の

うち3分 の1以 上 を職場です ごすわけであ るか ら、 オ

フィス、職場 の住空間がまず重視 されることが必要であ

ろう。精神的なゆ とりとは、空間的な もの と関連す る

が、精神 的に働 きやすい職場 とか、遊びこころのある職

場づ くりに努 めることである。そ して経済的なゆ とりと

は、社員 とその家族のライフスタイル とも関わるが、単

に給与額 の相対的な多寡のみならず、仕事の量 ・質的な

内容や達成度 からみて納得 ・満足の得 られる柔軟 な給与

査定システムが導入 されていることである。

(c)就 業者への しなやかな対応

策3に 、 しなやかな経営体質づ くりが必要である。

例 えば、 とか く人事制度、福利厚生制度などは、社員全

員の平均値にあわせてつ くられやすい。平均値では、意

欲のある人の芽をつみ とって しまった り、個性豊かな人

を活か しきれない場合がある。そこで、無理な く可能な

限 り、個 々人 に対応で きるしなやかな制度 ・システムづ

くりをめざす ことが必要である。

おわりに

一 「自律性、 ゆと り、 しなやか さ」がハ イパ ーネ ッ ト

ワーク型企業社会構築への鍵一

さて、以上の ような企業づ くりに努めている企業 で

あれ ば、ハ イパ ーネ ッ トワーク型企業社会 にならず と

も、現在働いている社員が末永 く定着 したいと願 ってい
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るはずである。 しか も、そのようなことに努めている企

業であれば、その会社に入 りたい と思 う新卒者、転職者

も多いはずである。 もちろん、その ような企業では、女

子、高齢者(パ ー トを含む)、 障害者 の働 きやす さな ど

も考慮 しているだろうし、異文化 をもつ外国人にも対応

で きる普遍性 をもち備えているはずである。 しかも、そ

の人たちをも充分活用で きているはずである。残念なの

は、そういったことを実践 している企業が現実にはあま

りにも少 ないことである。

この ように考 えて くると、社員 の自律性 を育み、社

内にゆとりを導入 し、社員に しなやかに対応する企業の

姿勢 こそ、迂遠的なや り方で時間はかかるが、ハイパ ー

ネッ トワーク型企業社会 に通 じる王道ではなかろうか。

それどころか、この ことは、大企業、中小企業 を問 わ

ず、今後、企業の生 き残 りの条件 になってい くはずであ

る。 よくいわれる 「人は強 くなければ生 きていけない。

優 しくなければ、生 きていく資格がない」(R.チ ャン

ドラー)と いうことは、企業についてもいえることなの

である。

参考資料:

大場泰博 「ゆとり創造と企業の遊支援」(全 国地方銀行協会)

『営業店管理者」平成3年1～7月 号連載)

大場泰博 「中小企業の人材確保対策に思う」(茨 城県中小企

業団体中央会 『中小企業いばらき』)
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図 ハ イパーネ ッ トワー ク型企業づ くりへの戦略視点
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1-2マ ル チメデ ィア時代の 中小企業 とモ ノづ くり

1.企 業家精神 とハイパーネ ッ トワーク社会

企業家精神 －ENTREPRENEURSHIPは 、革新 を求

め、且つそれを実際 に遂行 で きるような精神的能力特

性のことを一般に さしているが、ひ らた くいえば新 し

い革新的なことを行 うチ ャレンジ精神の ことである。

近年、企業家精神 が着 目されて きた背 景には、①

企業の吸収 ・合併 や財テクな どによらず、本業重視の

なかで、革新的な経営行動 を行 うことが重要 になって

きたこと、② 大企業病克服 のために社内ベ ンチ ャーや

分社化が図 られているものの、その リー ダーには、企

業家精神 を持 った社員が必 要であ ると認識 されてきた

こと、③ 日本 と欧米 との経営行動の比較において 日本

経済のパ フォーマ ンスの良 さの要因が企業家精神 にあ

ると認識 されつ つあるこ と、 な どがあげ られる。

ここで、 中小 企 業 にお ける企業 家精神 をと りあげ

るのは、以上① ～③の要因のためだけでな く、中小企

業であるための要因、すなわち大企業のみならず 中小

企業では、個人の多様な能力の創造的発揮の場 として

の中小企業が、労働力不足 のなかで 一一層 認め られつつ

あることの理由に よる。中小企業はこれ まで、大企業

と比較 して経営資源 の制約 が多いなかで、唯 一・の資源

である経営者、従業員の能力発揮が企業の成 長の鍵 を

握 っていた と思われる。経営者の多様 な能力の発揮が

そのまま企業 を大 きく成 長 させて きた。現在の労働力

不足の状況下 においては、ひ とりひとりの従業員、経

営者の能力発揮が これまで以上 に必要 とされている。

企業家精神 を持 った多様な層 か らの新規参入 とビジネ

スの成功物語 一サ クセス ・ス トー リィが、産業社会 を

リー ドして きた とするならば、ハ イパーネッ トワーク
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社会 とは、企業家精神を持った人々の輩出を許容 し、

情緒的にいえば元気な中小企業が多 く存在する産業社

会であると他方からはいえるだろう。

2.東 京にお けるモ ノづ くりネ ッ トワークの現状

(1)減 少 しつつあ る小 規模製造業

東京 における工 場 は約8万 件が立地 してお り、従

業者は86.6万 人、出荷額は23兆 円に達する。東京の工

場 数は、昭和40年 以降増加 して きたが、58年 をピー

クに減少 に転 じている。昭和30年 代後 半からは、従業

員 規模 が20人 以上の比較 的規模 の大 きい企 業が減少

し、4～19人 の企 業 も昭和44年 をピークに減少傾 向

にあ る。 ところが、 これまで増加 していた1～3人 ク

ラスの企業は昭和60年 以降から減少傾 向にな り、近年

は急激に減少 しつつ ある。これまで、移転や分工場 の

設 立 とい うか たちで東京都以外 に工場 立地 して きた

が、昭和60年 以 降は地価高騰、労働力不足 に よりそれ

まで生 き残 った小規模工場 の転 業、廃 業を促 しつつあ

る。

①小規模企業 の休 業 ・廃業の事例

新 規参入 を上 回る廃業 に より、工場数 が激減 して

いるなかで、企業家精神 にも変化 がみ られつつある。

経営者の高齢化 、土 地の高騰、労働力不足 に より、事

業 の継続 をあ きらめた り、チャレンジ精神 を失いつつ

ある人々 も増 えつつあ る。

ここではこ う した休業 ・廃業意 向 を持 つ企業 の事

例 について紹介 してお きたい。

〈廃業 した企業 の事例 〉

鋳 造用木型 製造 のA社(渋 谷 区恵比寿 、従業 者1

人)は 、大手ポ ンプメーカーか ら注文 を受 け、ポンプ

の心臓 部分 にあた るプロペ ラ(羽 根)の 鋳造用木型 を

製造 している。 プロペ ラは、 一定の水量が流 れるよう

に加工す るため、熟練 した技術 が必要 であ る。A社
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は、戦後 シベ リア抑留か ら帰 国 した経営者 が創業 した

もので、か っては職人 を数人つかって大手 ポンプメー

カーにはな くてはならない協力企業であったが、今 で

は経営者一人に減 り、注文があればつ くる程度の仕 事

を していた。経 営者 も70歳 を超えて高齢 にな り、後継

者 もいない ことから、ちょうど作業場の借地の地 ヒげ

もあって平成3年 秋 に廃業す るこ とになった。

〈休 ・廃業意 向を持つ企業 の事例① 〉

医科機材 製造 のB社(文 京 区 千石 、従 業者1人)

は、医療問屋 か ら注文 を受 け、手術用の糸 を通 した針

をはさむ持針器 を製造 している。持針器は手術する箇

所 によって違 う種類 の持針器 を利用 し、 しか も手術す

る医師によって くせがあ るので、特別注文にならざる

をえない。B社 で は、ステ ンレス を加工 して'品 ・品

を手作 りで製造 してお り、1日1個 、1か 月で約30個

程度 を製造 している。細かい作業 と修行 の期 間の苦 し

さのため に、若 い人 は定着せ ず、職 人が減 りつつ あ

る。B社 で も息子がいるもののサ ラリーマ ンであ り、

後 を継 ぐ意思がないため、経営者は 「事 業の継続は困

難iで、 自分の代 で終わ りであろう」 と考えている。現

在72歳 の経営者 は、受注があ る限 りはあ と数年 は仕 事

を続 けるつ もりである。

〈休 ・廃業意 向を持つ企業 の事例② 〉

ラタンいすの製造のC社(足 立 区本木 、従業者1

人)は 、問屋 か ら注文 を受 けラタンのイス、ソファー

を製造 している。原材料 のラタンを加工する作業は手

作業がほとん どであるが、実入 りも少ないため職人 自

身の数 も減 りつつある。業界 では50歳 代 のC社 の経営

者が若手 と呼ばれ るほどで、修業 の間も我慢が必要な

ため、若 い世代 の職人が入 らな くな りつ つあ る。 ま

た、経営者 の家族 にも娘 しかお らず、 「安い海外 製品

が輸入 で入 り、 この産業 自体 もこの まま しぼ むだろ

う。後継者 もいないので、 この企業 も自分 の代 でお し

44



ハイパ ーネ ッ トワーキ ング社会の社会構 造一新 しい社会の イ メー ジを求 めて

まいだろう」と考えている。

いずれに しても、これまで大企業を底辺で支 えて

いた高度な精密加工の技術力が高齢化 とともに技術革

新が遅れ、また経営者 をひっぱってきた企業家精神も

うすれつつあるといえる。

②事業継続の意向が うすれつつある小規模企業の

事例

はっきりした休業や廃業には至 らないまでも、今

後のことを考えると、事業継続意欲が薄れている企業

も多い。

ここではそのような企業の事例 を紹介 してお きた

いo

<後 継者がいないために事業継承意思が薄れてい

る事例〉

鋳造用木型製造のD社(品 川区西品川、従業者2

人)は 、大手ポンプメーカーから注文を受け、ポンプ

用の胴体 とプロペラを除く部分の鋳造用木型を製造 し

ている。一品一品の手作 りの確かな技術力で長い間信

頼 され、今ではメーカーの協力会(40社 程度)の 中

心的な企業である。先代(現 社長の父親)の 頃は、職

人を10人 近 くつかっていたが、今では経営者と職人

の計2人 である。従来の仕事場も建て替えてオフィス

およびマンションにし、その1階 が現在の仕事場であ

る。経営者の家族は娘 しかいないため、経営者は自分

の代で事業は終了になろうと考えている。業界自体も

職人が減っており、単価の安さ、仕事量の減少で廃業

が 目立っている、といわれる。

恐 らくこうした小規模の製造業が、東京には数多

く存在 しているものと思われる。経営者の高齢化、後

継者確保の難 しさから、事業継承が今後の緊急の課題

になってい くものと思われる。

③新規に開業 した小規模企業の事例

しか しながら、廃業や休業に対 して、新 しい企業
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の誕生 も数 は多 くない もののみ られるのが東京の中小

製造業の特徴である。以下にその事例 を紹介 しておき

たい。

〈 アル ミ専 門加 工の技 術 を身につけ独 立 したS製

作所>

S製 作所 の創業者S氏 は、昭和39年 金 の卵 として

京浜工業地帯の工場 に就 職 した。そこで、アル ミの加

工 を覚えて、今 か ら10年 前 に独立 した。 アル ミは柔 ら

かいため、専 門の技術が必要であ り、需要がかな り望

め ると判断 して独 立 した。他 には、人 につかわれるだ

けでは給与 も安い ことも独 立の動機 であ る。現在 、仕

事は先 に勤務 していた企業か ら受注 してお り、他 に2

社か ら受注 している。独立 してから、た しかに給'チは

増 えたが、蒲田あた りで この ように独 立 した話は今 は

聞かな くなった。やは り、企業 にいてサ ラリーマ ンで

いたほうが、気 楽でいいのだ ろう、 と言 う。

アル ミ加 工には専 門の タップ、油が必要 で、ステ

ンレスや鉄の加工 とは工具や作 業の段取 りがかな り違

う。素材 によって、工具が違 うため、アル ミ以外の仕

事 のときには工具 を受注先 に借 りに行 くこ とが多い。

また、丸 ものの加 工 には、工場の 隣iにあ る企業(と

いっても一人職人)に 依頼 して、色 々な仕 事に柔軟 に

対応 してい る。

〈 プラステ ィック金型の技術 を身につ け独 、τした

H製 作所>

H製 作所 は現在 の経 営者 であるH氏 が、昭和43年

に創業 した個人企業 であ る。H製 作所 は、 ダイキャス

ト金型、 プラスティック金型が専門の加llt二業者で、顧

客2社(都 内中野区、埼玉東松 山)か ら月 に2～3個

の発注があ り、材料 と図面が送 られて くる。製品は、

量産 ものの電気部 品の金型 が多 く、図面 をもとにあれ

これ、試行錯誤 を繰 り返 して、加工 している。 ミリ単

位 の精度 が要求 される、細 かい作業 で、図面を読み取
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る力 と段取 りに時間がかか る仕事 であ る。

H氏 は、 そ れ まで大 手 メ ー カー に勤 務 して いた

が、弟 と…緒 に独立 した。機械 は、普通旋盤か ら始 ま

り、次第 にMC機 械 を揃 えて、現在4台 を保有 してい

る。弟の死亡後は一人 で仕事 をこな している。確かな

腕 と技術力 で得意先 にはな くてはな らない協力企業 と

な ってい る。

しか しなが ら、S製 作所 も後継者 はい な く、また

H製 作所 で も後継者 はい ない。 プラスティック金型の

業界 は、若 い人が入 らな くな りつつあ り、平均年齢 も

あが りつつあ る。独立す る者 もいな くな りつつあ ると

いわれ る。H製 作所 は、子供 は息 子が二 人い る もの

の、二人 ともサラ リーマ ンで家 を出てい る。二人の息

子ともこの仕事 を受け継 ぐ意思 がないため、経営者 は

自分 の代 で事業 は終わ る、 と覚悟 してい る。

(2)ネ ッ トワーク企業

小規模 企業 が減少 しつつあ るなかで、ネ ッ トワー

ク企業がユニークな動 きをみせ ているの も東京の製造

業の特徴である。特 に、大 田、品川の京浜工業地区で

は、戦前の軍需産業の解体 によ り、戦後は様 々な金属

機械 、精密加工 の製造業 が数多 く立地 したが、今 で も

その重要性 に変 わ りはない。大 田、品川の金属機械、

精密 加工は、技術集積構造の底辺部 を形成す る基礎 的

汎用技術 と して技術集積 のピラミッ ドの核 となってい

るといわれる。基礎 的汎用技術 の上 に、中間技術 、さ

らにその上に自動車工 業などの特殊技術 が集積する構

造 となっている。例 えば、造船工業の技術集積の ピラ

ミッ ド構造 は、基礎 的汎用技術が下 にあ り、その上 に

造船技術 の中間技術 が展 開 し、 さらにその－Lに最先端

の造船技術 が集積 する。そ して、造船技術か ら自動車

工業 に転換す るには、基礎 的汎用技術 があっては じめ

て 可能 となる といわれる。(「 日本の基礎加工技術 が

消 えてい く」 関 満博 エ コノ ミス ト919.3参
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照)

こ う した重要 な役 割 を持つ基礎的 汎用技 術 のメ ッ

カである大田、品川でも、小規模製造業 を中心 に企業

数は減少 しつつあ る。 しか しなが ら、近年企 業 と企 業

とをネ ッ トワークで結ぶ、ネ ッ トワーク型企 業がユニ

ークな動 きを見せているのが注 目 される。

そ うした事例 を以下 に紹 介 してお きたい。

〈試作 品専業 の新妻精機 の事例 〉

大 田区の矢 口にある新妻精機 は、量産 ものではな

く、試作 品を専門 とする企業 である。最近では、メカ

ニ ックな部 品を調達 ・加工 して組み立てるノウハ ウを

蓄積 し、試作品専業のメーカー として 「難 しい もの な

ら新妻 に頼 め」 といわれ るまでにな ってい る。

同社で は、まず定期 的にメー カー か ら発注 があ る

と、一般 には通信 回線に より図面が送 られて くる。例

えば、OA機 器、 ファクシ ミリ機器の新製 品の部 品で

ある。 これをCADで さらに細 かな部品に分解'してい

き、詳細 図面 を作成す る。 この詳細 図面へ の ブ レー

ク ・ダウンが同社 のノウハ ウ とな ってい る。

同社 では、詳 細図面 に もとつ いて協力 企業 に加工

をさせ る。同社の協力企業の数は、大田、品川 を中心

に約100社 程度 の企業 に達 してお り、加工の仕事 は協

力企業の技術 レベル、処理能力に応 じて適宜割 り振 っ

ている。例 えば、受注量が増 えて1社 だけでこなせな

い ときには、NC旋 盤 による精密加工 を行 う外注企業

に任せ る。また、新妻精機 ではで きないボールネジの

研 削、円筒研削の精密加工などは、この技術 を得意 と

す る外 注先 に依頼 する。いずれ も仕事 の技 術 の レベ

ル、精密加工の仕様の程度 に応 じて どの協力企業 に依

頼 するかが決め られる。ただ し、同社か ら協力企業へ

の発注 は、通信 回線ではな く、図面 と材料 を手渡す こ

とが行 われている。 これは、こまかな指示 は口頭 でな

い とうま く伝 わ らないため といわれ る。
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ネ ッ トワー クを形成す る100社 の協力企業が、新妻

精機 の核 となるだけに、100社 の企業 のメンテナ ンス

は重要である。得意な技術 に特化 した小規模企業の育

成 に同社 の社長は注力 し、最新機械の導入 をプ ドバイ

ス した り、仕事 について もやる きのある企業 に優 先的

に発注 している。 また同社の社員 を独 立させ て、協力

企業 に している例 もある。

同社 では、5～6年 前か ら定期 的に若い人 を採用

している。 同社 では、かつての旋盤で腕 を磨 いた従 来

型の職人 ではな く、素人 で も工業 高校 をで てな くて

も、一人前 のMEの 技術者 になれる、 とい う新 しい タ

イプの技術者 を育成 している。

この よ うに情報化 技術 を駆使 して、同社 を中心 と

したネッ トワーク型の企業群 を形成 してお り、ハ イパ

ー技術 の上に展 開する新 しい製造業 といえる。

東京都 内の小規模 製造業 は、経営者 の高齢化 、後

継者 の確保難 により、今後 とも休 ・廃業が進んでい く

もの と思われるが、他方では生 き残 った専門技術の企

業群 をこうしたネ ットワークに より、活性化 させてい

こうとする動 きは、付加価値の高い商品 をつ くらざる

をえ ない東京 の中小企業 のひ とつ の生 き方 といえ よ

う。

3.モ ノづ くりネ ッ トワークの光 と影

以上 みて きた ように、東京の 中小企 業 は、小規模

企業 の減少 のなかで企業家精神 も衰退 しつつある とい

える ものの、なかにはネッ トワー クとい う革新的企業

行動 で高付加価値 を生む製造業 に挑戦 しつつある企業

もあ った。土地高騰、高齢化、労働力不足のなかで、

小規模企業 を結 び付けネッ トワー ク化す る仕 組みは、

創造的革新の動 きであ り、まさに企業家精神 の発揮の

ひ とつの事例 といえる。

こう した、企業家精神発揮 の好対 照的 な事例 をふ
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まえつつ、 きたるべ き社会である、個人の創造性につ

なが るハ イパーネッ トワーク社会の観点 からみると、

依然 として課題 も多 い。 ここでは、ハ イパーネッ トワ

ーク社会 を、企業家精神が発揮 される産業社会 と定義

し、特 に中小企業が個人の能力 を最大限 に発揮で きる

場 としてとらえて、元気な中小企業がいかに輩出でき

るかの視点か ら、光の側面 と影の側面 について次のよ

うに整理 してお きたい。

(1)モ ノづ くりネ ッ トワークの光

先 の新規創 業の2社 の事例 か らわか るように、東

京 は依然 と して、技術 を蓄積 して、のちに独立するた

めの インキュベ ーターの機 能 をはたす都 市であるとい

える。高度経済成 長期 には、地方各地か ら金 の卵 とし

て もてはや されて、中学 を卒業 したS氏 の ような若者

が数多 く東京 の町工場 に就 職 した。東京 は、高度な技

術の集積や多様 な業種 の集積具合いか らみる と、東京

の都市全体 が高技術 のマチであ る。 こう した環境下

で、仕事 を覚 えた若 い技術 者が いわば 「東京 ドリー

ム」 を夢見て独立 した。高度経済成長期 には、大田の

借工場 は機械1台 、親方…人の小 規模企業が輩出 した

とい う。学歴 の違いに よる差 ではな く、 出身地の違 い

に よる差 で もな く、ただ単 に覚 えた技術 の差 に よっ

て、サラ リーマンでは得 られない給与 と生 きがいの充

実感 を得 たとい う。

あ る調査 に よれ ば、従業 者 規模 が小 規模 の企 業

は、数年 たって も同 じ規模の ままである といわれる。

い くら独立 して も、数年後 に大 きく成長 している企業

は僅かであ る。 しか し、職人の腕 だけで稼 げる社会が

東京 にあ り、今 なおあ るとい うのは、個 人の創造性の

観点 か らは健全で ある と評価 で きる。

また、新妻精機 の例 にみ られる ように、東京は ビ

ジネス ・チャンスに恵 まれてい る。試作 品 とい う研究

開発、製品企画の部門が集 中す る東京な らではの 市場
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が生 まれ、 しか もそ うした需要にこたえ られる専門加

工 メー カーが 数多 くあ るとい う恵 まれ た環境 に東京

はあ る。新妻精機 は、こうしたチャンス をうま くビジ

ネス に結 びつ けた例 である。企業家精神 の発揮の場 と

して東京の もつ有利性 も他 方では評価 す る必 要が あ

る。

(2)モ ノづ くりネ ッ トワークの影

個 人の創造性 につ ながるハ イパ ーネ ッ トワー ク社

会の到来 という観 点からすると、東京 がた しかに中小

企業 を輩出 していることから、肯定的に評価 で きる も

のの、課題 も多 いの も事実である。すなわ ち、中小 企

業 を起 こす経営者 が減少 し、逆 に休 ・廃業す る企業が

増えて きた点は、先 に指摘 した ところであ る。これま

で、東京 ドリーム を夢見 て、企業 家精神 を発揮 した

人 々が今 では絶対 的 に減 りつつあ る とい える。 そ し

て、独立の予備軍 であ る従業員の確保 も困難な状況 に

な りつつあ る。 この要 因には多 くの点があ げ られ る

が、 さ しあ た り次 の3つ を指摘 しておこ う。

イ 製造業離 れ

モノづ くりを嫌 い、3K業 種 を嫌 う若者 が増 え て

いる ことがあげ られる。工業高校 を卒業 して も、サ ー

ビス業や流通業 に進 む者がいるなかで、工業へのイメ

ージが依然 ど して よくない点が、若者の製造 業離れを

ひきお こ してい る。

ロ 職人 に対す る低 い評価

職業 に対 す る序列 の なかで、職 人 に対 す る尊敬 が

うす くな り、工賃 も安 いままであ ったのが あげ られ

る。 「昔 な ら、 サ ラ リーマンよ り、いい カネ をも ら

い、吉原 に遊 びにいって もよくもてた」 とい う、あ る

社長 の言葉に示 されるように、腕 一本で稼 ぎだす職人

には職業間の評価 の差 はなかったはずであ るが、今 で

は歴然 と した評価 がで きて しまった。

ハ 大企業信仰
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やは り、今なお根強い大企業信仰は、中小企業に

マイナスに作用 している。大企業に対する社会的評価

が、その人の評価を決めて しまう日本においては、企

業家精神の発揮を阻害 しがちである。

以上の3つ の点から理解できるように、労働力不

足の今の時代にあって、高学歴化が進み、大企業指向

が続 くなかでは、中小製造業に進む若者 は少な くな

り、ひいては企業家精神を発揮 して革新的な企業行動

を起 こそうとする者 も減少する恐れがある。

4.お わりに

これまで日本の製造業の強さを底辺から支えてい

た、日本の強 くて自立 した中小企業 も、製造業に限っ

てみると、廃業の増加、新規創業の減少で、足元から

おびやかされつつある面もある。しか し他方では、企

業家精神を発揮 している元気な企業 も存在 していた。

今後、先にふれた新妻精機のような元気な中小企

業を輩出し、個人の創造性 を発揮できるような産業社

会にするためには、さしあたって次の対応が考えられ

る。

イ モノづ くりの楽しさを教える教育

子供のときからモノづ くりを体験させ、職人の技

術 ・技能のすばらしさを教えたり、製造業の認識 ・評

価 を改めるなどの教育 ・社会のありかたの改善がまず

考えられる。その際に個人の創造性をサポー トするハ

イパー技術が、モノづ くりの楽しさを教える教育に役

立つものと思われる。

ロ 大企業信仰の打破

これも教育と関係のある項目であるが、大企業信

仰に対する偏 った認識を今後は、多様化 した価値観の

存在する社会に変えてい くことがあげられる。

ハ 熟練技術の奨励

製造業の本質はモノづ くりであ り、製造工程はや
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は り熟練技術 を必要 とする。熟練技術 を評価 するため

にも、親企業 だけでな く、業界団体 あげての奨励が必

要であ ろう。

二 工賃の大幅ア ップ

いず れに して も、親企業 との関係 改善 、中小 企業

自身の自助努力に より、仕事 その もの を再認識 し評価

して、工賃 をアップ してい くこ とが重要であ る。従業

員や職人 に対する報酬 を高めるため にも、社会的評価

を高 めるためにも、賃金 を高 くす ることは、 ポイン ト

であ る。

中小 企業 は、個人 の多様 な能力 の創造 的発揮の場

として、21世 紀はますます重要な役割 をはたす もの と

思われる。新 たな事業 を創造 し、 リスクに挑戦 してい

く企業家の旺盛な独立意欲 と自立 自尊の精神が 日本 の

産業社会の活力の源泉 として今後 ますます重要 になっ

てい くもの と考え られ る。中小企業が企業家精神 を発

揮で きる社会、 これがハイパーネッ トワーク社会であ

り、その実現のための方途につい ては、次年度 に検討

してい きたい。

参考文献:

中小企業庁 「中小企業白書(平 成3年 版)」 大蔵省印刷局

91年

吉森 賢 「アメリカ企業家精神の衰退一その要因と再生

への展望」ジャパンタイムズ91年

関 ・加藤 「現代 日本の中小機械工業一ナシ ョナル ・テク

ノポリスの形成」新評論90年
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1-3ビ ジ ネ ス と して の バ ー チ ャル リア リテ ィ

1.バ ーチ ャル リア リテ ィの特性

バーチ ャル リア リティが最近注 目をあび るように

なった背景には、 コンピュータや通信、映像技術 が急

速 な発展 を遂げた ことが指摘 される。 コンピュー タの

能力が向上 し、コンピュー タグラフィックス(以 ド、

CG)が かな りリアルに描 けるようになったことや、

大量の画像情報 を同時 に伝 送できる光通信技術進歩の

発達 などである。昨今、企業の 中で も研 究開発、計画

設計、プ レゼ ンテーシ ョンな ど多方面 の分野で活用 さ

れ始 めた。

バ ーチ ャル リア リティ普及 の背景 には、技術進歩

の他 に企業の中にその技術 を応用する場 面が多数存在

し、すでに企業 の中でバーチ ャル リア リティに対 する

ニーズが顕在化 していることを示 している。 また、企

業がバーチャル リアリティの商 品化 に取 り組み始めて

いる背景には、バーチャル リア リティに対す るエ ン ド

ユーザ ーの ニーズ も顕在化 してい るこ とを示 してい

る。

バ ーチ ャル リア リテ ィに対 す るニーズ は現在 どん

な分野 に存在 し、ユーザーの感 覚はどうなのか を探 る

ことが、"ビ ジネス としてのバーチャル リア リティ"

を解 き明かす鍵 となるであ ろう。ここでは、バーチャ

ル リア リテ ィの特性(従 来の システム技術 にない有効

性)に ついて説明 し、バ ーチャル リア リテ ィの技術的

特性 を明 らかにする ものではない。

バ ーチ ャル リア リテ ィの持つ特性 と して最 も往 日

され るものは、CGや ハイ ビジ ョンなどによって可能

となった人工的 な現実感 を体験で きる点である。個 々

の機械 をネッ トワーク上に接続す るこ とによって臨場
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感 を多数 の人 と同時に味わうこ とも可能 となる。離れ

た人同士が互いの顔 を見なが らコミュニケーシ ョンす

る手立て としてテ レビ会議やテ レビ電話があるが、多

くの人び とが一ケ所 に集 まって対談 している ような感

覚の再現 は難 しい。視線や顔色 など微妙 な雰 囲気の伝

達が難 しいか らである。バーチ ャル リアリテ ィは従 来

の この ような課題 を解決す る手段 と して も期 待 で き

る。今後、ゲームなどのアミューズメン ト分野で も多

いに注 目される こ とになるであ ろう。次 に、双方向性

(インタラクティブ)と いう優 れた特性 をあげ ること

ができる。人工的 な現 実感の中で本人の意志や感 覚に

よって人工 的な現実 を変化させてい くこ とがで きる点

であ る。 この双方向 といった特性 は、学習や訓練 な ど

の機能 を必要 とす る多 くの場面 に応用 されてい くであ

ろう。以上 のような特性 をもつバ ーチ ャル リアリテ ィ

は、大別 して次の ような2つ の領域の効用 を可能 とす

る。

ひ とつ は、 シ ミュ レーシ ョン技 術 としての活 用 で

あ る。 そ もそ もバ ーチ ャル リア リテ ィの概 念が1960

年代 の フライ トシ ミュ レーターに始まった ことを考 え

れば当然の ことであるが、ここで強調 したい ことは現

実的に対応不可 能な状況 を人工的に作 り出 しシ ミュ レ

ーシ ョンで きるこ とであ る
。例 えば、 フライ トの トラ

ブル を想定 し、そのための訓練 をすることになれば実

際の状況 を作 り出す ためには多額 な資金 を必 要 とす る

であろ うし、人命 を危機にさらす ことになる。人工 的

な現実の中で この ような訓練を行 うことは、実際 に ト

ラブルに遭遇 した ときに大いに役立つであろ う。企業

にとっては コス ト的 にも効率的である。 もう一つは、

人間の思考性や創造性 を引 き出すツール と しての可能

性 を持 っているこ とである。最近、CGに よって作 り

出されたアー トが話題 になっているが、 コンピュータ

ーによって初め て可能になるス トー リーやアー トの領
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域 が注 目されだ している。この分 野では、 コン ピュー

タを専 門 とする人達の問だけでな く芸術 家やアー トに

関心のある人達 によっても取 り組まれてい る。 この よ

うに、今後バーチ ャル リアリティは新 しい芸術や文化

を創 出す ることに大 い に役 立 ってい くで ろ う。バ ー

チ ャル リア リティが新 たな現実 を作 り出 してい くとい

えるか もしれない。本来、バーチ ャル リア リテ ィはす

で に既知 とされている知識の大系に よって応用 され る

領域か らまった く新 しい未知の領域 を開拓するツール

としての可能性 を十分持 っていることを理解すること

が重要 である。

2.バ ーチ ャル リア リティの現 状 と今後の動向

ここで は、現在 バーチ ャル リア リテ ィが どんな領

域で活用 されているか という現状 を中心 に報告する。

とりわけ、最 も代表的な実施例 を報告 し今後の動向 を

予測す る。

最近、新 聞や雑 誌で よ くバ ーチ ャル リア リティに

関す る情 報が取 りあげられる。内容 は先進事例 の紹介

や研究開発動向な ど多方面 にわたっている。 しか しな

が ら、企業の中で活用 されているシス テムは、CGを

活用 した延 長線上の技術であ り先進的 なバーチャル リ

アリティの例 はそ う多 くないように思われ る。 ここで

は、近い将来応用 可能 にな りそうな範囲 を含 めてバ ー

チ ャル リア リテ ィ応用 の実態 を推察す る。

企業 の中では、分子構 造の解析 や反応 プロセスの

研 究など研 究開発分野での応用が考 え られ る。企画設

計段階で はCADの3次 元立体画像 な どにCGが 応用

されてお り、クライアン トに完成 した空間のイメージ

を理解 して もらう手段 としてバ ーチ ャル リアリティが

有効 な手段 と して今後普及 してい くであろう。また、

教育 ・訓練 といったシス テムにバーチ ャル リア リティ

が応用 されてい くであろう。この ように企業の中では
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非常 に多 くの分野 で今後 も活用 されてい くこ とになる

と思われ るが、すでに実用化 にいたる事例 を幾つか紹

介 し、その可能性 を追求 してい く。

プ レゼンテーシ ョンへの応用 と しては、家電 メー

カーが住宅設備 ・建材のシ ョールームにバ ーチ ャル リ

アリティを応用 してい る例 を示す ことがで きる。 シス

テムキッチンや照明器具 、壁材 な どの住宅設備 を仮想

世界(住 宅の内部)の 中で顧客 に体験 して もらうため

の ものである。従来の営業方法 の問題のひ とつは、顧

客への提案の しかたが図面中心 になって しまい素人の

人達が馴 染み に くか った点があ る。 また、システム

キ ッチ ンはイージーオーダー型の商品であ り、スペー

スの関係 ですべ ての商品を展示す るこ とが困難であ る

し、 シ ョールームは実際 の家 よ り広 く、間取 りや器具

の配置 の広が り感 や高 さ感 な どで錯覚 を与 えがちで

あ った。 この ような問 題 を解 決す る手段 と してバー

チャル リアリティが導入 された。顧客 の反応は どうか

といえば、 「面 白い」 「先進的」 とい う応 えは多い も

のの、購買意欲 をか きたてるツールにはいた っていな

いという印象 が多い ようだ。その理 由 として、広が り

感や立体 的な視 覚の点 で現実感 があ ま り感 じられな

か った り、物の質感 となるとまった く分か らない とい

う意見が多い ようだ。扉の開閉音 や水道の音 など音響

効果 も人工的 な感 じが強 く十分でないとい う声が強い

ようだ。 しか しなが ら、現状細 かな精度 の問題は存在

するが、技術的解決や アプリケーシ ョンの充実 により

さらに現実感 に近い システムが直 に完成 す るであ ろ

う。住 宅内の イメージを総合的にプ レゼ ンテーシ ョン

で きるメディアはバーチ ャル リア リティの他 にない。

教育 ・訓練 に関す る事例 では、医学へ の応用 があ

る。例 えば、医学の分野 では人体の立体CGを 作 り、

患者にX線 を照射するシ ミュ レーシ ョンが実施 されて

いる。実際には精度 の高 い操作技術 が求め られるが、
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シ ミュ レー シ ョンによ り訓練 を積 むこ とに よって間

違って健康 な部分 にX線 を照射する ミス をな くす効果

が発揮で きる。 この ような教育 ・訓練への応用はフラ

イ トシ ミュレー タに始ま り、今後 も多 くの領域で応用

され るであろ う。

エ ンターテイメン トの分野で はす でにバーチ ャル

リア リティを応用 したゲームやシステムが多 く実用化

されている。 コンピュータゲームへの応用や体験 シア

ターなどア ミューズ メン ト領域 で実用化 されている。

ゲームの中に人工的な現実感 を取 り入れ複数の人 間ど

臨場感 を同時に体験で きる ようになれ ばさらに面白い

システムになるであ ろう。通信技術が発達す るれば離

れた場所 にいる人同士で もネッ トワー ク上で楽 しめる

し、空 間的 、時 間的に ます ます 自由度が増 すであ ろ

う。

そ の他、映像、芸術 に関係 す る学会 や諸団体 の間

で も、CGを 応用 した新 しい芸術 の世界 が造 りだされ

ようと している。

バ ーチャル リア リテ ィに関す る企業 の取 り組 み状

況 については各方面で取 り上げ られてい る。以 ヒのよ

うに、バーチャル リアリテ ィが実用化 される領域 は多

く、あらゆる分野で実用化 されてい くであろ う。 それ

では、バーチャル リアリテ ィが どんどん普及 してい く

社 会 をわれわれは手放 しで喜 んでいいのであろうか。

この観点か らの意見 を次 にま とめる。

3.バ ーチ ャル リア リテ ィが社会 に及 ぼす影響

バ ーチ ャル リア リテ ィが より高性 能化 、高機能化

するに ともない仮想現実感 がよ り現実 に近づ いてい く

ようになる。 この ような段 階にいたれば、現在 よ りも

多方面 に応用 されることになるであろ う。 しか しなが

ら、 この ような状況 を手放 しで喜 んではいられない。

バーチャル リア リティが我 々の生活環境や職場の中で
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1

日常的に活用されるようになったとき社会に対 し及ぼ

す影響ははか り知 れない ほど大 きい。バ ーチ ャル リア

リティが社会に及ぼす影響の中でも社会的な問題 とし

て予測される課題については何 らかの歯止めが必要に

なろう。 ここでは、バーチャル リア リティの普及 によ

り、近い将来問題 となるであろうマイナスの面、特 に

企業の枠を越えた社会的観点からの問題に焦点をあて

て意見 をま とめ てい る。

第 一点 は、・ 「創 造性 の欠 落」 の 問題 で あ る。 メ

ディアは原始的であればあるほど逆に受け手の想像力

を引 き出す という側面 を持っている。例 えば、小説 を

読 み、 ラジオの音 を聴 くだけでイ メージ を作 り出せ

る。むしろ限られた情報がゆえに受け手が創造力 を働

かせ ることになる。バ ーチャル リア リティはすべ ての

環境を事前に用意 してしまうため、限定された対象の

中では想像力をかきたてるが、同時に本来人間が持つ

創造性を喪失させる可能性を内包 しているといえる。
'バ

ー チ ャル リア リテ ィの ス トー リーな どソ フ トを制 作

す る人に とっては創 造力 をか きたて るこ とにな って

も、逆にユーザーサ イ ドは用意 されたテーブルの範 囲

で一生懸命想像力を働かせることになりかねない。企

業の中では、企画や研究開発分野で個人の独創的な発

想やアイディアが求められる。子供たちには自分で何

か を発見 し、行動 を起 こし、ひとつのことを作 り上 げ

る能力が養われなければならない。一人ひ とりの人 間

が持 つオ リジナ リティーや独創 的なアイデ ィアの芽 を

摘 む ような ことがあ ってはな らない。

第二点 目は、 「厭世感の増大」 という問題であ

る。ハー ド、 ソフ トの充実によ りさらに現実感が高 ま

り選択肢の幅が広 くなると、自分の好みのものだけを

追い求める人び とが増える可能性がある。換 言すれ

ば、煩わしい現実からの逃避の道具 として使われる危

険性がある。前 述 しているように、バーチャル リア リ

59

"



ハイパ ーネ ッ トワーキング社会の社会構 造一新 しい社会 の イメージ を求め て

テ ィが我 々の生活 の中で最 も早 く応用 される領域はエ

ンターテイメン トの分野であ ろう。若者 や子供達が最

も敏感に反応 を示すであろ う。エンターテイメ ン トの

分野では、厳密な精度が要求 されず映像 が リアルでな

くて も想像力で楽 しむことがで きるか らである。ハイ

テクを駆使 しス トレス解消のための リラックス空間 を

提供す ることも行 われているが、その空間がなければ

ス トレスが解消で きない という人達が増加 しては問題

である。また、 ファミコンの普及に よって子供 連が外

で遊 ばな くなった とい う問題 は よ く指摘 されてい る

が、バ ーチ ャル リアリティもやは りその傾 向を助長す

る危 険性 を持 ってい る点 を忘 れてはな らない。'

次 に、第 三点 と して 「現実 の誤認」 とい う問題が

指摘 で きる。バーチ ャル リア リティによって作 られた

仮 想現実 の映像 が テ レビな どの メデ ィア を介 して伝

わ った場合 、現実 に生 じた事実 と して認識す るli∫能性

が高 い。映像 が リアルであればあるほど仮想現実 を現

実の ものと判断 し、事実 として記 憶して しまう危険性

がある。現実 と仮想現実の混乱 によって現実に関する

知識が歪め られ記憶 に残 ることは個 人の価値観や現実

に対 する認識に大 きな隔た りを構築 して しまうため、

仮想現実の映像 にはそのメッセージを記載するなど何

らかの対応 を図 らなければならない。 「現実の誤認」

を回避 す るこ とは早急 に対応 を必 要 とす る問題 であ

る。

4.バ ーチ ャル リア リティの普及 と今後 の課題

バーチ ャル リア リテ ィが注 目をあ びる背景 には 、

その テクノロジー を応用 で きる用途が幅広 いことや今

まで不可能であ った技術領域 を越 える可能性な どへの

期待が込 められているのであろう。 しか しなが ら、過

度的 な期待 は危険である。前述 してい るように社会 に

与 えるマイナス面 、 とりわけユーザ ーサイ ド(受 け手
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側)の 受入れ体制が整 わない状況での導入はバ ーチ ャ

ル リア リティが本来持 つ機能を 一卜分活か しきれない結

果 を招 くことにな りかねない。 そ ういった意味 では、

バーチャル リア リティを高度 な コミュニケーシ ョンツ

ール として理解 する ことが大切 であろ う。人 との コ

ミュニケーシ ョン、思考 とのコ ミュニケー シ ョンの手

段 として理解するべ きである。主体 はやは り人間であ

り、個人であ り、ユーザーなのであ る。バーチャル リ

アリティを使 う人が個人 の目的 を達成す るための道具

に他 ならない。バ ーチ ャルリア リティには新 しい文化

や価値観 を醸成す る可能性がある とい うプラス面の追

求 を目指 してい くべ きであ ろう。

一一方、バーチ ャル リア リテ ィが実用化 されるため

には未 だ現実感 をよ りリアルにす るための技術的課題

が多 い。人間の五感に関する仕組み を解明 しどこまで

正確 にシステムに組み込 むこ とがで きるかが鍵 を握 っ

ている。この場合 、先行 しているコンピュー タや情報

通信 といったハー ドの技術開発 よ りもむ しろ人 間の持

つ感覚や機能のメカニズ ム研究 を積極的 に推進す るこ

とが不可欠になる。例 えば、ス ピー ド感 を人間が どう

い うメカニズムで認識 しているか とい う問題 であ る。

視覚だけの解析ではス ピー ド感の メカニズムを一卜分説

明す ることは困難であるといわれている。少 な くとも

五感が同時に作用 しあいス ピー ドに対す る感覚 を作 り

出 しているのであ ろうが、この ように五感の組み合 わ

せや相互作用 などの研 究は未開な部分が多い。他方、

バ ーチ ャル リアリテ ィが さまざまな領域で実用化 され

るまでには、画像 の精度の問題や情報処理量能力、ス

ピー ドの向上 な ど技 術 的な課題 の多 い ことも否め な

いo
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㌔4バ ーチ ャル リア リテ ィの産業応用の現状

こ こで は、バ ーチ ャル リア リテ ィが活用 されてい

る産業分野の中で、歴史的にみても最 も古 くか ら実用

化 され、 また、 ビジネス としてみた場合、最大のマー

ケ ッ トを占めているフライ ト ・シミュ レー ターを事例

と して取 り上げ、今後の適用分野の可能性 について考

察 す ることにす る。

1.バ ーチ ャル リア リティの元祖:フ ライ ト・シミュ

レーター

バーチ ャル リア リテ ィの概 念 は、 シ ミュ レー シ ョ

ン分 野の研究 が発展 した もの とい うことがで きる。

1930年 にフライ ト ・シ ミュ レー ターの原 型 ともい え

る装置がアメ リカの リンク社に より開発 された。 しか

し、その当時 は、 コン ピュータが まだ実用化 の域 に達

してお らず、機械的 な模 擬が中心であった。そ して、

1960年 代 に入 り、 コン ピュー タの実用化 や プロペ ラ

機 に代 わって民間機、軍用機の両分 野にお けるジェ ッ

トエ ンジ ンを装着 した航空機が就航 する中、 ジェ ッ ト

パ イロッ トを訓練す るフライ ト ・シ ミュ レー ターへの

要求 も高 ま り、まず、軍用機のパ イロ ッ トの訓練用か

ら実用化 され、民 間旅客機のパ イロッ トの訓練用 とし

ての用途が拡大 してきた。

2.フ ライ ト.・シ ミュ レーター利用 の現状

現在、 フライ ト ・シ ミュレー ターの利 用分野 と し

ては、あ らゆる固定翼機 、ヘ リコプター、宇宙船 を問

わず、乗員 の訓練 に使 われてい る。 ここでは、フライ

ト ・シミュレーター としては最 も難 しいジェ ッ ト戦闘

機のパ イロッ トと民間航空会社 のエ アライ ンパ イロッ
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トの訓練 にお ける利用 について述べ るこ とにす る。

自衛隊や軍関係 では、航 空、海上 、陸 上、また、

空軍 、海軍 、陸軍 の所有す るほ とん どす べ ての戦 闘

機 、爆撃機、攻撃機、偵察機、輸送機、空中給油機 、

ヘ リコプターのパ イロッ トの操縦訓練の ために必要不

可欠 な訓練装置 と して 、 日常 的な操縦訓練 のみな ら

ず、突発的な事態 に も即応 できるようにフライ ト ・シ

ミュ レー ターが利用 されている。

戦闘機 は低速で飛ぶ ときで も、5秒 間に1.6kmも 進

む。 とい うことは、何 らかの危機 に直面 したとき、パ

イロ ッ トは瞬時 に判 断 を下 さなけれ ばな らない。 ま

た、飛行機の性能が向上する とともに、パイロッ トの

仕事 も一般に増 えてい く。 こうした中で、パ イロッ ト

をいかに訓練するかが重要な課題 とな り、そのために

フライ ト ・シ ミュ レー ターの役割が ます ます大 きく

なったの であ る。

この フライ ト ・シ ミュ レー ター を活用 して行 った

訓練 の結果 が大 きな成 果 をあ げたため、一躍注 目 さ

れ、テレビで も報道 されたのが湾岸戦争時のバ クダッ

トへの夜 間爆撃 であ った。夜 間爆撃 に参加 したパ イ

ロッ トは、 もちろん全員バクダッ ト]二空 を飛行 した経

験 がないのに もかかわらず、真っ暗闇の中で見 事に主

要な軍事 目標 に対 し、 ピンポイン ト爆撃 を行い大 きな

成 果 を上 げ ることがで きた。 なぜ か。 フライ ト ・シ

ミュ レー ター を使 って、事前 に爆撃 訓練 を十::分 に

行 っていたか らである。 しかも、ナイ トビジ ョンゴー

グル とい う暗 闇の中で もかすかな光 を感知 し、多少緑

がかっているが真 昼のような視覚状態にす る特殊 なヘ

ルメ ッ トを使 っていたのである。あるパイロ ッ トは、

テ レビの取材 に答えて、 「シ ミュレーター を使 って訓

練 していたので、 ゲーム感 覚で面 白か った」 と発 言

し、茶の 間にシ ョックを与えた と報道 された。

もう一 つの分野 は、民 間の航 空会社 でのパ イロ ッ
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トの操縦訓練 であ る。副操縦士 や機長への昇格訓練 と

審査、異 なる機体 を操縦する場合 の訓練 と審査、長期

に乗務中断 した場合 の復帰訓練 、技量 ・資格維持 のた

めの定期訓練や審査等 に利用 されている。

また、1950年 代後半 か ら、イギ リスやア メリカで

フライ ト・シミュレーター を航空機 の研 究開発の…つ

の補 助手 段 と して使 用 す る よ うにな り、 日本 で も

1962年 に アナログコン ピュータ を用 いた研 究 ・開発

用 フライ ト・シ ミュレーターが航空宇宙研 究技術研究

所 に設置 された。 そ して、1970年 以降、 フライ ト ・

シミュレーターはディジタル ・コンピュータの性能向

上 とともに発展 し、操縦性 ・安定性 の評価 、操縦席 部

の レイアウ ト、飛行実験支援等、航空機の研 究開発に

は欠 かせないシス テム として数多 く利用 されてい る。

3.フ ライ ト ・シミュレーターの構 成要素

フライ ト ・シ ミュ レーターは、大別 して四つ の部

分か ら構成 される。すなわち、① パイロ ッ トが操縦の

ため に乗 り込 む 「コ ックピッ トシステム」、② パ イ

ロッ トに対 して外部の視界 を映像表示す る 「ビジュア

ルシステム」、③パイロッ トの体 に航空機の動 きを感

じさせ る 「モーシ ョンシステム」、④飛行運動計算 と

ともに全体 を制御する 「コンピュータシステム」であ

る。 この4つ のシステムの うち、② 「ビジュアルシス

テム」、③ 「モーシ ョンシステム」はバーチ ャル リア

リテ ィに大 きく関わる ものであ り、次に詳 しく説明す

る。

パ イロ ッ トに外界視界 の呈示 を行 う装 置が ビジ ュ

アル シス テム であ る。 この シス テム は 、視界 映 像

(VidualScene)を 発 生 させ る 「映像 発 生 部

(lmageGenerator)」 と、発 生 した視界映像 をパ イ

ロッ トに提示する 「デ ィス プレイ」か ら構成 されてい

る。
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映像発 生部 と して、古 くは箱庭模型 をテ レビカメ

ラで撮影する ものが用い られていたが、近年では コン

ピュータグラフィックス(CG)の 進歩に より、電 子

的 に視 界 映像 を発 生 させ るCGI(Computer

GeneratedImagery)とII乎 ぶ視界映像発生装 置が利川 さ

れる。 このCGIで は、近年の技術 と してテクスチャ

と呼 ばれ る映像発生手法 によ り、雲、霧、海面に発生

する波、地上の田畑や山林、樹木葉、滑走路のひび割

れや油や雨水 による染み等の質感 を発生 させ ることが

で きる。

一一・方
、 ディスプ レイは実際 にパ イロ ッ トに現実感

ある視界映像 を与 えるものであ り、この部分 も非常 に

重 要であ る。

フ ライ ト ・シ ミュ レー ター を構 成 す る装 置 の う

ち、パ イロッ トに体感 を与 える ものが 「モーシ ョンシ

ステ ム」 で、構造 的 にパ イロ ッ トの搭乗 する コック

ピッ トを自体 を動 かす装 置である。今 日では、ll」動 自

由度 と可動範囲の関係 か ら、6自 由度(.ヒ 下の傾 き、

左右の傾 き、水平方向のひね り、前後 の移動、ノ1殆の

移動、上下の移動)を 持つ共動型6自 由度方式のモー

シ ョンシステムが主流 をな してい る。

共動 型6自 由度 方式 の モ ーシ ョン シス テム は、

コ ックピッ ト全体が6本 の油圧 シ リンダのLに 載せ ら

れた構造 になっている。6本 の油圧シ ンリダは、それ

ぞれ上下2カ 所 でユ ニバーサ ルジ ョイ ン トに接続 さ

れ、共動動作 を可能 としている。 このモーシ ョンシス

テムでは、油圧 シ リンダのス トロー クが約1.5mで あ

り、その動 きによ り、約IGの 加速度 を発生すること

がで きる。

モー シ ョンシス テムに よ りパ イロ ッ トは、① 離着

陸時 における加減速時の 前後加速度 、②飛行中におけ

る機体運動に よる線お よび角加速度、③気流が乱 れて

いる状態 での飛行 における機体振動、④失速時におけ
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る機体振動、⑤滑走中におけるタイヤの振動、⑥着陸

時の接 地振動、等 を実際の飛行機 に搭乗 している よう

な現実感 のある動 きと して体感す るこ とがで きる。

フライ ト・シミュレー ター における ビジュアル シ

ス テムの性能向上は大 きく、今後 は、 より現実感のあ

る映像 シーンの発生が可 能とな り、 より繊細 なシ ミュ

レーシ ョンが可能 となる。バーチ ャル リアリテ ィ技術

の うち、指先 の感 覚模擬 が可能 となれば、計器類やス

イ ッチ類、操縦桿等 もすべてCGで 作成 し、バ ーチ ャ

ル リア リティによるフライ ト ・シ ミュ レー ターが 可能

となる。 この研究 は、NASAを 初め とす る研究機 関

ですでに始 まってい る。

4.米 国のFAA(FederalAviationAgency)の 方$十

最近では、米国のFAA(FederalAviationAgency)

が、 フライ ト・シミュ レーターの訓練 だけで民間旅客

機 のパイ ロ ッ トの機種変更 につい ての資格 を与える

フェーズIIIと い うフライ ト・シ ミュ レーターの技

術仕様 を決めて公 開 した と伝 え られている。 これによ

り、 フェーズIIIの 仕様 を満 たす フライ ト ・シ ミュ

レー ターを使 って訓練 を受ければ、実機 に乗 ったこと

がな くて もパイロッ トの資格 を取 るこ とが 可能 となっ

た。,

5.フ ラ イ ト・シミュ レーター を使 用 す るこ とによ

るメ リッ ト

フライ ト ・シ ミュ レー ター を使 用す る こ とに よる

メリッ トとは何 か。明 らかに飛行機の燃料代 と整備費

を節約で きる。米 国では、F-16戦 闘機 を訓練のた

めに1時 間飛 ばす と、燃料 費 と整備費 に約5,000ド ル

(約65万 円)か かると言われているが、シ ミュ レータ

ーではこの1/10以 下の費用で済んで しまうという
。

日本 では、民間航空会社 が導入 に しているボーイング
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747の 実機 を使 って訓練す る場合 、1時 間当た りの コ

ス トは200万 円 と言われてお り、 シミュ レー ターでは

や は り1/10の 約20万 円で済む とのこ とである。米

国 と日本、軍用機 と民間機 との違 いがあ るので ・概 に

は比 較で きないが、 目安 と して はシ ミュ レー ター を

使 った場合の訓練 コス トは、実機 を使 って行 う場合の

1/10で 済むようであ る。さらに、大切 なことは、シ

ミュ レーターに墜落の費用 を見込む必要 はな く、パ イ

ロッ トや飛行機 を事故 で失 う危 険 もない。

しか し、 もっ と大切 な ことは、費 用で も安全性で

もな く、実際の飛行機 では体験で きないようなことま

でシ ミュレーターではできることである。た とえば、

めったに起 こ らないが起 こった ら大事 故 となる ような

事 態の訓練 がで きるこ とであ る。

た とえ ば、1979年 に起 こ ったDC-10の 事 故で

は、離陸中にエンジンが脱落 したこ とが原因 とされて

お り、乗員 たちは非対 象なエ ンジン故障 と翼の破損 に

よって安全性 と揚力が損 なわれるこ とを知 らなかった

と伝 え られている。実際のDC-10で このようなこと

を訓練す るのは非現実的であるが、シミュ レー ターで

その ような故 障 による空気力 学特性 の変化 を模擬 し

て、 この緊急時に どうすればよいか をパイロッ トに練

習 させ るこ とは簡単 である。

学 習効 果 もまた、 シ ミュ レー ター を使 うこ とに

よって改善で きる。あ る研 究では、訓練課 目を要素に

分解 して別 々に練 習 した り、実際 と異 なる順序で練習

することによって、上達が早 く、 しか も高い技術 を習

得 できるこ とが確 かめ られている。た とえば、着陸の

練習では、進入段 階 をとば して最終段 階のみを訓練 し

たほ うが上達 が早 くな るとの調査 結果が出てい る。

シ ミュ レー ターの場合 、集 中的 な練習 も可能 であ

る。 た とえば、着陸訓練の95%は 旋回 と地上滑走の時

間で占め られてい るが、 シ ミュ レーターではこれを省
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いて、1時 間に20回 も着陸を行 うこ ともできるのであ

る。

また、 フライ ト ・シ ミュレー ター には、通常、 プ

リーズ とリプ レイの機能がある。教官がパイロッ トの

間違 いを見つける と、 フリーズ に して飛行 をいったん

止め、間違いの解説や検討 を行 ったあとで、再び飛行

を続 けるこ とがで きる。 リプレイでは、飛行終了後、

コンピュータに よって前 回とまった く同 じ飛行 を再現

で きる。

さらに、 フライ ト ・シ ミュ レー ターでは、訓練方

式 による上達の違 いを比較することもで きる。実機 で

は、費用、安全性、実現性の点で難 しいが、 シミュ レ

ーターであれば、訓練過程 ごとに、さまざまな訓練方

式について上達 の違いを調べ、 どの訓練 プログラムが

有効 であ るかを判定 した り、新 しい方式や手川頁を試 し

てみることも可能である。この ように、 フライ ト ・シ

ミュ レーターを使 った訓練 には、数多 くのメ リッ トが

あ り、今後のバ ーチ ャル リア リテ ィを代表す る産業分

野であ り続 け ることに変 わ りないであろ う。

参考文献:

渡 辺 顯 ・若色 薫:

「古 くて新 しい飛行 シミュレータのVR度 」 、

月刊エ レク トロニクス、オーム社、1992年1月 号

R.Nノ 、一バ ー:「 フライ ト・シミュ レー ター」、 日経サ イ

エンス、 日本 経済新 聞社、1986年9月 号
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第2節 ハ イパ ーネ ッAワ ーキン グ社会 にお ける家庭 と個人

2-1教 育 －CAlは 子供 たちの多様性 に対応 できるか一

1.CAlの 現状 と今後

CAI(ComputerAssistedInstruction)は 今や様々な

場所で子供 たちの教育の中に取 り入 れられてい る。 中

で も筑波研究学園都市にある竹園束小学校 のCAI教

室 は、筑波大学 と共同で実戦研究 としてス ター トし、

CAIの 実例 としてよく取 り上げ られている。この他

に も、い くつかの学校や専門学校、学習塾な どで導入

されつつある。 このような形で、ハイパ ーメディア化

が教育の分野に も取 り入れ られている現状 を見 ること

がで きる。

ここで は将来のCAIを 、 コン ピュー タに学習 のア

シス トをさせ るもので、多様で得手不得手のある学習

者 に個別 に対応で きる学習手段 として定義する。以 ド

では、CAIが 子供 たちの 自主的かつ自立的な成 長を

サポー トしてい くための現状 と課題につ いて考える。

(1)CAIと 子供たちの多様 性

CAIと 子供 たちの自主的かつ自立的な成 長との係

わ りについては2つ の方向性が考 えられる。1つ はC

AIが 子供 が自ら進んで何 か をす るといった自NZ的 な

発達 を促 す という見方である。そ して もう1つ は、C

AIが 今 ある教育の方法を補充 し補佐す る とい う視点

だけで取 り上 げられて しまうという見方 であ る。当然

なが ら、第2の 方向性 は多 くの危惧 を私 達に与えて し

まう。

現在 の 日本 の教育は、受験戦争に勝 ち残 ってい くた

めの記憶力 を主 に した詰め込み教育 とよ く言 われる。

この ような教育 の中では独創性 が生 まれに くい と言

え、 「日本 には天才肌の学者がいない」 「日本 はノー

ベル賞 とは縁 が薄い」 と言われる所以で もある。例 え
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ば、小 学校の高学年の算数 で通 過算 、相 当算 、植木

算ミ旅人算 などが教 えられる際には、問題の中に隠 さ

れている規則 を見つけ、それが問題 を解 くカギになっ

てい ることを子供 自身 に気づかせ る とい うような 「考

える道筋」 を省いている。 また、子供がその問題 を解

くカギ を見つけ出すばあい、それは多様 であるはずな

の に、現状の教育の現場ではただ…つの方法や答 えが
"正 しい"と される

。

算数教育 の中での最初の関門は 「少数」、 「分数」

であ る と言 われている。 「1/4」 、 「2/3」 と

いった概念 が子供達に とって理解 しに くい とい う事 も

あるようだが、例 えば1本 の羊雲の1/3は みな同 じ

ようによくわかる。 しか し、3個 のみか んの1/3と

なるとその とらえ方は多様である。3個 のみかんの皮

をむき、中のふ さまでば らばらに してか ら3等 分する

子供 もいるだろう し、あるいは3個 のみかん をジュー

ス とい う液体 に してか ら3等 分 しようとす る子供 もい

るだ ろう。 しか し残念なが らこの ような答 えは評価 さ

れないままになっているのが現状であ る。

この ような一元 的な教 育のあ り方が変 わ らない ま

ま、CAIを 導入す るこ とは、手 間を省 くだけであっ

た り、子供 を管理するため といった方向で しかCAI

をとらえな くなる危険性があ り、大 きな問題 である と

考え ざるを得 ない。CAIも 先 に挙 げた ように ・つ の

答え しか用意 していないようでは、教 育の現状 をただ

単に コンピュー タに置 き換 えただけの ものになって し

まうとい う危慎が残るのであ る。

確 かに一人 ひとりの勉 強の進捗状況 に応 じて、 コン

ピュータがサポー トする事 は望 ま しいこ とである。実

際にCAIは 独習 ・自習向 きの教育方法 として定評が

あ り、それを目的 として導入 され ようとしている。 し

か し、CAIが 一元的な範 囲を抜 け出 してい ない現状

の教育に添 った ものにとどまるな らば、その導入が ど

71



ハ イパ ーネッ トワーキ ング社会 の社会構造 一新 しい社会 のイ メージを求 めて

んな に進 んだ と して も子供 たちの創造性 がCAIに

よってサポー トされることは望 めない と言 えるのでは

な いだろうか。

(2)望 ま しいCAI

CAIに 望 まれることは、まず子供 たちの疑問や誤

りに柔軟 に対応 で きることであ る。

一斤一つの事柄 について子供 たちが疑問 に思 うことやそ

の思い方 はい く通 りもあるだろう。 リアルタイムにそ

れに対 応で きれば、その こ とに よ り子供 が興味 を持

ち、 自分 か ら進 んで学習 を深 めて い くこ とにつ なが

る。

自分から興味 を持ったことは しば しば得意な分野に

な り、それ を伸 ば してい くことが個性 を活か した教育

になる。CAIは そのための道具 にな るこ とが望 ま し

い。 これは、人間が直接教育 をす る場合 に も難 しい こ

とであ り、ま して コン ピュータに手伝わせ るとなれば

その道具作 りは大 変な努力 を要す るであ ろう。 しか し

これ は大切な方向性である。

CAIの 利点 には各個人の学習 に対応 できることが

あ り、今後大 きな意味 を持つであ ろう。例 えば、今後

我 々に求め られるべ きもの に創造性や直感力がある。

全 く新 しい もの を生 むため に最 も重要 な能力 であ る

が、従 来あま りその養成 に力が入 れ られなかった。 と

い うよ り、 これ らの能力 は従 来の ような"み んな と

い っ しょ"の 考 え方で は育 た ない ものでは なか ろう

か。今 までのように子 どもたちを平準化 するのではな

く、平均 か らの逸脱 をいかに育 ててい くか、が大切 で

あ る。

次に、CAIで は常に 自分か ら意思表示 を しながら

学習する ように導 くことがで きる。 日本 人は自己表現

があ ま り上手ではない と言 われるが、今後 国際化 と情

報化がます ます進展すれば、個人に求め られるのは自

己表現の能力であ る。その不足 は個人 間や組織 間、国
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求 問の摩擦や誤解 を生 むことになる。 しか し、現在 の

学校での授業ではほ とんどが講義 を聴 くだけの受け身

一一一・方 である。CAIで は学習者が 自発的に意見 を述べ

る、 いわば情報の発信者 となるべ き資質 を持 たせ るよ

うな使 い方 がで きるであろ うし、 そ うす るべ きであ

る。

また、従 来 の教 育 は、"読 む ・書 く"が 中心 で、
"聴 く ・話す"こ とが不足 し、人 と人 との コミュニケ

ー シ ョンの能力 を不 足 させているのでは ないだ ろ う

か。現在 は音声 に対応 したメデ ィアは発展途 上であ る

が、 これが発達す ればCAIに 取 り入れ られてい くで

あろ う。それまではCAIの 導入で きる範囲 は、この

面 で は自ず と決 まって くる。

ところでCAIの 重 要な機能の一・つに、成績管理 が

ある。 これに より、教 師は事務作業 を大幅 に改善 し、

煩雑 さか ら開放 され、本来の教育のために時 間と力 を

使 うこ とがで きる。 しか しその便利 さは ともか くとし

て、"管 理の 自動化"に より、機械的に子供 たち を扱

うこ とになれ ば、 それ はかえって個性 の摘 み取 りと

なって しまう。安易に作業の合理化だけで考 えない よ

うに注意 しなければな らない。教 師をコン ピュータが

アシス トす るの も大切 であるが、 より重要 なのは"生

徒 の学習 を助 ける"方 向である。 これに気 をつけない

と、CAIは 単 に受験競争 を激化 させる きっかけにな

りかねない。現在 の受験生は模擬 テス トな どで詳細 に

自分 の偏差値や全 国順位 などを知 り、競争 に勝つため

に努力 している。CAIに よりきめ細かい学 習状況の

管理が可能 になれば、単なる日本全体 での順位競争 に

さえな りか ねない。

CAIは あ くまで も…つの選択肢で しかない。CA

Iは 確 かに非常 に有効 な手段 として、選択 の幅を広 げ

て くれる。 しか し大切 なのは、生徒 にとって よい方法

を選択す ることである。特に初等教育では、提供 され
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る もの を生徒 がその まま受 け入 れて しまいがちなの

で、注意 が必要 であろう。

さらに、 コン ピュータの持つ能力 に溺れて、本来 の

目的 を離 れて しまってはならない。例 えば、CAIで

の学習はいわば疑似体験であ り、 これ を通 して本来 な

らで きない経験 を失敗 をお それず体験 で きるが、 シ

ミュ レーシ ョンの ような ものに頼 りす ぎ、我々が生 き

てい る現実 の世界 を忘れ ては、創造性 を蝕 みかね な

いo

また、個人学 習 に自足 して しまい、他 の人 との コ

ミュニケーシ ョンがで きない ようになった り、他の人

の考 え方 に触 れることがで きな くなった としたら、人

間 と して基本 的な資質 に欠け ることに なる。

CAIは 、教育 という人間形成 に も係 わることなの

で、どれだけ手段が進歩 して もおそら く、時間 をかけ

なが ら、試行錯誤 を恐れず適切な選択 を してい くもの

であ ろ う。作 る側 ・提供す る側 の都 合 や先 人観 に と

らわれず、実際 に使 った結果 をフィー ドバ ック して、

改善 し続 ける ことが必要 であ る。

2.ハ イパーネ ッ トワーク社会の学習 ・研 究

ここでは、ハイパーネッ トワー ク社会 を次の ように

考える。そ して、 ここでは初等 ・中等教 育に限 らず、

生涯学習 などを含めた広 く学習一般 について考 える。

・データベース とネ ッ トワークの利用技術 や、そ

れ らを含 めたマ ン ・マシ ン ・インタフェースが

高度 に進み、誰で もが問題 な く(無 条件 ではな

いに しろ)特 定の他 の人 ・シス テム とアクセス

で きる。

・AI技 術 などの導入 によ り、 自分の得 たい情 報

を発信 す るだけで 自動 的 に必要 なデー タベース

に アクセス しで1吉報 を入手で きる。.

・デー タベ ースや ネッ トワー クな どを利 用す るに
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して も、著作権 や プラ イバ シー な ど制度 面 に

も、 コス トやセキ ュ リテ ィ、標準化 な どの技術

面 にも問題 はない。

・ハ ー ドウェアや ソフ トウェア を含 めて情報関連

の コス トは、それ に より"持 た ざる人"が 現 れ

るほ どの負担 とはな らない。

(Dハ イパ ーネ ッ トワーク社会の学習 ・研 究 メ

ディア

ハ イパ ーネッ トワーク社会での学習の特徴 は、情報

の入手が非常 に容易 な点 にある。

高度 に結合 したデータベースお よびネッ トワークと

インタフェースの向上 により、 自分 の入手 したい情報

が公 開 されているアクセス可能なデータベースにあ る

場合 、何の障害 もな くその情報 を得 るこ とがで きる。

また、学術研究には、多 くの人 との交流が重要であ

ることが言われている。 ネッ トワークは、特 定の人 と

の共同学習 ・研究のメディア として も発達 しうる。学

術研 究 を含めた高等教育 ・生涯教育 ・社会教 育 ・障害

者教育には特によい手段 となる。ただ し、初等 ・中等

教育で活用するには何 らかの注意 が必要 となる。他の

シス テム とアクセスす る となれば、 自分の行動に責任

が持てる必要があ るし、人格形成 にも配慮 しなければ

な らない。

現在 で も、学術研究 の専門化 ・細分化が進み、最新

の研 究成果の情報の入手の手段が重 要になっている。

その利用 目的は、専 門的研究 をさらに押 し進める為

であ った り、研究の重複 によるム ダ を省 くため、 ま

た、細分化 された研究成果 を今度 は統合 し、体系化す

るためであった りする。今後 はさらに、様 々な場所 に

散 らば り、 しか も増大 する一方の研 究成 果の情報 を入

手の手段の重要性は高 まってい くことは間違いない。

ハ イパーネ ッ トワークな くしては効率的、効果的な研

究 の進歩 は果 た しえな くなるの ではないか。
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(2)ハ イパ ーネ ッ トワーク社会のCAI

ここでのCAIは 、"コ ンピュータを使 って"の 教

育であ り、"コ ンピュー タを教 える"こ とはその中の

…つ ではあ るが、 ここでは取 り上 げ ない。ハ イパー

ネッ トワーク社会においては、あ る程度の リテラシー

は一一般 的 になっているであ ろうし、マ ン ・マシン ・イ

ンタフェース も充分改善 され、専門的に研究す る以外

には、 コンピュー タを教 えることはと くに考える必要

がな くなってい るであ ろう。

まず、データベースやネッ トワークは情報 を入 手 し

て、それを適切 に利用す るための教育手段 として発達

してい くことができる。 また、AIを 応用す るこ とな

どに より、コースウェアをCAIシ ステムが リアル タ

イムに自動作成 で きる ようになれば、予め用意 したプ

ログラムで処理で きない ような回答や質問があ って も

対 応 で きる。 これ によ り学 習者が興味 さえ持 てば、

「この学年だか らここまでで学習は終わ り」 とい うよ

うな進め方はせず、学習のジャンル を広げ、深み を増

す ようにで きよう。

最近注 目を集めている、バーチャル ・リアリティも

CAIの 有力 な道具 となる。例 えば、 コンピュー タは

シ ミュレーシ ョンやデモ ンス トレーシ ョンの効果的な

道具であ るが、それ らを学 習に応用する際の有効なツ

ール として期待で きる。 また、既 に入出力の手段 とし

てもバーチ ャル ・リア リテ ィは研 究 されてお り、 これ

は身体 的 にハ ンデ ィの あ る人 の学 習 に も力 を発揮す

る。

(3)学 習形態

ハ イパーネッ トワー ク社会では従来の学習形態 に加

えて、全 く異 なった形態 も生 まれて くる と想像 で き

る。 ここではそれ につい て、い くつか例 を挙 げる。

形態 と しては、在宅学習が ご く当た り前の形態 の一

つになることが考 えられる。CAIは 、スタン ドアロ
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ンの 自分 のシス テム も使 える し、 ネ ッ トワー クに よ

り、他のシス テム とアクセス してそれを利川 するこ と

もで きる。

一方で、現在の集合学習 とで もい うべ き形態 もな く

なるわけではないだろう。 とい うの も、人の考 え方 に

は幾つ もの違いがあ り、その ことを知 り、その中で自

分の考え方 を成長 させ ることは…人ではで きないか ら

であ る。考 え方が違 うような人 もいる中で話 し合 いな

どをするための方法 や能力 は、集団の中で実際 に人 と

触 れ合いなが ら学 ぶ しか ない。学校 の ような場 は、決

してな くな らないであろ う。

また、いわゆる複式学級 ではCAIの 利 用が非常 に

有効 になると考え られる。複式学級 は、少人数の小学

校 などで見 られる学級形態で、…・つの学級 に複 数の学

年の生徒が同時に学習す るものをい う。今は、教 師が

…つの学年 を指導す るときには他の学 年が問題集 な ど

で自習す るとい う方法が採 られている。CAIは 個人

学習 を可能 にするので、 こういう場 では特に有効 な手

段 にな るであ ろ う。

さらに、学習の進行の仕方の面で考 えてみる。・…つ

にはいわゆる一斉学習がある。現在 の普通の授 業の方

法 であ り、CAIも 現在 はこの方法 が多 い ようで あ

る。つま り、各生徒がス タン ドアロンのパ ソコンや端

末 を使 って、 単元 ご とに同時に学習す る形態が多 い。

これが もっと進めば、教師の コンピュータあるいは端

末 とつなが って、 リアル タイムに教 師が各生徒 の進行

状況 を見 なが ら授業 を進める形態 もあ りえる。 一斉学

習 は将来CAIが 発展 して、完全な個別学習が可能に

なって も、 な くな らないであ ろう。例 え ば、社 会観

察 ・野草観察 ・ボ ランティアなどの実習や実技 を伴 う

ものな どは一斉学習が採 られると考えられ る。 また、

人 との コミュニケー シ ョンを学ぶ ために も必 要で あ

る。
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次 にグループ学習がある。単 に…・斉学習 よりも小 さ

な単位 での学習 というものならば現在 で もあるが、ハ

イパーネ ッ トワーク社会 では、 自宅 にいながらグルー

プ学習 を行 う、いわば"在 宅グループ学習"が 日∫能 に

なるのではないか。例 えば、身障者、老 人、病気 ・ケ

ガなど身体的 にハ ンディを持つ人や、気象 の悪い場合

な ど通学 が危険な状況、地理的に遠 い人 との共同学習

な どに利用で きる。今 日では地道に単独 で学習する し

かない ような場合 で も、グルー プで学習することは共

通の目的 を持つ ことなどができて励 みにな るし、異な

る環境 ・経験 を持 つ人 との共同学習 によ り様 々な刺激

を生 む可能性 もある。 また、平素我 々は,自 分が知 っ

ていることを他人に教 えることによって自分の理解 を

深めた り、自分の理解が不 十分であったことに気づい

た りす ることが往 々に してある。 これが グループ学習

の利点であ り、その可能 な範 囲を格段 に拡がるのがハ

イパーネ ッ トワー ク社会であ ろう。

CAIで 最 も発展する と考え られるのが、個別学習

である。 システム化 が しやす く、学習者が 自分 一一・人が

理解 で きれば どん どん先 に進め ば よい よ うな分 野で

は、完全 な個別学習が可能 になるか も しれない。社会

教育 や生 涯教育 に はと くに応用 で きる ように思 われ

る。

(4)高 度 に進 んだハ イパーネ ッ トワーク社会の

教 育機 関

ハ イパーネッ トワークが高度 に進み、ネ ッ トワー ク

の活用 で誰 もが全 く自由に誰 とで も、 どのシステム と

で もアクセスで きる ようにな り、CAIの システム も

あ らゆる形で完備 された社会での教育機関 を想像 して

みた。大胆 に考える と、教育の方法 ・組織 が現在 と全

く変わって くることも想像 で きる。 下にその例 を挙 げ

る。

・学年別の カ リキュラムはな くな り、"何 年 間で
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最低限身に着ける内容"を 明示す るようになる。

・現在 は"ク ラス"単 位 で学習 してい るが、共 同

で学習する単位、同 じ事柄 に興味 を持 った生徒 の

集ま りな ど、管理のための現在 とは違 ったものに

な る。

・教 師の役割 は生徒 が 自分 で学習 してい く助 けが

主になる。そ して、一人 ひとりに対 して違 った接

しかたが求 められ る。

・生徒 間の結 びつ きは、今 は地域 的な もの しかな

いが、 ネッ トワー クによる新 しい関係 が生 まれ

る。そ うなると、地域の学校 と日本 全体 で ・'つの

学校 という二つの性格の ものが併存 す ることも考

え られる。ネ ッ トワークで学習 できる部分 につい

ては、い わば 日本 中で一 つの学校 を形成 す る。

・CAI化 され る部 分 はt-一ー一部 ネ ッ トワー ク化 さ

れ、CAI化 されない部分 と分 けられ、全体 と し

て体系化 される。

また、一般教育 と専門教育の違 い も小 さ くなってい

くのではないか。興味 を持てば どのジャンルについて

も どんどん と学 習 を深め てい くとす るな らば、 その

ジャンルについて専門教育 を受 けているようなもので

あ る。一定 の期 間にわたって基礎的 な教育 を受 け、そ

の後 に専門教育に移る という現在の形態 が変 わって く

るので はなかろ うか。 さらに、1人 ひ と りが多 くの

ジャンルで専門的 な知識や経験 を持つ ようにな り、従

来のように、特定の知識が一部の専門家 だけの財産 で

はな くなって、多 くの人が共有す る ようになると想像

で きる。
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2-2家 庭 におけるハイパーネ ッ トワーキング社会の実現

1.家 庭 における情報化

家庭 を構成す る家族の態様 については、米 国の占領

政策によって戦前 に存在 して きたイエ社会が崩壊 し、

さらに住 宅事情な どの居住 環境の変化 とも相倹 って、

戦後急速な変化 を遂 げたのであった。その最 も顕著 な

傾向が多産多死か ら少産少死への変化 であろう。少産

であ るか ら、子供の数 が減少することに より一・所帯当

りの構成員が減 り、戦前の 世帯主 イコール父長 を中心

と した大家族 は消滅 した。

それに加 えて人々の ライ フス タイルの変化が これに

拍車 をかけたのであった。親 との同居 を嫌 う傾向が・'

般的にな り、それによって 『核家族』 と呼ばれ る家族

形態が常態化 したのであ る。 しか し、これは もうかな

りの程度定着 し、現在では さらに単身者 、独 身者 世帯

が増え、 まさに昔の家族の態様 は核分裂 を起 こ したと

もいえる。

こうして家族 の態様が変化 したのではあるが、家族

間のコミュニケーシ ョンに も同様 の傾向が見 られ、親

子の断絶 などが社会的な問題、あるいは傾向 と して取

上げ られたこ ともあった。

単身者、独身者あるい は核家族 において、相 互の コ

ミュニケーシ ョンが消 え去 ったか といえば、必ず しも

そうではない。単身者、独 身者 とその家族間、 あるい

は家族 間での コミュニケー シ ョンの中心 は、顔 を付 き

合 わせ た会話 あ るいは文章 に よる手紙か ら、電 話 に

代 わっていったのであった。電話 の普及率 は当時の 日

本電信電話公社 の長年の課題であった積滞解消が実現

され、いつ で も、 どこで も容 易 に利用 で きる よ うに

な った。電話の世帯当 りの普及率は米国 に次 いで世界
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第二位 の実績 を誇 る までに上 り詰 めたのであ る。

企業の中には単身赴任者家庭 に対 して、 テレビ電話

を貸与 して家族間の コミュニケーシ ョンを支援 しよう

とい う試 み もな されている。

しか し、公文俊平、村上泰亮、佐藤誠三郎王氏の共

著 による 『文明 と しての イエ社会』に よれば、戦後社

会 出現 している新 中間層 のこれか らの行方が議論の焦

点 とな り、核家族化 した家族の構成員 たちは、 さらに

分裂 して欧州並 みの個人 になる可能性 は少ない と指摘

している。 た しかに、独身、単身世帯の増加が話題 に

はなっているが、 世帯が分れる範囲に とどま り、家族

か ら分れた人々の意識が欧州並みの個人 にな ることは

ない とい う。

近 年では住 宅環境 の側 面で三 世代 同居、 二世代 住

宅、住宅ローンの親子継承な ど、む しろ1剤、三}傾向 をビ

ジネスのシーズに しようと企業側がマーケ ッ トの掘 り

起 こしに躍起 になっているほ どである。

2.ハ イパーネ ッ トワーキング社会 と家庭

個人の創造性 をサポー トするハ イパ ーネッ トワーキ

ング社会が 出現する と家庭はどう変化 して行 くかを占

う前に、ハ イパーネ ッ トワーキング社会 と家庭 との接

点 を考察 してみたい。少な くともハイパ ーネッ トワー

キング社会 を支える社会資本であ るインフラス トラク

チャが整備 されていることは当然であるが、家庭 の側

で もミニマムのハー ドウェアが揃 っていなければな ら

ない。

この点では現実 とのギ ャップが小 さ くない。た しか

に電話機 は どの家庭 にもあろ う。 また、コー ドレス兼

留守番電話が爆発 的に売れているとはい うものの、'そ

の普及率 は知れている。家庭用 ファクシ ミリの浸透 も

頭打 ちの状態である。パ ソコン通信 に して も電話 回線

は引 き込 まれている ものの、家庭 におけるパ ソコンの

81



ハイパ ーネ ッ トワーキング社会 の社会構造 一新 しい社会の イメー ジを求 めて

普及率は低迷 してお り、 さらにモデム も必要である。

加 えて、た とえ これ らのハ ー ドウェアが揃 っていて

も、現在の テキス ト通信が主流のパ ソコン通信 では、

当面キーボー ドを操れなければ加入 して も受ける恩恵

は半減 して しま う。

個人の創造性 をサポー トして くれるのは結構 である

が、現在の社 会が歩む道程で は、その道 は決 して平坦

ではない と言わ ざるを得ない。以下では、 このままの

状態で どの ような方向 に進 んで行 くか を幾つかの課題

を設定 して、各 々のシナ リオを検討 してみたい。

ハ イパーネ ッ トワーキング社会へ の道程 で課題 とな

る もの として、① セキュリティ、②パブ リックアクセ

プタンスの鍵 となるヒューマン ・インター フェイスと

一般への普及
、③技術の進歩、の3つ の要素 を取」二げ

てみる。① の 『セキュ リテ ィ』は、 ネッ トワークや ツ

ール全体の信頼性 に も及ぶ もので、暗 号化、秘密保護

とい う本来のセキュ リティの範囲を越えた広義の安全

性 を意味す る。

シナ リオを単純 に分類す るために、以下の ようなマ

トリクスを用いて分類す る。 なお、○はその課題 が克

服 されることを示 し、 ×は克服で きないケース を示 し

ている。

シナリオ

I

H

皿

V

セキュリティ

○

○

○

○

×

×

×

×

ヒューマン ・インターフェイス

○

○

×

×

○

○

×

×

技術の進歩

○

×

○

×

○

×

○

×
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前頁のシナ リオ8種 類 を全て検討す る必要はない。

何 となればセキュ リテ ィ、 ヒューマン ・インター フェ

イス、技術の進歩、は各 々独 立 した課題 ではないから

である。相互に影響 を与 え合 ってお り、想定 して も意

味のないシナ リオ も含 まれてい るか らであ る。

た とえば、 ヒューマン ・インターフェイスの課題 を

克服で きるか否かは、技術の進歩 に依存す るところが

大 きく、技術 の進歩が停滞 していなが ら、優 れたヒュ

ーマ ン ・インター フェイスが登 場 す る とは考 えに く

い。セ キュリテ ィも同 じように考え られる。

したが って、上記の うち、シナ リオll、IV、VI、 皿

は検 討す る必要がないであろ う。すなわち、本論では

技術 の進歩 は着 実であ り、セ キュ リティ とヒューマ

ン ・インターフェイスは技術の進歩に よって克服可 能

であ ることを前提 とす る。

以下では、前頁表 におけるシナ リオ皿、V、Wを 詳

しく検討 する。

[シナ リオ 皿]

このシナ リオは技術 の進歩 によって、われわれは機

能的 には現在 に比較 して、…層多様 なサー ビス を享受

することがで きる水準 に達 している。 さらに、セキュ

リティに関する技術進歩 にも少 なか らぬ進展がある。

しか し、家庭 で個人がそれらの機 能を充分 に使えるだ

けの使いやす さについては、様 々な工夫や新機軸が提

案 されてい るに もか かわ らず、使 いやす い ヒュー マ

ン ・インターフェイスは出現せず、多 くの人々がハ イ

パーネ ッ,トワーキ ング社会には馴染めないまま放棄す

る というシナ リオである。

ISDNは 順調 に加入者 を増 や し、1996年 には遂

にNTTの 予測通 り累計100万 回線 の契約が達成 され

た。 こうなると、1.SDN用 のハー ドウェアも普及版

が市 中に相 当出回 り、利用者 もISDN用 のデ ィジタ
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ル電話機、 ファクシミリ等 を安い価格 で購入 し、従来

の電話線 によるサ ービスを上回る機能を享受で きるよ

うになる。新築住宅では もはやISDNへ の加 入が当

然 にな り、従 来の電話 回線新規開設のサービス停 止は

時間の問題 となる。

さらに、 コンピュータのハー ドウェアに関 しては、

小型化 と機能競争 で一段落す るが、 メーカーの競争 は

価格 競争 の フェーズ に突入 し、競 争 はさ らに激化す

る。 この段階 では ノー ト型パ ソ コン多様化 が ・・層 進

み、利用者 は自分 のニーズに合 った機能 と価格のパソ

コンを入手で きるようになる。 さらに、従来のパ ソコ

ンの機能 を拡張する目的で、他のパ ソコンとの接続、

ネ ッ トワーク化の動 きが本格化 し、接続 に要す るアダ

プタやルー タの品揃 えが豊富にな り、また低価格化 も

進行 する。

家庭外の社会的な情報環境 も整備 され、従来電 子掲

示板 や電子メール程度の機 能 しか提供 できなかった商

用パ ソコン通信会社 も、 テキス ト通信 か らISDNを

使 った画像通信、 さらにデー タベース化が進んで、端

末 か らの検 索が安 い料 金で実現す る ようになる。 ま

た、パソ コン通信ネ ッ ト相互の接続 もアダプタ、ルー

タの低価格化 、機能の豊富 な接続用 ソフ トウェアの普

及が進んで、世界 中のネッ トへ のアクセスがそれほど

難 し くない環境が実現す る。

ところが、肝 腎の人間 とマシンあるいはネ ッ トワー

ク との接点であるヒューマン ・インター フェイスの遅

れは一向に解消 されない。90年 代前 半か ら供給側であ

るメニカーやネ ッ トワークシステム ・オペ レータは、

機能面での高度化 による商 品価値向上が販売向Lに リ

ンク しないことを悟 り、 「使いやすい」 、 「人間 に優

しい」 を標語 と して、使用 に際 して、 よ り抵抗感の少

ない利用者の立場 に立 った表示、操作、ガイ ドなどに

心掛 けて、商品開発 に全力 を ヒげ ようと したの であ
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る。

しか し、 ヒューマン ・インターフェイスの開発 は時

間 と手 間のかかる仕事で、従来の機能面 中心の技術 開

発 と比較すれば、開発する立場 にある技術者に とって

は、技術の進歩 という観点か らは疑問が払拭 されず 、

開発意欲が削がれ るとい う従来の技術 開発性 向 を拭 い

去るこ とはで きなかった。その傾向は どうして も従来

の人 間工学的なア プローチか ら脱却で きない とい う問

題点 を残 している。…方装置、機器へのアクセシ ビリ

ティは、所詮世代 間のギ ャップの問題 で、時間が解決

して くれ るとい う楽観論 も根強 く残 り、人間 に優 しい

機器 、装 置は掛 け声倒 れに終わ って しまった。

その結果、先進的な人々は新 しい技術 を取入れた情

報環境の恩恵 を存分 に享受するのであるが、大部分 の

人々は相変わ らず電話に よる会話 と精 々ファクシ ミリ

を使 う範囲に止 ま り、ハイパーネッ トワーキング社会

の実現 は遠い先の構想 の域 を出そ うに もない。受益者

負担 の原則 か ら、先進的な人々で さえ利用者が…部 に

限定 されて容易に増 えないことか ら、当初の社会環境

整備 が思惑通 りに運 ばず、 中途 半端な情報化 とい う

レッテルが貼 られつつあ る。

[シナリオV]

技術の進歩 はシナ リオWと 同様であったが、 ヒュー

マン ・インターフェイスの開発 に関 して も供給側 が発

想の転換 を行 ない、使 ってもらう装置 の開発 に全力 を

傾注 したので、装 置の普及率、あ るいはネ ッ トワーク

への加入者 は急速に上昇 した。供給側 であるメーカー

は、技術者 の興味 を満たす技術開発 のみな らず、利用

技術 の開発 において発想 の転換 を行 ない、利 用者 が本

来欲 している問題 を解 決 したい とい うニーズ に重点 を

置 くようにな った。

これは従 来のマシンを前提 とした、操作上の扱 い易
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さやキーの レイアウ トなどを追求す るアプローチか ら

の脱却 を意味 していた。勿論、メーカーでは早 くか ら

認知科学やCSCWな どのアプローチへ と方向転換 を

模索 してはいたが、なかなか現実の商品化 には結 びつ

かなかった。 それが ようや くわれわれが手 にす るこ と

ので きる商品の レベルまで目に見 えて具体化 される よ

うになったので ある。 われわれはい よい よハ イパ ー

ネッ トワーキ ング社会が到来 しそうであ ることを予感

し始 めたのであ る。

ところが、装 置が普及 したために、装 置に関す る情

報が公 開された り、あ るいはネッ トワークの接続技術

が公 知 となるに伴 って、情報 を詐取する事件 が続発 し

始めた。 さらには、ご く特殊 な存在で しかなかった コ

ンピュータ ・ハ ッカーが横行 し始めた。従来は精 々パ

ソコン通信 に よるPDSの ダウンロー ドを通 じての

ウィルス程度で しかな く、愉快犯 の範囲 を出なかった

ものが、い よい よ社会 に巨額 の損害 を与えるまでに影

響力 を持 つ ようにな ったのである。

92年 に もイタ リアの芸術家、 ミケ ランジェロの誕

生 日にコンピュー タ ・ウィルスが世界中 を席捲 した。

『ミケランジェロ』 と名付 けられたこの ウィルスは、

IBM社 とその互換性 のあるパソコンに侵入 し、 メモ

リの全 てのデータを消去す るという損害 を与えたので

ある。米国の全米 コンピュータ ・セキュ リティ協会は

英 国で15、 オラ ンダで12、 オース トリアで5件 が被

害 を被 ったと報 じてい る。この 『ミケランジェロ』は

]度1年 前 にオース トラ リアで発見 されたが、台湾製

のフロッピーデ ィスクの幾つかか ら見つけ られた もの

であ った。 この場合 には 『ミケランジェロ』の存在が

事前 に判 明 していたこ ともあって、開発 されたワクチ

ン ・ソフ トウェアが販 売 され て大事 には至 らなか っ

た。

郵政省 通信 政策局 が91年12月 実施 した 「家庭にお
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ける情 報通信 サ ービスの利用 に関す るアンケー ト調

査」 に よれば、 「観光情報、列 車や航空機の予約情報

を見なが ら旅行の予約」 を家庭 の端末 を利用 したいと

回答 した人は59.1%に も昇った。また、 「預貯金 の残

高照会 や振込」 も47.3%の 人が望んでいることが分 っ

た。一方、情報検 索型 の利用である 「ニュース、天気

予報 を見 る」(39.0%)、 「暮 しの知恵な どの情報 を

見 る」(38.0%)な どは低 いとは言 えないが、実利 を

伴わない利用は従 来の新 しいメデ ィアの普及 を振返 っ

てみる と、あ くまで副次 的な利用 に止 まることは明 ら

かであ ろ う。

旅行予約や口座振込 は、実利 も伴 うが、 ネッ トワー

クやシス テムのセキュ リティに問題が生 じると、実害

が発生す る。92年1月31日 にはNTTのANSER

セ ンター通信 プログラムに障害 が発生 し、 それがゲー

トウェイ ・スイッチの障害 を引 き起 こ して、ファクシ

ミリのFネ ッ トや ビデオテックス網への障害 にまで拡

大 して しまった。 その ために、ホーム端末 を利用 して

振込、振替を行な ってい た利用者の資金移動がス トッ

プする とい う事故が発生 した。

家庭用端末装置 を使 った本格的 な資金移動は、上記

の調査が示す ように潜在的なニーズは相当高い。 した

がって、環境が整 えば、急速 に利用者が増 えて一・気 に

普及す る可能性が ある。 しか し、ネ ッ トワーク、 シス

テムの信頼性 につ いては、未経験の分野だけに実害 を

伴 うネ ッ トワークの麻 痺や事故が多発す る恐 れ も同時

に存在す る。従来の金融ネ ッ トワークは利用者、管理

者が限定された専用のネ ッ トワークであ ったが、 これ

からは誰 もがいつで も利用す る利用環境 を作 り.ヒげて

いかな けれ ばならない。

この信頼 性 を含めた広義のセキュ リテ ィは、立ち上

が り時期 に大 きな事故 が発生する と、信用 回復 までに

相当の 日時 を要 し、大 きな社会 問題 にもなる。個 人情
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報の保護 とともに技術 の進歩だけではな く、多額の社

会資本 の投下が避 けられず、問題がII」積 し、個人の潜

在ニーズ を解決するハイパ ーネ ッ トワーキ ング社会の

実現 は遠 い将来 に先送 りとなる。

[シ ナ リオW]

技術的な進歩 は相変 わらずで、市場 に流れ る商品は

次 々 と新 しい機能が付 け加 え られてい く。 また、メー

カー同士 の競争 はきわめて厳 しい。その原因は ひとえ

に市場が拡大 しない という一点 にある。…・般家庭 に普

及 してい る家電製 品は、高度成 長期 の洗濯機 、掃 除

機 、冷蔵庫 、テ レビ、ステレオが一息つ くと、生活必

需品 は一巡 して しま った こ とに気 が付 く。 そ うなる

と、作 れば売れる商品は もう探 しても容易 に見つか ら

ない。

次 には 自由化 がなった電話機 を始め とす る通信機器

であ ろうか。 ところが、付加価値 を高め たつ もりの多

機能電話機 もさっぱ り売れない。 さらに、期待 を込め

て送 り出 した家庭用の ファクシ ミリも一一・時の勢 いは霧

消 して しまった。

企業では普及 しているパ ソコン、 ワープロ も、小 型

化 や低価 格化 が急速に進み、家庭で も1^'分に購 入で き

る水準 に到達 してい るのだが、売れ行 きの方 はほ とん

ど伸 びていない。 かえってメー カー各社 の ターゲ ッ ト

が同 じ商 品に集中す るので、在庫の 山が次々にで きる

始末 である。

家庭用 ファクシミリで も、購入は してみたが画像 を

送 りたい相手 にファクシミリがない とい う、 ご く当然

の事実 によって送 るに送れず、それが何 回 も続 くと自

分 で使 うことはな くなって しま う。その代 りに、 どこ

で調べ たのか ダイ レク トメール代 りの宣伝 、広告が山

の ように送 られ、用紙 は見た くもない情報 のため に消

費 されて しまうので ある。
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一方 で、一時かな り伸びたコー ドレス電話で、会話

の内容が外部へ漏洩するというプライバ シー保護 が社

会 問題 とな り、それを恐れる家庭 では結局使 われず に

ホ コリをかぶ って しまう例が続出 してい る。

技術の進歩 によって情報機器には多様な機 能が付加

され、消費者の選択の幅は広がったかに見 えたが、実

は使い勝手 やプライバシー保護 の問題が普及 の前 に立

ちふ さが り、技術 の進歩 は機 能の選択 か らヒューマ

ン ・インターフェイスやセキュ リテ ィ対 策へ 、その力

のベ ク トルをスイングさせ なければ、 これ以上 に社会

的 な広 が りを見 ることはなさそ うであ る。

シナ リオの1は 上記のnl、V、Wの ヒューマン ・イ

ンター フェイスやセキュ リテ ィに関す る問題点 が レベ

ル以下に抑制 されたケースである。 これについてはこ

こで論 じる必要 はない。 この ケース こそがハ イパ ー

ネッ トワーキング社会実現の基本的状態 になるからで

あ る。

3.課 題解決の展望

(1)情 報機 器 とパ ブリック ・アクセプ タンス

情報機器が人々に受入れ られるか否 かは、世代 間で

大 きなギ ャップが存在す るこ とか ら、時 間が解決する

とい う楽観論 から、拒絶反応 を示 す層 は消滅 しない と

い う悲観論まで議論の的になるところであ る。む しろ

人々が今後展 開されるであろうバイパ ーネ ッ トワーク

を駆使 して、個々の持 つクリエ イテ ィヴィティを発揮

するツール として使いこなせ るか どうかの キー ・ファ

クタになる。その観点からは、技術 の進歩 とも関連す

るが、パブ リック ・アクセプタンスの成否 は利用者 の

間に定着 させ るための供給側の努力 に依存 してい ると

いって も過言 ではない。

メー カー各社は近年 ようや く機 能追求のみな らず、

使いやす さ、すなわちヒューマ ン ・インター フェイス
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の追求に ビジネス拡大の活路 を求める傾 向が著 しい。

家庭 用の電化製 品 を見 て もそれは 自明の路線 であ ろ

う。急激 に普及 したビデオ ・カセ ッ ト・レコーダー一つ

をとってみて も、メーカーが追い求めた機能が如何 に

独善 的であったかが明白 となってい る。

再生機能、録画機能、予約録画 タイマー機能、カ レ

ンダ内蔵録画予約機能、 さらに衛星放送チューナー内

蔵、ステ レオ録画、再生機 能など高級化 、高機能化の

一途 を辿 って きた
。 しか し、機能が増えれば増えるほ

どフロン トパ ネル に並ぶスイ ッチ、ボタン、 キーの数

は増 え、 しか も英語表示のみでは…般 利用者 は使 う前

に断念、放棄 して しま うであろう。現 に基本的機能の

・つであ る予 約録画 タイマー機能一一つ をとってみ て

も、使い こなせずホ コリを被っている家庭 が多いこ と

は想像 に難 くない。

それを打破す るため に様々な工夫が為 されてい るこ

とも否定はで きない。 た とえば、バーコー ド予約な ど

はその典型であ る。 しか し、これとても必ず しも利用

者が何 の抵抗 もな く受入れているか とい えば、けっ し

てそ うではなかろう。せ っか く購入 したので、仕方な

く付属の取扱説 明書 を読 もうとして も、全 く耳に した

こともない用語 で溢 れている文章 を読み、 さらにその

通 りスイッチ を捻 ってみて も、なかなか 目的の機能 を

有効 に生かすこ とは難 しい。 さらに問題 は、耐用年数

を経 て新 しい機種 を購 入す ると、 再びその操作 は…か

らや り直 しになる とい う点であ る。

これでは機械 に振 り回されている と感 じない人の方

が不思議が られるであ ろう。利便性 を高 めることは、

消費者 に従来にない付 加価値 を提供するこ とで、決 し

て非難され るべ きことではないが、買い求めた消費 者

が使 えないのでは、結局消費者に高い ものを買わされ

た という被害者意識 を植 え付 けることになる。

シナリオにも描いたヒューマン ・インターフェイス
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における技術追求が必要であることは言うまでもない

が、同時に利用者の使いやすさを促進する意味でも、

機器の標準化に対する供給側の合意形成が急がれる。

さらに、情報というクリエイティヴィティの所産に対

する権利保護、そしてその利用に関する法制度の整備

が焦眉の急になる。これらが着実に実現 してこそ、ハ

イパーネットワーク社会の到来 となるのであろう。

(2)情 報化 とセキュ リティ、そ してプライヴァ

シー保護

家庭における最も身近な通信手段は電話である。そ

の電話は相手先の番号をダイヤル し、相手の電話のベ

ルを鳴 らして相手が送受話器をフックオフして回線が

接続される仕組みになっている。このように電話は一

対…の通信手段で、この間の会話が他に漏洩すること

はない。この通信手段を提供する通信事業者 といえど

も通信内容を規制することはできない。通信内容は利

用者だけのものであり、秘密は保護 されているという

前提で装置やシステムが構成 されているのである。

我々はこの仕組みに慣れ、また手軽であるだけに電

話への依存を深めて行 ったのである。ところが、電話

サービスで使ってきた電話回線は、単に音声メッセー

ジの交換手段から文字、画像を伝送する手段へ と高度

化されつつある。さらに、近年ではその電話が固定さ

れた電話機から移動することが可能な携帯電話機へ と

発展 して、その機動性 は…段 と向上 している。

外に出ている際に電話を利用する場合は、従来公衆

電話 を探さなければならず、見つかると行列が出来て

いる等、必ずしも使い勝手が良いとは言えなかった。

携帯電話の出現によって新たな需要を喚起 して、電話

の利用者は急速に増加 している。一・・方では、家庭に置

かれている電話機 も付加価値が高められている。・一つ

は携帯電話同様機動性の向上である。微弱電波から特

定小電力へと規格が高められると、コー ドレス電話は
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爆発的に売れるようになった。 もう一…つは電話という

通信伝達手段の欠点を補う付加価値向 上である。それ

は相手が不在時には伝達できないという欠点を補うも

のである。そのために電話機にメッセージの音声蓄積

機能を付加する留守番電話が登場 した。このコー ドレ

ス機能と音声蓄積機能を合せ持った電話機の需要が急

速に伸びているのである。

コー ドレス電話にしろ、携帯電話にしろ無線通信技

術に依存 しているので、発 している電波 を受信できる

装置さえあれば、不可視ではあっても電波の到達する

範囲にさえいれば発信内容は意図しない相手に漏洩 し

て しまうのである。電波ではな くとも、最近話題に

なっているのはNTTが 提供するダイヤルQ2の 高額

料金課金を逃れるために、 ビルの中継端子盤 を細工 し

て、他人の回線に接続するという例がある。

中継端子盤の細工などはきわめて初歩的な防護 手段

で保護することが可能で・はあるが、コー ドレス、携帯

電話で自分の通話内容が他人に傍聴されているという

事例 と共に、いずれも従来にはなかった事例である。

たしかに、従来にはなかった事例なので、利用者、供

給者共に油断があったことは否めないが、どちらも無

防備であ りすぎたことも否定できない。 しか し、状況

は大 きく変化 している。従来の電話によるメッセージ

交換では、その内容がたわいもない雑談か、あるいは

他人が聞いていても通話 している本人以外が活用のし

ようがない情報で しかなったのであろう。

われわれの意識は従来のままであるが、情報機器は

従来とは比較にならないほど豊富な機能が付け加えら

れ、利便性を向上させている反面、その保護対策には

必ず しも万全の備えがなされているとは言えないので

ある。その隙をつ く犯罪が頻繁に発生すると、 一・旦構

築 されかけた高度な情報社会 も、砂上の楼閣となりか

ねない。ハイパーネットワーキング社会の利便性 を唱
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える一方で、その致命的な脆弱性や盲点について も十

分 な研 究が行 なわれ、社会生活の基盤 とな るインフラ

ス トラクチ ャを構築 してい く必要があ ろ う。
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2-3ハ イパ ーネ ッ トワーキ ング社会 における女性の就業

ハ イパーネッ トワーキ ング社会 において、家庭が ど

う変化 してい くか、 をとくに女性(主 婦)の 就業 とい

う観点 か らみてみ たい と思 う。

1.職 場進 出を したい女性達 と在宅勤務

「女性 の社会進 出」 は、 この10年 来の大 きな トレ

ン ドであるが、考 えてみれば 「社会進出」 とい う言葉

はおか しな言葉である。家庭 にこもって主婦 業に専念

している女性 は、社会 に暮 らしてはいない とい うので

あろ うか。家庭 といえども、それは社会 の りっぱな構

成要素、 「社会進出」 とい うよりも 「職場進出」 とい

う方 が適切 であろ う。

さて、女性の職場進 出の意欲 は、かな りな ものであ

るが、 一方そう した意欲 をそ ぐ要素 もまた多 く存在す

る。私が籍 をお く企業 にも女性就業者は多いが、例 え

ば1歳 になる息子 をかかえ るある女性社員は、朝、保

育園に息子 を預 けてか ら出社、夕方は 「お迎 え」 のた

め、5時 には もう会社 をでなければならない。仕事が

忙 しい ときな ど、残業す ることもままならない。残業

しないこと自体 はむ しろ 「時短」の動 き ともマ ッチす

る し望 まれるこ とではあるが、そう した仕方のない行

動が、 ときには周囲か ら暗 に非難 される ような目でみ

られ るこ ともある。 さらに、保育園はも し子供 に38度

以上の熱があれば、子供 を預かっては くれない。 母親

は他 に預 かって くれる所 がなければ、その 日は会社 に

はで られない。1,2歳 の子供の場合 、病気 とまで は

いえない ような状態の ときで も、38度 を越 えることは

ままあるので、その分欠勤 がか さむこととなる。仕事

に支 障が生 じるこ とが起 こ りうるのであ る。
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パ ー トで働 く女性 達に とっては、年 間100万 円以上

の収入 を得 ると、夫の扶養控除の対象か ら抜 けなけれ

ばならな くなるという税 制上の しば りが、仕事 をす る

うえでの大 きな障害 としてたちはだか ってい るように

思える。 しっか りと仕事 が したい と思 って も、一度夫

の扶養控除の対象 から抜 けると、また復帰す るのは大

変です よ、 などと言われ ると二の足 を踏 んで しまう。

かな りの覚悟 で仕事 を始 めな くてはならな くなるか ら

だ。パ ー トで仕事 を始め て も、仕事 が面 白 くなって

もっと深 く関わ りたい と思い出す女性 は多い。 しか し

この税制面の障害が彼女 たち を優秀なワーカーに して

い く道 を閉 ざ してい るようにも思 える。

最近、在 宅勤務 を望 む女性 が増えてい るとい う。統

計 として現 れた数字 はないが、私 の勤め る企 業で、先

日 「在宅オペ レー ター募集」 とい う小 さな新 聞広告 を

出 した ところ、たち どこ ろに100名 近 くの希望者が殺

到 して対応 に困って しまったとい う経験 を した。 なか

には妊娠 している人 もいた。幼い子供の手 をひいて、

仕事説明会 に参加 した人 もいた。 ここにも女性の職場

参加意識の発露 をみ ることがで きた。 しか し、現在在

宅勤務 に関 しては しっか りと したルールやノウハウが

確立 してい るわけで はな い。

かつては、箱つ くりや縫製 といった ようないわゆる

内職仕事が在宅勤務 としてあったが、その世界はほと

んど金銭的には 「女工哀史」的世界であった。現在 も

在宅勤務の場合、パソ コンオペ レー ターなどといって

も、その給与体系 は ピンキリであ り、なかにはかな り

低 い もの もある。アメ リカなどではキッチ ンプログラ

マーやあるいはキ ッチ ンセク レタリー とい う形で、大

統領の演説草稿 まで書いて しまうというかな り高度 な

仕事 をこな している在宅勤務者 も多 いわけだが、 日本

では まだそ う した認識 が一般化 しているわ けで はな

く、 どち らか とい うと内職仕事 の延長 といった形で在
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宅勤務 が とらえ られてい る。

もち ろん、 ワーカーの側 に問題 が ないわけで はな

い。例 えば在 宅オペ レーター に100名 の応募があ った

として も、その うちで仕事 をお願いで きる層 は、ほん

の…握 りであ り、 ワーカー側 も努力 して仕事 を獲得 し

ていこうという姿勢 に欠ける場合 もあ る。仕 事を渡 し

て も、平気 で納期 を守 らなか った り、貴 重な原稿 をな

くして しまって もあっけ らか んとしてい るといった、

とて も仕事 の常識 では考え られない ような態度 を示す

ワーカーもいる。ここで もまだ労使双方のルールが確

立 していない とい う現状がみてとれる し、 また技 量が

足 りない人に、 ここまで学べ ばいいのです よ、 という

コースウェアのような もの もしっか りとは提示 されて

い ない という実態 もある。

2.情 報化の進展が就 業機 会 を広 げる

各種の通信技術 とパ ソコン等の発展、普及 によ り情

報化が家庭 にまで入 り込 んでい ったとき、女性の職場

進出の意欲 はどのような形で関わ りをみせて くるので

あろ うか。

先に述べた在宅勤務の問題点 を考えてみ ると、いわ

ゆ る情報化 の家庭 内への進展が、多 くの問題点 を解決

して くれ る糸口 を示 して くれる ように も思 われる。

まず、これは実際に行 われていることで もあるが、

パ ソコン通信等 を用 いることに よって、遠隔地での就

業が可 能 とな り、在宅勤務 の仕事 を得 る機会が格段 と

多 くなる。九州の山村で東京 か らファックスで送 られ

て くる入力編集やあるいは翻訳 の仕事 をこなす といっ

たこ とは一部の企業で行われ てい るこ とで ある。

現在 は、これが どちらか とい うとローエ ン ドな単純

入力作業的な仕事か、あるいは翻訳の ような ドキュメ

ン ト(文 字)だ けを扱 うものか に限 られているが、技

術 の進展 によって、これが より高度 な、あ るいは範囲
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の広 い もの となってい く可能性 は高い。

ファックスで画像 をや りとりしなが ら、電話で細部

をコミュニケー トする といったこ とは、現在 で もIS

DN網 を用いればすでに一つの回線のみで可能であ る

が、 これが例 えばテ レビ電話やさ らにはバーチ ャル リ

アリティの技術 まで応用す れば、実際に会 って仕事 の

詰め を行 ってい るの とそ う変わ らない1{堺 が現出で き

るのではないか、 と思 われる。"

例 えば秘書業務 な ど、 日本人の エグゼ クテ ィブが

しっか りとした秘書管理能力を身 につけていないため

に、す ぐ近 くに居 て、 まるで会社妻の ように寄 り添 っ

てい なければな らない といった感覚で とらえ られてい

る向 きがあるが、実際 には業務のほ とんどは遠隔地 で

おこなって も可能な もの と見て取れる。それ こそキ ッ

チンセク レタ リーあるいは 「テ レセク レタリー」業務

が可能 な世界 なのであ る。

「電子通勤」 な どと訳 される 「テ レコミューティン

グ」(通 信 回線等 を用いて仕事 をこな してい く遠隔地

勤務の形態)は 、 日本ではまだ一一・般化 していないが、

サテ ライ トオ フィスの実験、例 えば志木サテ ライ トオ

フィスにおける3年 弱の実験成 果等で は、ほ とんどの

業務 内容 でテ レコミューティングが可能であ る とされ

てい る。最近では、受付業務 さえ、 テ レコミューティ

ングで大丈夫 という事例が、アメ リカでは報告 され て

いる くらいである。確 かに、日本 で も受付業務 は電話

やパ ソコン等 に よって無人化 されてきているが、パ ソ

コンの画面で無味乾燥 な机 の配置 図がでて きた りす る

よ りは、生 の女性 がでて きたほ うがい い と考 える な

ら、テ レビ電話機能 を使 って、 自宅 にいるテ レコ ミュ

ー ターの受付 嬢 につ ながればいいわ けだ。

ネ ッ トワーキ ング機器の発達が、 この分野 に及ぼす

影響 は、かな り大 きい と考 えられる。女性層 に根 強 く

存在す る在宅勤務 に対 しての意欲 と、ネ ッ トワーキ ン
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グ技術 は大変 に相性 がいいのであ る。

付 け加 えれば、在 宅勤務者向けの教育やあるいは自

己学習 をサポー トす る仕 組み も、通信技術 の進展 に

よって大 きく変化 する可能性 が高い。その分野 におい

て もネッ トワーキング技術 の進展 が及ぼす影響 は大 き

なもの となる と思われ るのである。

ネ ッ トワーキング技術の進展が、在宅勤務者達の

仕事の機 会を どんどん と拡大 してい くとい う状況が、

ご く近い将来 に起 きる とい うことが確信 で きる。

3.人 と人がサポー トし合 える技術

ネッ トワーキ ング機器 の発達は、心理的 な面で在宅

勤務者 をサポー トする ような仕組み を作 り出すのにも

最適なのではないか と考 え られる。在宅勤務者 達は、

本社 やクライア ン トとも離 れているために、そこか ら

生 じる不 安感 や心 理的不安定感 とい った問題 を常 に

抱 えてい る。確 かに通信技術等の発達が臨場感 の高い

コミュニケーシ ョン手段 を与 えて くれる ようにはなる

と思われるが、 しか しそれでも心理面での問題は依然

残 るのでは ない か。加 えて問題なのは、在 宅勤務者

(ホームワー カー)達 は、それぞれが別個 に存在 して

いるような感覚に襲 われ るこ とである。従来型の会社

組織 では、た とえ仕事は しな くて も、皆が…緒 にいる

というこ とそれ 自体 に意味があ り、そこか ら企業の体

質が生 まれ、…体感が醸成 されていたのだ ともいわれ

る。そ う した感 覚がホーム ワークによって薄れること

は当然予想 され るのであ るが、技術 の進展 がそう した

点 をどこまで補 えるかは 一一つの課題 であ る。

バーチ ャル リア リテ ィ技術 は、…般 には映像技術等

に よって、実際 にない もの をあるものの ように見せ る

技術 と思われてい るが、 これ を人 と人 との コミュニケ

ーシ ョンとい う側面で応用 してみると、人 と人 とが さ

らに分か り合 えるようになるための基礎技術 と位 置づ
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けることも可能 か もしれない。

在 宅勤務者達が… 人 一人孤 立 して しまわない よう

に、お互いが物理的な距離 ははなれていて も、実際 に

会ったとき以上に分か り合 えるような技術 として、バ

ーチャル リアリティ技術 が生 きて くる
、 といったこ と

が将来可能になるのではないだろ うか。例 えばテ レビ

電話や テレビ会議 で、あたか も相対 する対話者 と、ま

るでバーで 「さし」で飲 んでいる ような感覚 になるこ

とは もち論のこ と、相手 の経歴 が表示 され、相手の作

品や住んでいる街や、その他家族や、そ うした諸 々の

ことが画像や文字情報 として伝 わって くる。 さ しで飲

んでいる とき以上の情報が双方 に伝 わる仕組みが無理

な く展 開で きれば、双方が より深 く分か り合 える素地

がそこには現出で きるのではないだろうか。何度 か飲

みにいって、初めてわかった といったことも、1回 目

で分か り合えるとい う状況がネ ッ トワーキング技術の

進展 に よって可能ではないか と思われ るのであ る。

技術 の進展 が、個人 と個人 とがサ ポー トし合える仕

組み を創 り出 して くれるのである。 これがまさに 「ハ

イパーネ ットワーキング社会」 として私 たちが考 えて

いる技術 と社会のあ り方 であ る。

4.在 宅勤務者デー タベース(ホ ーム ワーカーズ ・

デ ータベース)の 必要性

最後 に、ネ ッ トワーキング技術が もた らす、在宅勤

務者(ホ ーム ワー カー)を サ ポー トす る仕組 み と し

て、現在 で も構 築可能 な 「在 宅勤務 者(ホ ーム ワー

カ)・ デー タベ ース」 の構想 を展 開 したい。

ホームワーカーズ ・デー タベ ース(仮 称)は 、基本

的には在 宅勤務 やあるい は自宅の近隣地 における事務

所(サ テ ライ トオ フィス等)で の就 業 を希望 する者

が、自らの技量や能力 を登録す るためのデー タベ ース

である。 このデー タベース を通 じて、 自らの プレゼ ン
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テーシ ョンを行い、 自らに適 した就業の機会 を得 やす

くするための データベースであ る。 しか し個人名が誰

にで もオープンになるのではな く、本人の希望 に1芯じ

で 情報の公 開には段階 を設 ける。

このホームワーカーズ ・データベースは、 当然、なが

ら、通信技術 を用いて、オ ンライン ・データベース と

す る。これは誰で もが、 どこからで もアクセスで きる

ようにす るためであ るが、同時にただ読 むだけのデー

タベースではな く、 このデ ータベースの利用会員 自ら

がそれぞれの情報 をどんどん入れて行 ける ようにする

ための双 方向データベ ースで もあ るか らで ある。

在宅勤務 をしてい く上では、い ろいろなノ ウハ ウ上

の問題か ら始 まって、個人個人 と して物理的には孤立

しているために生 じる不安感 をどうす るか といった問

題が あるわけだが、 それ ら諸 々の問題 を相互 に話 し

合 って解決で きるような電子会議的な仕組みが、この

デー タベ ースのなかには含 まれている。 これが前述 し

たように、バーチャル リア リティ等 を用 いた、 よ り高

度 なコミュニケーシ ョンを促進させ るものであればな

お望 ま しいわけであ る。

このホームワーカーズ ・データベース には、種 々雑

多 な職種 、職業 の在宅勤務希望者 が登録 で き、 また

様 々な発 言 をす るこ とがで きるわけだが、そこでは例

えばテクニカル ライターであれば、テクニ カルライタ

ー としての職種 と してのポジシ ョンをさ らに確 固 とし

た もの とするための組合的な ものが作 り出され る素地

がで きることともなる。組合 として、仕事 を共同受注

して、それをネ ッ トワーキングで、それぞれの ワーカ

ーが 自宅 にいなが らに してこな してい く。こう したこ

とが 可能 となるの も広 義の通信技術が進展 したか らに

他 な らない。

上記の ようなホームワーカーズ ・データベースは、

必ず しも女性 にとってだけの もの として限定す る必要
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がない こともわかる。 フ リーランス ワー カーの男性 を

は じめ と して、サラリーマ ンとアフター ファイブビジ

ネスの両 方(ツ ーハ ッ ト)を 目指す ような男性 に とっ

て も有益 な もの となるであろう し、在宅勤務 で会社 の

仕事 を したいと望 む層 にとって も有効であろ う。介護

休暇 といった制度 を導入する企業 も今後 増えるであろ

うが、在宅 でワークす れば、 なにも休暇 をとる必要は

な くなるのである。例 えば、被介護者 をご家庭 に もつ

層 にとっては、介護 と在宅勤務 との両立は大 きな'課題

であ る。そこで個 々が培 ったノウハウ等 をこのホーム

ワー カーズ ・データベ ースのなかで開陳で きる ような

仕組み をつ くり、 また多 くの人に とって有益 な発 言な

りノウハ ウをホーム ワーカーズ ・データベースのなか

に記述 した人には、応分の報酬 が行 き渡 るといった仕

組み も考 え られるであろ う。

在 宅勤務が様 々な業種 や局面で可能 となれば、これ

は勤務地の分散化 を必然的に導 き出す こととなる。在

宅で も仕事 を継続的に確保で きる ような仕組 みがホー

ムワー カーズ ・データベース をもと と してで きれば

(例えば前述 した ような職種組合 を通 じた共同受注方

式等に よって)、Jタ ーンやUタ ーン、あるいは1タ

ーンといった形で、現在 の過疎地 に移 り住 もうとい う

層 も都心 には多いのではないか と考 え られる。

…人一・人が 自らの望 む、ワーキングス タイルを具現

化 で きる機会(チ ャンス)に 恵 まれた社 会、それがハ

イパ ーネ ッ トワーキング社会の 目指す ところであ ると

思われるが、そう した機会に恵 まれた社会 を開発 して

い くための一・つの ツール として、以 」述 べて きたホー

ム ワーカーズ ・データベースが機 能す ると思 われるの

であ る。
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第3節 ハ イパ ーネ ッAワ ーキング社 会にお ける地域

3-1国 際社会の なかでの 日本 とい う地域

1.現 状認識

今 日、 わが 国 は世界 の なか で もっ とも金 持 ちの

国 と言 われ て い る。 国際収 支 の黒 字 は経常 的で あ

り、外 国 に対 して の財 政援 助 が唯 …'期待 で きる国

と言 わ れて い る。 か っ てそ の役 目の 大半 をは た し

た アメ リカは慢 性 的 な財 政 ・貿易 赤字 に悩 み、 ヨ

ー ロ ッパ で 唯一 経 済力 を誇 った ドイ ツは東 ドイ ツ

との 統一 に よ り しば ら くは内政 に注力 せ ざ るを得

ない状 況 とな っ てい る。 この ような世界 にお け る

位 置 づ け は ビジ ネス に おい て も同様 で あ り、東 京

は世 界 の3大 金 融 拠 点 と して ニ ュー ヨー ク、 ロン

ドン と並 んで い る。金 融 マ ーケ ッ トは24時 間、 こ

れ ら3地 域 を順 番 に回 り続 けてい るの で あ る。 日

本 の強 い経 済力 は活 発 な企 業活動 に よる もの で 、

安 い資 源 を輸 入 し、付 加 価 値 の高 い製 品 を輸 出す

る とい う貿 易構 造 が もた ら してい る。 世界 の 平和

を ビジネ スの 面 で もっ と も恩 恵 を受 けた の は 日本

と言 われ て お り、世 界 中 か ら安 い 資源 を探 し、 海

運 に よ り安 い コス トで輸 送 して きた。 製 品 は 世界

市場 にお い て抜群 の競 争力 を誇 る ものが多 く、V

TRの 様 に ほぼ独 占 して い る もの もあ る。 これ ら

はすべ て 「日本株 式 会 社」 と言 われ なが ら も、極

めて効 率的 な企 業活動 が もた ら した ものであ る。

一'方
、 国際 政治 は急速 な変 革 の真 只 中 にあ る。

こ こ数年 の東 欧 崩壊 か ら始 ま り、 ソ ビエ ト連 邦 解

体 に至 る共産 主 義 諸 国 の急 変 はあ れ よあ れ よ とい

う問で あ った。 ソ連解 体 に よる必 然 的 な冷 戦 終結

は アメ リカ に攻 撃 目標 を失 って しま った戸 惑 い を

感 じさせ る。 ま た 、92年 末 のEC統 合 、 ア メ リ
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進展 もあ る。 もちろんこれ らが問題 な く進行 している

わけではない。ECで は人 ・物 ・金の移動が 自由にな

るが政治の統合はまだまだ声がそろっている とはいえ

ない。 アメ リカとカナダではホンダの乗用 車の輸出を

巡って税務 当局間のか な り大きな隔た りが新 聞に報道

されている。ASEANに しても前述の地域 に較べ て

加盟 国間の社会 ・文化的なギャップが大 きく、経済的

側面 のみで どこまで協調で きるか と言う疑問が呈 され

ている。 しか し、…つの国だけでは限界 があ り、従来

の国境 を越 えたなんらかの地域 的連携が必要 とい う認

識 は定着 しつつあると考 え られる。 この ような他の国

との連携 という点で、世界 の国々は 日本 をどの ように

見 ているのであろ うか。 「金は持 っているが、何 を考

えているのか よく解か らない国」 とい うのが…般的 な

認識 と言 われている。経済的なパ フォーマンスの良さ

は認 め るに して も、 「ケ イ レッ」 、 「ダン ゴウ」、

「ギ ョーセーシ ドー」 という自分達 とは異なるコミュ

ニケーシ ョンをひそひそ と自分達 だけでや っている ら

しい。 どうも信用で きない国だ_.......。

国内的 には名前 を何 と付 けようか とい う記事が出た

くらいの好況 もバ ブル崩壊 により陰 りを見せて きた。

バ ブルの元である証券業や不動産業の不調は当た り前

として も、好調であった自動車や電気 で も軒並み減益

が報 じられている。 しか し、バ ブルの崩壊が残 したも

のは経済の陰 りのみではな く、 一一部の業種 とは言 え企

業活動 に対 する不信 ではないだろうか。不動 産融資 を

続けてバ ブル経済 をあお り、サ ラ リーマンか らマイホ

ーム をます ます遠 ざけた金融業 は、かって石橋 を叩い

て渡る と言われた銀行への社会的信用 を自ら失墜 して

しまった。金融業における情報化 投資 が盛んだった こ

こ数年、理科系大学卒業生の就職人気、L位に金融業は

並 んでいたが、バブル崩壊後 は製造業 が戻 って きた と

い う報道 は これを物語 っている。
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陰 りが見えたとはいえ日本の経済は世界のなかでは

依然として優等生である。 しかし、貿易黒字に見られ

る資金が政府の財政に余 り寄与していないことは依然

として歳入を国債発行に依存 していることからも明ら

かである。この資金はやは り企業に蓄積されているの

であろう。明治以来わが国の政策は産業振興優先であ

り、税制をとってみても企業には様々な助成がなされ

てきた一方で、個人には富の平準化 を目指 してであろ

うが所得の累進課税や莫大な遺産相続税が課せられて

いる。行政のパ フォーマンスも悪いのか も知れない

が、報道される国際経済の豊かさと、暮らしの豊かさ

が結び付いていないと言 うのが庶民の実感である。

2.今 後の課題

わが国における企業のパ フォーマ ンスはすべてにわ

たって よいわけではな く、輸出競争力 を持つ ・部の業

種 に限 られ ている と言 う報告があ る。確 かに輸 入物価

が下がって も消費者物価 に反映されない現実は流通 メ

カニズ ムのパ フォーマ ンス が悪 い こ とを物 語 ってい

る。 しか し、わが国では企業 に対す る社会的信頼 は依

然 として高 く、小 学生が予備校に毎 日通 う現実 は、親

の 「良い学校 に入 ることが、良い会社 に入 り、 良い生

活 を得 られ る」 とい う学歴重視指向を反映 した もの と

言える。企業の活動は基 本的に善であ り、個人的 には

多少我慢 す ることがあって も、いずれ自分や家族、 さ

らには社会 に善を もた らすに違いない というのが庶民

の多数派であ った。従 って、わが国の社会 は企業の自

由な行動 を容認 し、企業が ますます力 を付 けてい くこ

とを良 しとす る構造が底流 にある。企業 の資産蓄積が

増大 していっても、それは自分達 に幸せ をもたらすに

違 いない と信 じている。 しか し、公害問題 や熱帯林 開

発等の資源問題 に見 られる ように、企業の行動原理に

エ コロジ カルな思考が 十分 でない こ とは明 らかであ
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る。 前述のバ ブル崩壊で も社会 的な資産形成 よりも、

収益優先が企業の行動原理 であるこ とが確認 された。

経済 の国際化進展 により、企業の活動範囲は地球規模

とな りその規制や監視 を行 う仕組 みは従来の行政の枠

を越 えている。

一方、行政や政治はどうであろ うか。戦後 の経済成

長 を もた らしたのは政府の指導力 と言われたが、現状

ではその力 はない と言 ってよいであろう。企 業の力が

相対 的 に強 くなったと共に、行政 の対 象であるわが国

社会が国際経済のなかに組み込 まれてお り、 かっての

指導力が発揮で きないのである。行政の範囲 は国内に

限 られるのに、施策の原因や波及 は国境の外 である こ

とが余 りに も多 くなっている。 日米構造協議 のように

外圧 に基づ いて政策が決定 され、実施 されるこ とが多

くなって きたのがこれを物語ってい る。 さらに、現実

に対 応で きないでいるのが政治 であ ろう。 国際社会に

組み込 まれているわが国 と激変す る国際社会 を認識せ

ず、議論 は常に国内の政治構造 ばか りである。 もちろ

ん政治の浄化は当然だが、国際社会は待 っては くれな

い。政治家 は自分達の足の引っ張 りあいばか りして、

有権 者に自分達の身の潔 白だけを示 していれ ばよい時

で はない事 を認識 すべ きである。

一一・方では、わが国は情報化社会 に直面 しよう として

い る。情報化社会がどの ようなものであ り、 どの よう

な社 会的 イン フラを整備 すべ きか活発 な議 論があ る

が、わが国の特質 とはどの ようなものか。 ここでは、

黒川紀章の 「情報化時代の遷都議論 を」(読 売新聞)

よ り引用 してみよう。 「い ま日本 はどの先進 国 も経験

した ことの ない最先端の情報化社会に突入 している。

高密度社会、超高速鉄道、高度道路ネ ッ トワーク、密

度の高い航空路、家庭 レベルまで浸 透 したフ ァックス

や コンピュー タ通信、子供か ら老人 まで普及 したオー

デ ィオ ・ビジュアル危機、圧倒的な情報 メデ ィアの普

105



ハ イパーネ ッ トワーキング社会 の社 会構造一新 しい社会の イメージ を求 めて

及、そ して極めて高度 な教育水 準。 これ らの情 報化社

会の状況は東京、地方都市 、農村 を問わず ほぼ均等 に

達成 されてい るのである。 この ような国は北米、 ヨー

ロッパ どこを探 して も存在 しない。い ま日本 はIII:界の

注 目するなかで全 く新 しい情報化 時代の国づ くりに と

りかかろうとしているのである。」 「重要なのは、こ

れか らいやおうな くやって くる 『情報化社会 ・日本』

の ライフスタイルは どの ようなものか とい う設問では

ないか。その一つのテーマは定住 と移動のバランスを

探 る作業だろう と思 う。情報化社会は地方への分散の

可能性 と同時 に、大都市や中核都 市への集中をもた ら

した。人はなぜ集 まるのか、人 はなぜ移動するのか。

定住 だけが幸せ なライフス タイルなのか。」 「情 報化

社会において、都市の果たす役割 は大 きい。それは人

の定住す る場 であ ると同時 に人の集まる情報セ ンター

なのであ る。」氏 は211U:紀 の新 首都 に求め られるの

は世界の情報 センターの機能であると結 んでいる。わ

が国は、民族 ・文化 的に も、生活 ・所得 レベル的 にも

1旦堺 で もまれな均質国家で ある。ここで進展 しつつあ

る情 報化 社会 について、我 々 自身対 応す る努力 と共

に、 世界 に向かってその経験 を提供することが求め ら

れている。

世界 も新 たな挑戦 を受けてい る。東欧の改革、ソ連

の解体 ど 一一気 に共産 主義陣営 は世界の少数派 となって

しまった。共産主義 とい う敵がいることに よって結束

していた 自由主義諸 国はその勝利 を喜ぶ よりもかえっ

て戸惑いの方が大 きいように見え る。 自由主義は勝 っ

たの だろうか。 シ ュ レシ ンジャー は 「マル クス の誤

り」(読 売新聞)で 次の ように述べている。 「ほぼ1

田:紀半近 く前、 カール ・マルクス とフリー ドリッヒ ・

エ ンゲルスは 『共産党宣言』の冒頭に 『共産 ド義 とい

う妖怪が欧州 を俳徊 してい る』 と記 した。 この妖li査は

ボルシェビキ革命 により実体化 し、やがて全世界 に広
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がった。それなのに突然、居座っていた妖1蚤は予想外

のあっけない終末を迎えた。」 「共産主義が崩壊 した

のは、まず第一に決定的な内部的理由にある。要する

にそれは作動 しなかったのである。人々の自由な意志

による支持 を結局勝ち取れなかった政治的失敗作であ

り、国民に食、住、基本的消費物資を供給できなかっ

た経済的失敗作であ り、新たなかつ腐敗 した支配階級

を作 り出 した道義的にも失敗作だったのである。また

決定的な外部的理 由からも崩壊 した。マルクスの資本

主義が内部的矛盾から衰亡するだろうとの予言に反 し

て、 リベラルな民主主義は崩壊せず、歴史はまさにそ

の反対に共産主義が衰亡 したのである。」 「マルクス

が間違ったのは、民主主義が資本主義の行き過ぎを制

御する手段を与えるかも知れないという点を見落とし

たためだった。マルクスの教義によれば、国家は資本

家階級の道具 として しか機能しない。ところが実際に

は、民主主義国家は、人々が資本家に対抗 して政治

的、経済的バランスの立直 しにとりかかるための手段

となった。西側民主諸国は19世 紀型の自由放任主義

を捨て、20世 紀型の混合経済、福祉国家、社会化 し

た市場へ向かって進んだ。政府の施策が相対的ではあ

るにせよ富の再配分を実現 し、貧者の恒久的窮乏化 と

いうマルクスの予言を破った。また経済の相対的安定

化をもたらし、ますます悪化する循環的経済危機とい

うマルクスの予言を打ち破ったのである」。 しか し、

民主主義が勝 ったと単純に喜ぶのは早すぎる。 「政治

領域では民主主義が経済領域では市場が勝利を納め、

いまはリベラルな民主主義の理念だけが王座について

いる。が、もしリベラルな民一}三主義が以前失敗 したの

と同様、人間的で豊かな、また平和な世界を構築する

ことに再び失敗するようなことがあれば、又 もや新 し

い代わ りの信仰の台頭を招 くことになろう。そ してそ

れはファシズムや共産主義と同様、個人的自由や主権
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在民の拒否 に基盤 をおいた もの となる可能性 が多分 に

ある。 自由な民主主義が今 日勝 ち取 った ものは最終的

な勝利ではな く、本領 を発揮 してみせ る新 しいチャン

ス というに過 ぎない」。 自由社会への挑戦は 目白押 し

である。 「核兵器の管理、イラクのクウェー ト進攻の

ような他の国へ の侵略の防止、 日米 間でお きそ うな保

護主義的経済戦争 の発生回避、人権 の確保、有害廃棄

物 ・酸性雨 ・オゾン層破壊 ・地球温暖化等の環境不 全

か ら地球 を守 り、国境 を超越 し主権 国家 の手の及ばぬ

地球的企業郡の規制、人口爆発の抑制 と大量移民の制

御 、国際的麻薬取引の壊滅...。 こうした問題 に対す る

カギ は国際的諸制度の整備 にある。冷戦 の終結 はよう

や く国連 をこれまでの束縛か ら解 き放ち、これ らの課

題 に取 り組 める状態 においた。 しか しこの作 業は、ナ

シ ョナ リズ ムが政治的感情のなかで も依 然最 も強力 な

感情 で ある とい う厳 しい現実 にぶつ かる こ とにな ろ

う。残念なが らイデオロギー戦争 の終結 は、社会的紛

争の終結 を意味す るものではな く、一ー一組の憎悪 の構図

には、別の憎悪 の構図が取って代 わる。 リベ ラルな民

主主義に とっての大 きな挑戦 は、様 々な民族、宗教、

人権 の背景 を持 つ人々が、 自由 と調和 のうちに共存 し

て行ける ような道 を見いだす ことであろ う」。我々は

人類 史の新時代へ の戸 口に立ってい る。 日本 とい う社

会、 日本人 とい う民族に世界 は何 を期待 し、我 々はな

にが 出来 、すべ きなのであ ろうか。

3.対 応策の検討

人類の新たな挑戦のための道具として情報処理技術

はまさに登場すべ く育てられて来たといってよいであ

ろう。対応すべき課題は上述のように地球的規模であ

り、従って対処するための組織は地球的である必要が

ある。 しか し、シュレシンジャーが期待するように国

連等の国際機関がうまく機能するか疑わしい。ほとん
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どの国際機関が世界各国の政府を構成要素としている

からである。地球的規模の企業郡、国境を越 えた民族

紛争や難民問題、地球的規模の環境問題等、地域代表

としての各国政府間の調整だけでは解決は難 しい。地

球的規模の課題に対処 し、かつ様々な人々が自由と調

和のうちに共存 して行ける道を見つけるには、既存の

行政や企業等の階層的機構 とは異なる、個人がその構

成要素である機構二を位置づける必要がある。これをハ

イパーネットワーキング社会と称 し、以 ドそれが機能

するための条件について考えることとす る。

地球的な課題には地球的な視点が必要である。現在

世界の場で検討されるときは欧米の視点でなされるこ

とが多いのは否めないが、それで良いのであろうか。

たとえば食料問題にしても、地球すべての人々が今 日

の欧米および日本のような生活をしたらパ ンクしてし

まうのは明らかである。自然に対 して欧米はそれを客

体 としてとらえ、制御すべきものとして扱 うため自然

破壊につながると言われている。ヨーロッパの美 しい

森林のほとんどは人口植林であるのはこれを物語って

いる。人間にとって益があるものは制御できるもので

あ り、制御できないものは危険であるとの考え方であ

る。 しか し日本やアジアには自然 を客体 として捕え

ず、人間と同類として捕え、両者の調和 を重んじる考

え方がある。日本は明治以来西欧に追い付 くため西欧

の考え方を無条件で取 り入れ、このために公害問題や

自然破壊で も先進国となってしまったが、いまや我々

が持 っていたはずの自然 との調和指向を明確に主張す

べ きではないか。 日本人 としてではな く地球人 とし

て。

地球的課題に対 してその解決のための行動を委任す

る機構 として現在の行政機構はどうも弱体である。組

織は課題の対処を日的として設 立されるのだが、設立

されるとその存在が目的となって しまうことがある。

109



ハイパ ーネッ トワ ーキ ング社会 の社会構 造一新 しい社会 のイ メージ を求めて

このような意味で、現在の行政機構である住民一市町

村一部道府県一政府県国際機関と言う階層的構造で ト分に

対処 していけるのであろうか。階層構造は階層 を越え

たもしくは階層的には対処 しにくい問題には十分に機

能 しないからである。もちろん複雑化 した現代社会に

とって行政機構は必須のものであることはまちがいな

いが、全能でないことも明かとなってきた。生活空間

としては…体化 している首都圏のゴミ問題に対 して、

現在の行政区域による地方自治体が個々に対処できな

いのは明らかであるが、いまだに区域を越えた対応策

は見いだされていない。社会構造が複雑化 されるにつ

れて、我々は様 々な機構 を作 り権限や処理を委任 し

た。 しかし、既存の機構が ト分に機能 しない課題に対

しては、機構に機能を委任 した個人が前面に出るべ き

ではないか。そして必要ならば新たに機構 を作ればよ

い。最終的な処理は適任者に委任するとしても、意思

決定は個人が直接すべき課題が、地球人としては多 く

なってきているのではないだろうか。この意味で政治

についても委任の構造を考え直すべ きであろう。現代

では時間的 ・空間的距離は情報技術によって克服する

ことができるため、民 主主義による意思決定を他人に

委任する必然性は薄れている。価値が認められるのは

政治家としての専門性であるが、これまで述べたよう

に地域代表 としての政治家の視野にとっては余 りにも

広すぎる問題が山積みなのである。現在の有権者の委

任による政治家とは異なる、様々な政治分野の割II]家

の意見を聞きながら有権者が直接政治に意志表明する

構造が求められているのではないだろうか。

直接に意志表明をすることが望ましいと言っても、

問題は余 りにも多岐に渡っており各分野の専門家でも

手に余る課題 を、関心はあっても知識がない 搬 入が

取 り.1二げるのは現実には困難である。ここで必要なの

は、個人が自由な意志で参加でき、個人の意思決定の
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ためにお互いが支援する、新たな社会的機構である。

我々はこれをハイパーネットワーキング社会 という。

この新たな社会機構の成立に必要なのは、個人の意識

改革と、制度やインフラの整備である。現状の我々は

企業 ・行政 ・政治等の組織 ・機構 に対する信頼感が強

い。確固 とした目的のために設立され、目的意識 を

持った人々が有機的に機能し、社会的に認知 されてい

るのであるか ら、個人にとって歯 が立つ ものではな

く、 「司は司」・で任せておけばよい_と 言 う考え方で

ある。しか し、前述のように既存の機構では対処でき

ない問題が顕在化 していることを認識 し、従来の階層

構造の機構 と共存 しつつ、個人が他の個人と連携 しつ

つその責任で発言するネットワーク型の機構 を明確に

位置づけると言う個人の意識改革が必要である。制度

としては、従来の機構と異なる組織を社会的に位置づ

ける必要がある。ボランティア等によるNGOは 国際

的な援助や地域福祉等の場面において大きな役割を果

た している場合があるが、その役割は区分 としては行

政の分野であろう。従来の階層的な行政機構では対処

しにくい場面でこれらの組織が機能していることを認

識 し、単なる人助けで物好きがやっているというので

はなく、社会的に認知すべきである。インフラとして

通信環境の整備が必要なのは当然 として、重要なのは

プロ トコルの整備である。経済社会のグローバル化に

従い国際機関や産業界で国境や言語を越えたコミュニ

ケーシ ョンをするためのプロ トコルが開発 されてい

る。今後は、個人が文化や言語を越えて意志疎通がで

きるプロ トコルを開発する必要がある。この場合、情

報技術のほ とんどはアメリカで開発されている、つま

りアメリカの文化 を背景にしていることに注意すべき

である。現状のままでは、情報技術の進展が、アメリ

カ文化の世界中への拡散もしくは侵略につながってし

まう危険性がある。我々は日本人として日本の文化に
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基づ くプロ トコル を開発 し提示すべ きである。 この こ

とが、世界 には様 々な文化 とプロ トコルがあ り、相互

のコ ミュニケーシ ョンをす るためのプロ トコルがどう

在 るべ きか を地球規模で検討 し、整備 す るこ とにつ な

がるのではないだ ろうか。
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3-2日 本 の中 での東京 とい う地域

1.日 本の中 での東京 とい う地域 の現状

(1)世 界 の中の東京

東京 はい まや 「日本 の中の」 とい う枠 を超 えて、

「世界 の中の東京」 というとらえかたを しておかねば

な らない。少 な くとも国際経済動向 の局 面か らす れ

ば、いわば 「世界のメ トロポ リス東京」 と1呼ばれるに

ふさわ しい。国際経済は、欧州、北米、 日本 の三極化

が進展 している。 日本 か らの海外 直接投資の増大、 日

本企業の多国籍化の増加 などか ら、 日本の大企業 もす

でに世界企業 ランキングに何社 も登場 し、国際的大企

業化 しつつあ り、 しか もそれ らのほ とんどが東京 に本

社 を置いている。 また、欧米の多国籍企業の多 くも東

京 に現地法人や支店 を置 いている。東京は国際的企業

の本社 、極 東 ・東 アジア地域の統括本社が集積す る国

際経済都市の道 を歩んでいる。 国際経 済の三極化 と経

済のボーダー レス化 が同時 に進 み、特 に金融面では国

境が次第 に取 り払 われてい くなかで、東京は極東地域

の一一・大拠点 と して、 日本 の首都 とい う機能 を超 えた 世

界都市機能 を集積 しつつある。特 に、lll:界の金 融セ ン

ター としての位置は不 動の もの とな っている。

国家 とい う枠組み は今後 とも消滅す るわけではな

いが、都市や地域単位 での競争力、支 配力、影響力や

その階層化 が注 目され、世界 的な都市 間競争の時代 を

迎 えている。人 口規模 で見て も、東京 はニュー ヨーク

やロン ドンを.L回 る規模 を有 してい る。 しか し、産業

面 においては、自由化 と競争の もとで欧米 と激 しい経

済摩擦 をきた している し、政治的な影響力は経 済面の

それ と比べ るとはるかに見劣 りがする。東京 の国際交

流機 能、文化 ・芸術機 能の集積度は相対的 に低 く、経
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済集積 との アンバ ランスが顕著 な都市 である。

それで も、東京 への欧米先進 国か らの外資系企 業

の進出、 日本 の大企業の国際化 にあいまって外国人労

働 者が増加 している し、アジア、中近東諸国か らは、

1'体で高所得 を得 ようとす る出稼 ぎ目的の外 国人が急

増 している。 日本 に興行、研修、就学 の目的で入国す

る外 国人の多 くは、まず 東京か ら]:陸 す る。以 前か

ら、港区、渋谷区、世田谷 区に多 くが居住する欧米人

の行動 は、国際都市東京のシンボルで もあ ったが、近

年 は豊島区、新宿区、板橋 区、北区あた りに実に多 く

の アジア人 を見かける。外見的 には、良 くも悪 くも欧

米人 とアジア人が闊歩する東京の街角 といった国際都

市東京 であ る。

(2)日 本 のなかの東京

国土 の4%に も満 たな い面積 の 東京 圏(・ 都.:

県:東 京、神奈川、千葉、埼玉)に 、全 国の四分の ・

以上 の3100万 人の人口が集 中 してい る。昭和30年 代

後半か ら始 まった高度経済成長期 に大 量の若年労働力

が全国か ら東京 に向かって供給 され、さ らに昨今の経

済大国Fl本 を支 える東京の国際都 市化 の大 きなうね り

によ り、ヒ ト、モノ、カネ、情報が…層東京 に ・極集

中す る傾 向が強まっている。 日本全体 の都市化傾向 を

背景 に東京圏は拡が り、人 口はまだまだ増加す ると思

われる。

これ らの、東京へ の集 中傾 向 を加速 した大 きな要

因の ひとつは、東京 を中心 と した高速交通網 の整備 で

ある。大都市 と地方都市 を結ぶ高速交通体系 の整備 は

両地域 にともにメ リッ トを与える。地方都市 は大都市

へ のアクセスを改善 して企業誘致 や文化活動 その他 の

機能 を高めることがで きる し、大都市は背後 圏を拡 げ

て様 々な需要を拡大で きる。 この結果、わが国の高速

交通体系は、いずれ も東京 を中心 と した放射状 に 日本

列島 を縦貫する形で整備 されることとなった。東京 は
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すべての地方都市との高速交通幹線網によって日本全

国 を背後 圏 とす ることがで き、すべての地方都 市 との

問で生 じたメ リッ トを得 ることがで きた。 さ らに、大'

規模な集積の進展 を見ながら、後追い的に進められた

東京圏自身の交通網整備は、通勤圏の拡大、郊外部の

人口増加、周辺都市への産業立地を促進 し、結果とし

て東京の経済社会的影響力を拡大せ しめた。日本の中

で東京に卓越 して集中する機能は多いが、特に国際機

能、情報機能の東京への集中は著 しい。外資系企業の

90%以 上 は東京 に立地 している し、国際交流、国際物

流機 能の70～90%は 東京 に集 中 してい る。情 報機 能

で も、東京へ の集 中が激 しく、新聞、テ レビ等のマス

メディアにおいて、膨大な情報を処理、加工 し、使 い

やすい形で提供する仕組みが東京に集中している。ず

いぶん以前から民間テレビのキー局はすべて東京にあ

る。膨大な情報が行 き交う東京では、氾濫する情報を

的確に素早 く処理する仕組みがますます高度に要請さ

れてお り、 さまざまな情報サービス産業や カタカナ職

業が増大 している。各種のハイテク産業等の最新技術

シ ョウは、東京の どこかでほ とん ど毎 日何 か開催 され

ている現状である。金融機能の中枢の集積 、…流 ホテ

ルの集積、芸能界 関係 のサービス業等、東京 のサービ

ス経済の寡 占度は群を抜いている。

明治の時代 より東京は、首都機能 を集 中させた中

央集権政治の拠点である。現代に至るまで、企業行

動、国民意識の東京指向を背景に経済、文化中枢機能

を東京へ集中させ続けてきた。首都の都心にはどうい

う機能が立地すべ きかという議論 をよそに、企業は情

報収集の容易性、情報集積度、優秀な人材の確保の し

やすさ、中央省庁 との折衝のしやすさ、金融取引の便

利 さ等 を東京立地の魅力 と感 じてお り、 この ように さ

まざまな集積機能が密接に関連 しあって、 とても企業

の中枢機能が東京 を離れていくことはあ り得 ない状況
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である。

もちろん一方 で、企業 に とって も地価 の異常 な高

騰に よる事務所賃貸料の高 さ、事務所スペースの確保

の困難 さ、従業員 の通勤困難 さ ・交通混雑 ・居住環境

の悪 さなどのディメ リッ トを被 ってはい るが、まだメ

リッ トの方が上 回ってい る ように見 える。

東京 は今 も、 日本 の中で最 も建設 ラッシュの続 く

都市である。バブル経済の中で、古 くか らの街 も次々

と姿 を変 え、現在 も再開発 が随所 で進んでいる。遅々

としなが らも、鉄道新線 工事、増強工事が伺本 も行わ

れてお り、マ イタウン東京構想 に基づ く複数の副都心

地区は高層 ビルが毎年の ように竣工 し、東京中の大改

造 が うち続い ている。 と りわけ、1996年 東京 フロン

ティア博覧会 が計画 されている東京臨海部の変貌は著

しい。具体 的な姿 を現すの はこれか らであるが、過密

都市東京 に残 された唯一の広大な空間 も、数年後 には

高層 ビルの林立す るウォー ター フロン トとして東京の

新 しいシンボル となってい よう。

(3)生 活者 に とっての東京

東京で はマイホー ムの取得 は絶望 といわれて久 し

いが、普通の中流階級 に属 するサ ラリーマンにとって

は絶対不 可能 とも言 える レベルに至っている。特 に、

バブル経済 を経験 して、持 てる者 と持 たざる者 との格

差が…層 大 きくなってお り、かつ て…億 総中流社会 と

言われたことがあったが、 こと東京においては、相 当

な階級化社会になっているのではないか と思われる。

バ ブルの ドサクサが終 ってみるとその感 が特 に強い。

東京での生活費 は、消費者物価指数が全 国水準 を10%

.ヒ回る如 く高いが、特 に、高額の賃料や ローン返済等

の住 居 関係費 、私 立学校 や塾 の授業料等 の教育 関係

費、人手不足 で高騰す るサー ビス人件費が反映する教

養娯楽費が相対 的 に高 くつ く東京であ る。

何 で もあ って便利 と言 われ る東京 だが、 その便利
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さを味わ うため には割 高 な対価 を支払 わねば な らな

い。企業 はまだ しもその対価支払能力がある ようであ

るが、生活着に とっての東京はこれか らも割 にあうの

であ ろうか。 しか も、割高 な対価 を支払 って も済 まな

い問題が、水 、ゴ ミ、電力等の環境 とエネルギーの問

題 であ り、大地震 に対 す る不安であ る。

毎年 、 ち ょっ とした異常気象で東京 は水不足 に陥

る。東京圏が拡大 し、関東 地方の水不足 は慢性 的 に

なっている。加 えて、東京 は都市化の進 んだ関東地方

の中で も最下流域 に位置することか ら、水質汚染の厳

しい水資源 に頼 らざるを得ず、時には危険 な水 道水 を

飲 まざるを得ない状況が近づいているのではないか。

これ らの現象 は好転す る見 通 しが うす い。

二番 目はゴ ミ問題 。東京 か ら出る ゴミの量 は異常

なペ ース で増加 中であ り、特 に、OA化 に よるコン

ピュータ用紙等の可燃性 ゴミの急増 に焼却場の能力 が

追いつかず、 また埋め立て場 もあ と数年 で満杯 になる

ことが確実である。新たな埋立場 のメ ドもたたないこ

とに加えて、東京 か らの産業廃棄物処理が他県か ら締

め出 される動 きも出ている。

電力 消費量 の増加 も著 しく、供給体制 が追いつ か

ない状況が例年繰 り返 されるようになった。あ る意味

では、毎夏の ピーク電力供給量が東京の限界活動 量で

もある。今後電源開発の状況が好転す る見込 はない。

そ して、近年徐 々 に明 らかに されて きた都 心 部の

ヒー トアイラン ド現象がある。都心の人工熱の排{llに

よる気温上昇現象 は、都市化の拡 が りと緑の オープン

スペ ースの不足か ら郊外 部に も拡大 してお り、東京の

空は汚染物質 が拡散 しに くくな りつつ ある。その結

果、大気汚染が深刻化 して くるであろう。地球環境保

護の問題が国際的に叫 ばれてい るが、我 々が生活する

東京 の環境問題 は放 置 しておいて よい ものであ ろ う

か。
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一方、東 京 は遊ぶ ところに コ ト欠 かない、魅力 的

な都市であ る。東京か ら郊外部 に足 を延ばせ ば、意外

と多 くの週末 リゾー ト地が存在するが、交 通渋滞 と人

の多 さが嫌われてか、週末 を都 市内の アーバ ンリゾー

トスポ ッ トで過ごす東京風 ライフスタイルが人気 であ

る。TDLは 全 国区の人気 であ るが、新 しいタイプの

水族館や ドーム球場、遊園地等数え上げれば きりがな

い。都 市ホテル もアーバ ンスポ ッ トになる。

マニ ュア ル派の若者が増 えたせいか、東京が複雑

す ぎるのか、昨今東京 ガイ ドブックが氾濫 してい る。

そ してそれに沿っての東京スポッ ト見物 と体験 を、追

認行為、確認行動 として行 う人 々が同 じ所 に群れ集 ま

る。情報があふれるほ ど人々は流 される。彼 らはその

情報 を周 囲の人間に伝 える。こう してロコミによる東

京情報が浸透 してい く。 しか し、無 限に近いほどある

東京のあ らゆるステージを追認す るこ とは不li∫能であ

る。

ま た金妻 ドラマ、東京 トレンデ ィ ドラマ な どの東

京 もの ドラマが頻繁 にテ レビで放映 され、 しば しば高

視聴率 を獲得 している。それ らがある種の東京 イメー

ジを形成 している。そ して、 自分が行動 している身近

な風景の中での ドラマは現実 と錯覚 しがちであ り、こ

れはフィクシ ョンである と断 らない と現実 と虚構が判

断で きない ことす ら起 こる。

東 京の通勤事情 で言 えば、2時 間通勤 は当た り前

であ り、新幹線通勤 も増加 している。東京人以外 には

信 じられない通勤 ラッシュ と道路交通渋滞、駐車場不

足 が慢性化 している。生活のため とはいえ、企業主導

で作 られた都 市構造の歪みの ツケが生活者 に集中的に

や って きている。

そ して、 東京 人の年齢 構成か ら見 る と、戦 前 か ら

の東京人は もちろん、高度経済成長期 前半に東京 人 と

なった人々 もま もな く高齢者の仲間入 りをす ることに
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な り、虐げられてもなお我慢 してきた働 き盛 りの東京

人の犠牲のうえに成 り立ってきた企業主導型の東京の

生活空間が、果 して高齢者に耐え得るものか という問

題が生 じて くる。

2.こ の ままでは東京 は

(1)東 京 の役割 と都 市改造 は

世界の経済構造 が根本 的に変 わ らないか ぎ り、東

京 は世界の金融中心 と しての機能 を果た し、 ますます

国際経済のカネ、 ヒ ト、情報が行 き交 う都市 になるで

あろう。また、首都機 能移転の議論が百{ilしている間

は、 これまでの ような東京への一一'極集 中傾向は 止ま ら

ない と思 われる。

東京の都市改造 は極 めて活発 に行 わ れてお り、都

心 は多心化 し、広域的に核都市が整 備されてい く。物

理空間 としての都市構造 は、ますます巨大化 し、広域

化す る。東京 を中心 とした高速交通網 の整備 は企業活

動 に有利 であ り、企業論理優先の都市構造が拡がって

い く。企業 にとっての時 間価値 と限界 コス トは、 一般

的に生活着 である個人に とっての時間価 値 と限界 コス

トよりも高 い。一 日交流可能人 口の増大の価値 も圧倒

的に企 業に有利 であ る。

東京の大改造 に より、山手線 内の交通結 節点 は相

互に密接につ なが りなが ら次第 に広域的都心 ネッ トワ

ークを形成 してい くようになろう。東京 ウ ォーター フ

ロン トもまた しか りである。 しか し、この東京の改造

活力 はこのまま21世 紀 まで維持 しうるであ ろうか。

それをさえぎる壁 のひとつは、エネルギー と環境問題

の制約である。先 にも述べた ように、東京へのエネル

ギー供 給余力 と環境 面か らの活動規 制容量 の両面 か

ら、今 までの ような開発、再開発は簡単 にはいかな く

なる。二つめは、企業主導型、産業活動 中心思考で き

た東京で、今後 とも何割 くらいの企業 が、エ ネルギー
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コス ト、環境 コス ト、そ して土地コス トに耐 え得 るか

という点であ る。三つめは、東京が生活者の空間と し

ての認識 に乏 しく、市場主義的 な判断で作 られてきた

ことに対す る生活者 か らの反撃 である。

(2)東 京 の組織空 間は

圧倒的 な国際競 争力 を誇 り、世界経 済の 当事者 と

なった 日本経済であるが、それにふ さわ しい責務 の自

覚 と遂行が必要 な時代 となっている。言い替 えれば、

会社(企 業)至 上主義への批判 とも言える。これか ら

は、 コス ト競争力の強さの源泉が明快で正当であ るこ

とや、分配における社会 的な公正 さ、その他 の企業行

動 の原理原則性 が国際的に厳 しく問われることになろ

う。大企業 を過保護 に して きた 日本社会は、 一・方で高

度な経済成長 を成 し遂げたが、結果 として企業依存の

社会構造環境 に どっぷ りつか って しまった。

労働 と生活 の価 値観 も変化 してきてい る。 かつ て

の産業社会 では、手段的合理主義 に基づ く努力 と自己

犠牲の倫理が主流 を占めていた。 しか し、その結果得

られた豊か さの中で 自己のアイデ ンティティを問 う、

自分大切主義が広 まっている。 この価値観 は、企業人

にではな く、 まず女性層 の間に生まれ、ついで若者 に

拡 が り、い まや企業 を支える中年世代 にまで受 け入れ

られつつあ る。 と りわけ企業主導型都市空間の中で虐

げ られている度合 の強い東京人 の中に広 まりつつある

と思われる。従 って、 これか らの企業 は社員個人の行

動 につながるきめ細 かな仕組み と仕掛 けづ くりを経営

の 中に織 り込 んでいかねば生 き残 れな くなる と思われ

る。

もうひ とつ、環境主義 時代 を迎 えて、企業 のエ コ

ロジカルな行動が注 目される ようになった。 「環境 に

優 しい企業」が流行 になる時代 である。

ポス トバ ブル時代 を迎 えて、 これ までの 日本 型経

営に対する経営者 自身の不 安 も強 く、エ コロジカルな
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企業行動 と生活者 と しての個人の在 り方を中心 に据 え

た、 「社会一企業 一個入」の関係 の組み直 しを早急 に

図 らねば ならない といわ れている。

また、市場原 理 と市民 社会の 関係 か ら捉 え ると、

企業社会主導 で市場原理 に基づいてつ くられた 日本経

済社会 は、常 にマーケ ッ ト指向、マーケ ッ ト主義であ

り、消費者、生活着のニーズはマーケッ ト動向に現 れ

る とい う行動原理 をとって きた。 もちろん企業行動 の

自己規制が働 いたマーケ ッ ト主義ではあるが、市民社

会 か らの規制や発言 はあま りに も少な く、直接的パ ワ

ーにな り得ていないのが実情である。消費者、 市民 の

生活行動 には、みずか らのニーズ とそ うして欲 しくな

い とい う規制が混在 しているはずであるが、こう した

自己矛盾 を生活者 自身が放置 して きている面 も否定で

きない。 よく言われるように、 日本は企業中心社会だ

けで きたため市民社会が未成熟で、独 立 した個人生活

社会、市民社会が存在 しないか らとも思 える。 そう し

た生活着 の情報 発信が 「社会 的行 動」 になるため に

は、パ ワーにな りうるだけの 「ネ ッ トワー ク」が必要

であ ると考 え られる。

(3)東 京の生活空間 は

東京 は、 これまで述べ て きたよ うにあま りに も空

間的に拡大 し、都 市機能が無限 に錯綜 してい る。生活

者の行動空間もマルチステージ化 している。企業 の行

動原理 もゆ らぎ始め、人 々の価 値観が複雑 に混在化 し

ている。そ して生活者 に とって東京 とい う実体 が見 え

な くな りつつあ る。 その ため生 活行動 に不安 を感 じ

る。個人個人 にとっての東京の実体の写像 はそれぞれ

違 う。写像 された東京 データモデルは、その個人のア

クセス可能なネッ トワークと集め得 る情報、及びその

処 理能力 によって決 って くる。教育 も行政 もそ して企

業 も、こ うい う観点 での個人の と らえ方 を して こな

か ったため、生活着 は 自らの経験 と能力 によ り、 自分
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のための東京 デーモデル を構築 しな くてはな らない。

「老後 も安心 して東京で暮 らせ るか」、 「あなたは東

京 を離れ られるか」 とい った命題 と生活着は苦闘 しな

くてはな らない。

かつ ての農村社 会の ように、労働 と生活 の空 間が

一・視で きる地域社会では、老後のコミュニケーシ ョ

ンもその空間の 中で対面型で行 うことがで きた。 しか

し、東京では老後 をともに語 り、 ともに遊びたい仲 間

があま りに も空 間的に拡散 して しまっている。時間、

距離 、費用 の点で も対面型 コミュニケー シ ョンは困難

さを伴 うようになる。老後 に限らない。お互いの活動

ステージの異 なる人々 との コミュニケーシ ョンを成立

させることも困難なこ とが増 えて きた。互いの活動環

境が充分 認識で きないか らであ る。

マ スメデ ィアの情報が あふ れているため 、それに

よる個 々人 の東京 デー タモ デルへ の影響 が大 き くな

り、結果 と して状況 を無理や り形成 される情報大衆に

なって しまう。 マスメディア情報での選択肢 が多す ぎ

ると消費者 はある ものに集 中する傾 向がある らしい。

いわ ゆる、族 、 トレン ド、流 行である。

個 の創造 性 を発揮す るためには 、個 の認識 、個 の

連帯 と自立が必要であ り、それぞれの知覚で認識を形

成 しな くてはな らない。 自分な りの選択 を して も不安

でない とい う社会が大切であ る。 そのためには個 問の

ネッ トワー クの形成が重要であ り、かつマルチステー

ジ情報がデー タベ ース として存分 に活用 できるようで

ない と、東京での創造的 な生活 は困難 と思 われ る。

3.ネ ッ トワーキ ング社会 で対応

(1)ハ イパ ーシティ東京

情 報技術 の革新 は今 もとどまるこ とな く続 いてい

る。 デジタル技術 、デバイス技術 、知能化 、省力化技

術 の研究成果 は、次々 と市場 と社会に供給 される。二

122



ハイパ ーネッ トワーキ ング社会の社会 構造 一新 しい社会 のイ メージ を求め て

一ズの多様化 に対応 し、競争原理の導入 により、情報

サー ビス態様 も融合化 してい く。パ ソコンネ ッ ト、マ

ルチメディア、翻訳、音声応答 な どが融合化 して、デ

ータベースの世界 はゲー トウェイでい くらで も拡がっ

てい く時代 である。

昨今 脚 光 を浴 びて い るバ ーチ ャル ・リア リテ ィ

(VR)は 、物理的には存在 しないが、機能面か らは

存在 し得る環境 と定義 される。言葉 などの記号 に頼 ら

ないコミュニケーシ ョンの仕方がVRの 発想の原点で

ある。都市 に住 む人間が、朝 日が覚めてか ら眠 りにつ

くまで、彼 らの経験す る ものはほとん どすべて人::[二的

な ものである。東京 などバーチャル ・リア リティに最

も近 い都市か も知れない。東京で は非常 に速い速度で

街 が壊 され、改造 されてい く。去年富士 山が見えた地

点に立って も、今 年は見 えるとい う保証 はない。

ウィ リアム ・ギ ブス ンが 「ニ ューロマ ンサー」の

中で、千葉 シティを最先端都市 として描 いた ものは、

東京の未来 を予感 させ る ものであ る。そこには、特殊

な電極 を使 って人 間の脳 とコン ピュー タ端末 を接 続

し、世界 を覆い尽 くしたコンピュー タ網 の全データを

頭 の中で視覚的 に再構成 して見 せ た幻 想 の世界 があ

る。ハイテク社会の最先端 と闇市場の中心が混在す る

未来の千葉 シティは、多分に現在 の東京 に似ている。

現代 の東京の ように、世界 中の人 々が行 き交 い、音

楽、映画、演劇、パ フォーマンス、漫画があふれ、か

つテクノロジーの発展 している都 市であるほ どVRは

現実味 を持 って くる。

SFの 世界 では、以前か ら 「ブ レー ドラ ンナ」 、

「トロン」、 「ブレインス トーム」 、 「トー タル ・リ

コール」 などVRの 発想 に近い ものがた くさんある。

CGが 映画 に導入 され、人間が電子世界や コンピュー

タプログラムの中に入 り込 んだ り、人 間の五感が受 け

た情報や思考を記録 し、再生す る新型 マシンが登場 し
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た りする。あるいは、プログラムされた疑似記憶 を、

現実の体験 と同様 に脳 に植 え付 ける リコールマシンが

登場 し、現実 と架空の記憶の世界 がボーダ レスで、ま

さにVRし ている映画 もあ る。最 近の興行用 には、V

Rの 最先端エ ンターテイメン ト技術 を駆使 して開発 さ

れた映像 の全感覚体験装置 「ムー ビー ・ライ ド」 も登

場 している。

東京 に も、都市型 アミューズ メ ン トと して、新宿

モノ リス、フジ タヴァンテ等 い くつかのVRス ポ ッ ト

が誕生 している。また、 「ナムコ ・ワンダーエ ッグ」

のような、入場者参加体験 型の、 自分で想像 を働 かせ

てス トーリーを作 らせ る新 しいタイプの都市型 アミュ

ーズ メン ト施設 も現 れた。新 しい発想 を試す場 として

注 目される。 こうい うもの を見 ていると、まさに仮想

と現実の境界 は紙一重 であ るという気 がす る。ひ ょっ

とした らバブル経済 もバ ーチ ャル リアリティだったの

か も知 れない。

施 設の中 に閉 じ込 め られたVRが 、やがて街角 に

出てきて、 さらに拡が りを持つ ようにな り、またネッ

トワークで相互に結ばれる ようになってい くと、近い

将来の情報技術 をもってすれば、論理的 には、東京 の

すべ ての人 が、 自分の家 であ るいは特殊 な公 衆電話

ボックスで通信 回線 を使 って他の人の見 ているイメー

ジをVRと して体験で きるようになるか も知 れない。

VRが 人 間お よび我 々の社 会 をどう変 えられるか

は今後のテーマであるが、VRが 人間の脳の中の無意

識空間を解放 し、 より高い レベルで 自分達の脳 を利用

で きるのではないか とも言われている。 しか し、VR

は、昨今の 「おた く」族の ように社会的接触 をさけよ

うとする ものに してい くのではな く、社会的参加 を促

すテクノロジーにすべ きであ り、 コミュニケーシ ョン

メディア として活用 されるべ きである。言葉な どの記

号に頼 らない コミュニケーシ ョンの仕方がVRの 発想
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の原点であ るのだか ら。

(2)東 京 での創造 的生活 は可能か

よ く都 市の魅力 とは、カオス、神秘性 、隈雑 さ、

出会 い、驚 きがあ ることだと言われる。東京はHこも今

もその要素 を多分 に持 っている。 しか し、生活者 の置

かれている立場 によって都市の見え方は異 なる。例 え

ば、健康人 と病人 とでは東京は異なって見 える。働 き

盛 りの人 と高齢者 でも異なる。街全体が劇場 と言われ

る東京であ るが、寝た き り老人 にとっては、病院 と自

分の部屋 から見 える風 景が東京劇場 であ り、彼 は静か

な観 客にす ぎない。そ こまでいかな くても、東京はあ

ま りに も舞台が多す ぎて、劇場の出演者であ りかつ観

客で もある多 くの市民に とって、手 ごたえを感ず るこ

との難 しさがある。会社の中での舞台では.L手 に演 じ

ることのできる人 も、会社 を離 れるとただ観客 に甘ん

じるだけ とい う人 もいる。

情報 は価 値観 を形成 す る。個 人 ・企業 の行動 の背

景 には価 値観 があ り、価値観 は共有 され た情報 の内

容 ・質が決定する。物流に比べ て時間 ・場所 の格差 を

克服 しやすい情報 の性格 と情報技術の進展 がグローバ

リゼーシ ョンを促進 している。 また、情報技術 の進展

が従 来の国家 や組織 間 の境界 を越 えた コ ミュニケー

シ ョンを促進 してい る。

その結 果、従来 に も増 して消費 者、生活者 がボー

ダー レス化、 グローバ ル化 している。

しか もマス コミ情報 に限 らず、情 報源 か ら直接 に

情報 を得 られる時代 にな った。会社組織 の中での情報

の共有化 によって作 られていた個人の価値観 は しば し

ば生活空 間にまで持 ち込 まれていたが、これか らは生

活空間での クロスオーバー型の情報共有化 によって個

人が複面的 な価値観 を持 ち得 るようにな る。

結 局 の とこ ろ、 東京 の生活 者 に とっ て大・事なの

は、 自分の住 む都市東京 を自分 にとって魅力 ある都市
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にすることである。それは、生活空聞と して も労働空

間 としても、企業ばか りに拘束 されてきた生活か ら自

分 らしくあ るバ ラ ンスの とれ た生活 に帰 ることであ

る。その価値観 は生活着 によって異 な り、あるいは住

みやす い東京 であ った り、冒険 できる東京であった り

す るか も知れないが、多 くの人に共通す るのは自分の

目標 を見い出 し得 る生活行動、別の言葉でいえば自己

実現 を図 り得 る生活行動 ではないだろ うか。それは個

人の創造的な活動 ともいえるが、自ら考 え、情報発信

し冒険、チ ャレンジで きる生活である。 しか もそれは

異次元のあ る種 の状態ではな く、そうい う目標行動の

プロセスである。

東京 には どこ よ りも先 にハ イパ ーネ ッ トワー ク社

会 の実現が望 まれる。交通 とネッ トワーク社会論でい

えば、ハイパ ーネ ッ トワー ク社会は時間距離がゼロで

あ り、・・El交流可能人口は原則無限大である。通信が

交通の代替 をした り補完 をするとい う状態 か ら ・歩進

んだ、通信 と交通が…体混然 となった社会である。現

在 よりももっとデー タベ ースが充実 し、マルチメデ ィ

ア、VRで 情 報が提 供 されるようになった社会 では、

例 えばハ イパーマップにアクセスするこ とにより、東

京の地図を横 の広が りだけでな く、高層 ・複合化 した

空間や地 下空間 を三次元的、視覚的に見 るこ とがで き

よう し、ハ イパーマ ップ上の建物 ・街路 か ら仮想現実

の電脳空 間にジャックインすることがで きる。そこに

は現実 と似 た風景、情景、動 きがあ り、 においや音 、

風等 もある。 そうやってあ ちこちの街角 を歩 くことす

らrl∫能にな るか も知れ ない。

その電脳空間の中で、彼 は物理空聞の壁 を超え、東

京の汚 れた水 を、いつ も不足状態のエネルギー供給状

況 を、 ヒー トアイラン ド現象 を、ゴ ミの山を見るこ と

がで きる。 そ して、彼 は組織空間の壁 を超 え、電脳空

間の中の隣人 と、 どうした らこれ らの問題 を解決で き
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るのか話 し合 うことがで き、 自らは何 をすべ きか理解

す ることになるだろう。
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